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1

’朱’代用品の．試験

技師ジ石尾並丈 技手遽藤輿作

㌔本試麟蒲生局長よりの照會k基き旛有」したるもの励・’

　　　　　　　　　　　　　　　内　　容

第1　試阿品に就て・・

　　1試中品の性質拉反磨

　　2試瞼品ρ定量分析表

第2門川品より抽出したる石炭タール染料

　　（本報告に於ては以下之を抽出色素と罪す）

　　に就て

　　1抽出色素の性質蛙反回

　　2抽出色素の還元化生物（本報告に於て

　　は以下乏をP酸と稻す＞

　　3．P酸z＞究明

・目　　次

蕗3　P酸にベタナフ爵一ルを配偶して製した

　　るアゾ色素（本報告に於ては以下之を合成．。

　　色素と口恥）に干て

　　1　合成色素の性質拉反回

　　2．合成色素の本盤

第4試験品を組成する顔料基質に就て．

　　1　二分に封ずる鑛酸浸出試瞼

　　2　平分に封ずるアルカリ熔融試験

日5試験晶のレ【キ色素補成剤に就て

第6蹄　　結

　　　　　　　　　　　　　　　第1　試験品に就て　　　　　　　　．

　試験品は輸入晶なる由にして重き赤色の粉末なり．本試験に於ては常法に依り先づ試験品に就で

性質を槍し次で其主要成分の試験に移れり．．

　1．試験品の性質拉三鷹

　試験晶の謙容剤に封ずる三三の状濁拉麟及アノセカリに封ずる反慮次の如し．

・（1）本晶は水に三三準にレで水抽串液は薔薇三智を呈し黄色の螢石彩≧現す．（2）本贔はアルコ

ー～レにも難溶にしてアルコール抽三瀬は三十色に着色し螢石彩を有せず．（3）本晶はアルカリ含有’

のアルコールに比較的善く溶解して液を暗赤色に着色し三際不溶分として白色鑛物性の物質を残留

す．（4）本晶を白金板上に加熱するに容易に燃焼し爆還せす．（5）本品は硫酸に溶解して紫紅色を

呈し之を多量の水と和するに暗赤児色紫妖の沈丁を生す，

　上の如き性状を認めたるに依り本讃験品は石炭タール染料と所謂顔料基質Subs甑teとの抱合に

よ筍製品なることを知覧しり㌧



2’

●、、華甲』r苗打

2．試験品の定量分析表

　　　　華華窪繕，撒・・1琢

上に擦れば試験品中に於ける染料の成分量は7．08％に相當す．

　　　　　　　　第2　試四品より抽出したる石炭タール染料（本報告

　　　　　　　　　　　に於て琳以下二三由出色素と稻す）に就て

　試験品にアルコールを加へ之に苛性ソーダ溶液の1，2滴を和し冷時に於て浸畠し其抽轟液に稀塩

酸を加へて弱酸性となすに色素を析引す．σうて之を濾集し漸下下に於ける材料に供せり．

　　●1．抽出色素の性質鼓反町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　「（1）本品は赤色の粉末なるも外回上に於では原試験晶に昆し樫色勝れ．り。（2）平野は水に万町，

水抽出液は淡榿色を呈し螢石彩を有せす．（3）本半ばアルコールに梢々溶解し抽出液を榿黄色に着

色ナ．（4）本門のアルコ7ル溶液は稀塩酸に由りて攣化せす．‘ D本晶のア・・コール溶灘苛性ソ

ーダ溶液に由りて赤即す．（6）本丁は硫酸に溶液して紫紅色を呈し之を水と和するに暗赤褐色の沈

澱を生す．

上の騰に榊ぱ拙色素は麟糧鮒㈱色素）に妙の顛あり焔ものとする躇しき

攣化は野ざるものの如し．、

　　2．抽出色秦の還元

　抽出色素を熱湯申に於てハイドロサル・ファイド叉は塩化第1錫と作用せしむるに色素は徐々に三

色し白色結晶性の物質津化生す．三等は之をP酸と構し次の試験に於ける材料に供せり．

　　3，P酸の究明
　P酸の性質蛙反鷹（1）本四は水に難i溶なるも温湯には善く溶解す．（2）本晶はアルカリ溶液に

一容易に溶解し其儘放置するも又之に塩化第1鐵溶液を加ふるも液を着色せす．（3）本管は硫黄Sを

其集成中に含有す．（4）本品は塩素Clを其集成中に含有す．

　　　　　　　　　KH2　　　　．，本四は前記の如き性歌に徴し又次項に記述すが如く之にペタ
　　　　　　　　　ロ

　　　　　・聯〔短．，．1凹凹二四鱗難諾秀ご

　　　　　　　　　61
　　　　　　　　　　　　　　　　ルー5rアミノトルオ炉ル4一スルホン酸C7H8NO3CISに相當する

　　　　　　　　　　　　　　　　ものと鑑定す．

　　　　　　第3P醐こべタナ7卜一瓢晒して製し焔アヅ鱗
　　　　　　　　　　（本報告に於ては以下之を合成色素と興す）に就て．

　P酸をヂアゾ化し之にペタナラトPルを作用せじむるに赤色難溶性の染料を生魂

　1．合成色素の性質拉言詞

　（1）本品は赤色の粉末にして黄色の金属光澤を有す，（2）本四は水た三三，水抽串液は薔薇紅色

：を呈し黄色の螢石彩を現す．（3）本品はアルコールに稻々溶解しアルコール抽幽液は榿黄色を呈し

螢石彩を有せ魂（4）本晶のアルコール溶液は塩酸に由で攣回せ歳　（5）本晶のアルコール溶液は
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アルカリに由て赤凝す，（6）本盗は硫酸に溶解して液を紫紅色た潜達し乏を永と和ナるた暗赤褐色

の沈澱を生す．’

　2合成色素の本髄　　　　　　∫，　　　　　　・し’』一〉》㌧

　前記の如き合成色素の化三三匪歌はジユルツ氏著色素表に依れ1ぼ次記染料の本性なることを知れ・

り．

・商　品『名』

轟轟’ ｼ’

化撃式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「ll’；こ

　『ラーツク赤G・臨ck　Ro七C　’　『『「「’・1“・’’　’ －’

　3メ’チル4一ク血ルー6一スルホベンヅFルニプ’ジニベタナフト’一ル’

　　　　　　OH　　　　　　　　　　　　　’国更に合成色素と試験晶に乾て相互

　　　　　　ロ
　　　F斗⊂〉．嚥職CISの化鋤性脚敵参照を繊照

　　　dl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明されたの．

前上を以℃試験品申に存在する染料の本図究明に貧する試験は絡了したるものとす．

　　　　　　　　第4試験品を組成する顔料基質Substrateに就て

　當試験に観ては前文に揚げたる試験晶の友分を材料に供し次の如く實験したわ．

　1．心事に劃するi嶽駿浸出尊墨

　友分に塩酸叉は硝酸を注細し濫侵するに炭酸を登生して（炭酸は友暗中に於て染料成分より化生

せるものと認む）僅少の溶留分を回し，浸液申無機成分として少量のバリウム及微量の石友を槍出

せり．特に鉛の存否を注意して槍慰したるも尊墨の結果を與へたり．

　2．友分に封ずるアルカリ溶融試験

　熔融物は塩酸叉は硝酸に全溶し分析上金薦としては多量のバリウムと微量の石友を混ρ酸基とし

ては硫酸を多量に有せり．溶禺液中に於ける硫酸基の存在量を測定し之より硫酸バリウムの含量を

算定せるに次の成績を得たり．

　　友分中硫酸バリウムの含量……・・……一・…・……95．2％

　　　　　　　　　　　第5試駿品のレーキ色素補成劃に就て

　試験品中の石炭タール染料ラック赤Cは屡々弐リツトレーキとして製産さる．當試験に於ても此

の三富に鑑み試験品を直接塩酸を以て円餅し的始に就き定性分析を行へるに袋にバリウムを検串せ

り」ヒ喋還御本膳趣供したる顔＊斗は恐くばレーキ色輔鯛…bl・ckb・ld…としび

り’ウム肇を使用せるものと認む．

・　　　　　　　　　　　　第6露　　　　　結

前上諸試験晶の結果を綜合して本試験品の組成を鑑定すれば次の如し．

　1∴試験品は顔料基質を硫酸バリウム所謂重晶石とし之にレーキ色素として石炭タール染料ラッ

グ赤Cのバリウム塩（3一メチルー4一クロルー6一スルポベンゾ’一ルーアヅーベタナフ1・Fルのバリウム塩

に相當するもの）を結合したるものと鑑定す．



4
．… @石一尾ξ遠・藤・

　2本試験品の成分彙な三略典講解網當す琴し．・

　　　　　水　　分　　　　　　　　　　　　　1・0％

　　　　　　レLキ色素（ラック赤Cのバリウム盤）　　8．4％

　　　　　・基’　　　　質　（重晶褥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90・6％

　附記　　本試瞼に供したる顔料はバリウムを硫酸塩として多量に含有するのみならす特に塩酸に

可溶態のバリウムを成分とするを以て主要成分なる石炭タ「ル染料の毒性の有無に拘らす着色料と

して有害なるものな軌　但しバリウム盤を適當なる物質を以て置換したる場合には右は朱代用品と

して再考に値すべ、し．三等綜髭の職に付き調査績行中なり．

　　　昭和16年ゴ月　　・’，　　　　　　…噛
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　　　　　　　　　市販スルウブミ1ンφ試験晟敏第㎡報）＿ご1…、．．．．

礼1＼　‘　叉腔．：：∵∫ヨに鼠、㌦轡；1〆．窪’二・

　　　　　　　　妙管騨啓掛構1男｝三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　粗野　．・磯・．乱i’・ぞ碧
昭和、。年（、9，5年）記入，マック博士㈱プ。ン，ジル幽鰍繭に凱特効あ蹴

確めら田圃訪ア・隙論詰友騨軸は両鶴殊全世界灘
吻叫て郷於ても多照製蹄難して市場を賑はす汐田ちアミノフ干二’レスルフア

ミドのみにても劃一鱒に趣！郷於て政府騨・14年明ア・ンフエ〒ルスルフアドをズ

ルフ，アミン啄，る名穗のも・とた日糠局方に牧載←七島質に饗レ嚴重なる規格を寒め讐三七晶として

の萬全を計れ’り然るに満1ケ年を経過したる今日街其晶質租悪の物日本土局方スルフアミンと商品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
名とを濃し暢噸す・長く雌だ遺脚此吟儘当せんiか巨Pち悪貨は顛磯し・本

薬局方牧載の意義を没却せしむるに至るやも計られす藪に市販品を試験し其實状を明に：して反省を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
求めんとす市販品7種に就き一本藥局方スルフアミンめ各傑項三三を施行したるに其成績次の如

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　に
互、、．．．！、．宝1・∴い∴ち、、，：、い存目挿支，、：諮：：、瀞；．、．∴．ギ，．｝；＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　諌．．二．・．、、：ゴ鴇慧∵：：〔1照．ツ∴

本識蹴した嶺糊如種叫て鱗燐蝉肺締弓載翻の三三三川の同封の如

膨幽幽∵冤…町脚∵…㌻「㍑源
野洲包’装様式藥肪名の記剣晦、骨無1効轄同封嫡

1　　號
2　　　ク

3　　　〃

4　　　〃．、

5．　レ

6　　　〃

7　　　〃

褐

褐

無

青・

’ヤ

紙

．舞

㌔　、

色

色

色

，色

色曽”

　瓶
　瓶
　瓶
　瓶．
　瓶’

．．、二衝，

　．箱

併　　記　’す

　　　〃

　　　〃
併・証　せ．ずド
19 ｹh言己’㌔％”季「1－

　1．．，衆・・『’∴，

一華昼寿名変弛．

　　　　　駒、ぐ｝

試験裁

　　’”ζ蕪1’

　　　有一

　　・’．．有q　　の

・磁棄みみ・

ス〆：∫蹴客いぺ

　　　有

　　’・へ

続轟認b
　（LL｝3く五こい

同、身　チ

　　1二1

　　．宏・

同　封　せ　ず

　　〃

1　－」1…1一∴・…　　∵　　．、．，憐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　、・・

藥局方第1項（外観臭味溶解試瞼及熔引解雪）試験成績を表示すれば次の如し‘

　　　　　，．　，ω撒蜘第鱒翫一、

丸

1．、

番號1外 観［・蜘 昧　1雑1（悌篤観■三二1 味

1

2

3

4

微に類褐色を帯ぶる結
晶性粉末の混合

白色結晶性粉末

　　　　〃

　　　　〃

無

〃

〃

〃

微に苦味を有す

　　　〃

　　　〃

　　　〃

5

6

7

吟ξ戸専の結晶脚末
白琶町勢佳蘇』『』冥’

　．’・≦鯨；ご．『ご＼・・ご

　　　．〃

無

レ’

＼ご∵‘

〃

微に苦味を有す

　　　〃

　　幽》層



6 ・今・野・藤本

…　　響，．・・．・1、．．・．’　・・∫’二らご　．・・…冒　1、’・．；マ．！．

番三三溜叢 誉湯溶漿
　．　　　・

髄ｷ 瀦あ羨 三民繋
カリ油液
n解の歌

クロロホル

?n分％
i1）

工円テノレ

n分　％
i1）

1

2

良

〃

微濁し著色
し且塵埃多
し

澄明なれど
も塵埃梢≧
多し

、（b）、．溶解試験表　（第3表）

良

〃　’∫』＝

潤　濁　す

良

蛤ど澄明なれ，0殆ど澄明なれ

ども三色し且　ども著色し且
塵埃多し　　塵埃多し

　　　　　　澄明なれども
　　良　　　　　　塵挨稽≧多し

0．54　　　　　1．82

0．56　　　　　1．7（〉

3 夕 良 ク 〃　　　　　　　　　〃 良 0．56　　　　1．86

4

5

6

7

ク

〃

・〃

〃

ク

〃

〃　　ご』

，グ

〃

グ

・〃・

〃1’

　　〃’

僅復6潤濁
を呈す

良

〃

　　〃’　　　　　　〃

馨鐸霜響量購

　　　　　　・良…　　　　　良

　　〃．　　　　　　　．〃

一て｝．56　　　、1．72’

『0．70　　　1．90

　　　　　　　マ．0．56　　　　．1．7α．

0．60　　1．70．

註　（1）クロロホルム溶解試験は試料1gにクロロホルム2Qccを和し30分間振盈し濾過し其濾液10cご

　　を取り蒸獲乾燥し秤量し％に換算したり・　　　　　　．　71
　　　　　　　　　　　　　　　㍉　』　　　　　　　　　　　　　　　ド
　（1［｝エーデル縁懸試験はく1）の方法に準じ操作したり．

　　　　　　　　1…『・一（c）1・熔融鮎歳績表　（第4表）『　・

熔融鮎1・砿・・1・6…「・6…1・6・．1・6501・6・．1・65．

辮項聯3項（實性反陶鍛
試料は何れも實惟反慮良好なり．，；、

　第4項（グロル硫酸並燐酸）試験　　　　－・

本試験申クロルは僅微を許容仁恩及塔酸は療跡も許容せざる規定なウ成輝第5表の如し

　　　　　　　　　　　　ク・1嫌醜一聯三二繊（第5表）
　　　　　　　　　　　　　　h噛
番號1 ク 口 ノレ 1硫 酸 燐 酸

1、

2

3

4

5

6

・7．

泪　　　　　　　　濁　（規定超過）

殆　　ど　　な　　し（規定内）

　　　　〃　　　　　　　　，．’〃．．．．

　　　　ク　　　　　　　　　　〃

微蛋白石濁（規定内）’
殆どなし（規定内）　　　　“　　　　房’

“な　，

〃

〃

．〃

－〃

〃

〃

し な

〃

〃

〃

〃

〃

〃『

し

　第5項（硝酸・アシモ露ウム）．臨書・

試料は何れむアンモ昌アを麹鉾．

　第6項（硫醐容解）試験
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試料は何れも硫酸に無色に溶解したり．

　．一三7項（乾燥二二量）試験　　　‘層－』．層”’．辱　∴　’暫∴幽｛h’漏高二．鴇’∴

　回忌約19宛を正秤し：．10P。に於て恒量を得るに至る迄乾燥し冷後記諭し其減夷量石％「を以で示

せば第6表の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』〕
　　　　　　　　　　　　　乾燥減感量表．（第6衷）’．ジ．：一ゴ’

瀧燥減失量％　0．5』　α45　　α3S・　012b　　α31，　α09　　α25

　　第8項（熱血残i湾）・試験

　試料は何れも秤憎し得べき熱灼残i渣を留めす：．

　　　　　　　　　　　　　　　　試験法に封ずる検討

　日本藥局方試験法申第1項及第4項は次の理由により童主案ゐ即く改正壱られんととを希望ナ．

　　A　改正案1

　（1）第1項申改正案

　第1項中年200分の水以下を「約200分の永・アルコー〉レ・アセトン並稀肇酸に溶解し熱湯。熱アル

’Fル並力噛液喀易に溶解し孕眺ノセ嘩エヒテノ順辮し難略灘166㍗圃勧些
改む．

　（2）第4項中改正案

　第4項申硝酸バリウム溶液以下を「硝酸バP、ウム溶液に由て攣狙せす3ζ硲酸銀溶液に由て微蛋白

・石濁を起すに過ぎす叉同濾液に7γモニア水を加トァルカリ聾と蒸したるものは同察量（pマグネシ

ア血液に由て攣化すべからす』要撃む．　　　　　　　　　　　　　　　　　．，，、．．

　　B改正’理由　　　　　　　　　　　．．
　（1）第1項匠封ずる理幽

　現行規定は熱湯以下カリ濾液匠至る迄軍に溶解すと規定すれ共溶剤帥ち熱湯・アルコーノレ・アセ

トン●稀鰍勤蠣融解三三三三磁ら郵㌍・7．ミ・冷三三耀レ鯵にぱ熱灘
矛リ滴液は少量にて足るもアルコ．一ノレは梢多章を要す故に是等の溶剤を分類レて．容易に溶解と輩な

る溶解に匝干し叉アルコPル溶解にては溶剤の三々多量を用ふるを’以て検田せざる程度の不純物も

熱アルρPル溶解にては容易に検串するを以て熱アノセコr一ル溶解を加へ叉ク．ロ，ロホルみ並工Pテル

に溶解せすと規牢すれ共試験成績に示せる如く一部溶解するを以て溶解し難しに改めんとすド

、（2）．第4項に回する改正理由．「、　　。、、

　第4項中マグネシア三寸による燐酸の試験は硝酸々性に出て行ふは不可に1してアンモ昌アアルガ

リ性に於て行ふを二二とし三二の場合マグネシア混液は梢々多量印ち被槍液と同量程度を最も可と

するを以て改正案の如く改めんとす．

　　G
　（1）第1項申改正案による熱アルコPル溶解による試験成績第7表の如し．
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第．　7　表・

番　　號 1 2 3 4 5 一6 ’7

鋒デ　字源ナ良一ド’良’良’

（2）改正案による第4項試験二二

永田郷マ四温謙廟遡江レ，＿．．．∴：

　　　　　　　　　　　　　　　適不適の判定

微写す1’良 ．良．

　以上の試験成績に徴し藥局方適不適の判定をなすこと次の如し．

（1）知號品は襯門門ク・ル纈に騨レ雌忌門輩し碑脚・
　（2）第2號晶は溶解試験に於て塵埃嫡々多く且乾燥喪失量超過し不適畠なり1

　（3）　第3號晶は乾燥減失量梢々規建を羅購レ不i適晶な爆

　（4）第4號品は抵鰯する所なく適品なり．

『（5り’二野融外野に溶蝋駄堕し且轍激量稻癩過し不適融り紘

　（6）第6號及第7二品は犠貸する所なく適品なり．

　　．＿＿．，．．∴。．一、…．済騨擁する考察．．．．・∵∴∵応．．：．・＼

で1）：第f號品は本試料申最も粗悪たしで寧ち粗製原癖晶（6観あ砂乏老盤藥畠として供給する大

回さは寧ろ驚くの外なし．

　（2）第2號三三塵埃の除去に叉水分の減少に更に一殺の努力を錦ふべぎも：めお思考す．．：’）．

　（3）第3號晶は水分の減少㎏努むべきものと思考虜．　． ・噛 E∫：ll・∵1．コ’∫’　

”（4）・第4號第6號及第7閉門は藥局方二二にて良晶・と謂ふべし，　．　・・　．…　　　　　一．

　（5）第5號品は外観及溶解試験に抵賜するを以て更に精製を要すべく叉塩分の量たも注意を要

すべきものと思考す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　　ご。、．　・．・綿　，・無い，．∫・賦・．・’．＼．∴

．（1）以上7種の試料申4種は不適品にして之を100分率に換算せば不適晶57％に及ぶ．

　（2），品質と容器を封照して考ふ：るに褐色瓶子に外観不良のもの多ぎほ遇然なちすして其外槻不

良を．蔭蔽せんとしたるものの如し．　，．　．ゼ　　・．　．　・　函ぺご「・

：・（3）本品の包装たは硝子瓶を用ふる要なきを以て硝子製品不足の折構紙箱包装を推奨す∴・・…

　（4ヅ緬じそ水分超過の庵め多をは時局柄諸種溶繭の不足等より製邉紀菌難を來たしたる結果な

らん若し然りとぜば甚だ同情b値すべきも規格は嚴守すべきものなれぽ注意を要すべぎものと思考

寅・∵∴・∴∴r一・’・．．’．’．『、、．，幽
D．・
黹刀D－三、』’．．、｝．．ゴ’．「㌦．：．∴∵◎二∴…　．

∫ち．昭和15．年．9丹．，－．、∫．二．ぐ指’，轄‘’．．．∴’・二・∵ぐ∴∴屍ヒ∵∵’、」二：：．1＝．’9”1　一：豪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　、．、【・「》i：「．：：1：∵．1：／．r「∴：’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼　1添・憲　・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1・9

　　　　　　　　　轟基スルホ，身アミ避翻の試験溝に就て，．1・∵1、、・菅，∵

　　　　　　　　．披師1今．野∵，選、治．ご卿手．藤・野・・礁：、諦i．ゴ．’…　：・・添

　スルフア・嚇晒膿患部し鰯なる㈱鶴と零せられレ魏材瞬寧種卵園池
の下に多種の市販晶出現せり．然るにバイ午ル會舜は冬～レフアミンにそ砂刃レ渉ir　7ミボ基ρ水管

二原子を2個のメチル基を以て置換せる他の一分子と結合せしめH2N・C6H4・SO2NH・C6H｛・SO2N

（CH、）、をDisept・1　A（DB　90）なる名構を以て嚢表しで葡萄状球菌匪疾患，嫌氣性桿菌面面患及

・樋聴再読空・ダ甜よ・瞳：取回勘濡事品評≧．：甲1璽・終締にて騨詰る

婦本郷旗輝磁碑礁て勲r蝉礁三三焔脚下三脚瞭沖鰻鼻面
，転諸等ル舵び麟響鰍果三州は昨勉當韓第’・5購劉で曝獅ρ辮勲
：牟り興却『品α～イ嘩的緯》噸によρて奉駆螺に若干ρ根違塗卒三脚云為づき遂豫蘇レて市

丁目敵選一嘩難せ外国鯨にその三二隣ぜ酵熊鱒晶ρ試弾1麟塑購
瞳の輝箪騨｛す半弓艶・レ干て轡・印蝉局方築蹟の纏灘㊧ll嘩写字類1堕多
’挙ρ硬τ・，僕講轍轡耳払尋擦貧もρ妹時局柄本r国難iぼ互レを堪τ．園産影響P‡撫目貫㊧ク種を

購入せり…　　　　　　　　　　『　　　　ざ寒G：∴鷺．辞’：、二欺∴登鋤彊炬ψ・ぐ

　　三野：戦線些嶋鉾雌

・∴・第∫，エ・、㌃琴：．∴・、・、＝，嵩・…・

色　相一円　形　懸 レ光 澤 臭 氣．／ ・、味　云」：さ

．A

B
C
D
E
F
G

白色一一針『　’歌’ず1晶1

白角．針歌』』晶’
微二淡褐色ヲ帯プ・ル針状晶

二二淡褐色ヲ帯ブル結晶性粉末’

離心淡褐色ヲ．噛帯ブル針朕八

白　　●色　　針　　歌　　晶

出二黄色ヲ帯ブル結晶性粉末

’ア1‘　　『『　』『』　’”　一’『一”り一

ア．　　　　　　　　　　．リ

ア　　　　　　一’ξ　　　　　』リ

ナ　　　　　　　　　　　　　　　シ

ア　　　　リ（風化様晶混在）

ア　　　　　　’・二　　　　　液リ

ア「．@　　　リ（風イヒ様晶混在）

ナ’‘’甲…”ジ’

、チ・∫　　　　　　．シ

ナド　　　　　鳶・シ

ナ　　　　さ　　　　　シ

ナ　　　　・㍉　　　　　シ

ナ　　　　　　　　ジ

ナ　　　　　　　　　　シ

『僅・’兜一丁『

僅．

微

微

微

僅

微

　　苦
微：　苦

　苦

　苦

　苦
微　　苦

　苦

味

味

味

味

味「

味

‘味

前表によって考察するに。・D・耳田ま暴論ゆヒし心馳縦に翻結晶不透明結晶ゐ心

髄ρ卑眺マ劣る・薙蝉蝉吟嘩レき灘騨す一．、，・、：

、、家に溶解藥に面する溶解度を画する峰家表の如し．．　　．　　．．
㍉．＼・　．一一∴・・　一」　・・’ヨ♂　・　・一轟い　、　”“’　、　■”　曹・・　．・・一・’　　　・　　『　　　「・＼．

　∴・・ぢ三∴∴こ．誤・∵・ご∴∴・1第’3含．・・裳∴∵’・”

∵｝㌃・賦ご『・1：ニー、一＿，．．1さ：蜜，

．、・ @「　’　‘”ドゼ』＝・’帽特・’」・』＝　二手

．，
@　一ド」1・・i，揺ゴー　’で・・」』へ

：1・．。’ D．｝∵・ござヘマ〆：こ三・・∵ド

て：A B o．、一．∴翌F 耳 F　一．ρ．

’轟∴∫∴・孟1㌦男駕朗1’㌧雌講楼嘉・．母湯田纂藩

稀ナトロン滴液　 〃　　 〃　 微　濁澄　明　 〃　　 〃　　　〃

アセトンの溶解は槍試晶19に回し6ccのアセトシを使用．熱アルコβルは同じく19に封し

15ccのア購・緩翻遥・し聯魂ト層血・噛液繭欧旨1麟馳男ボ鷲噛液・f己・セ加13融澄を
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和したるものを以てす，

アセトンの溶解に於でぼC∫は良晶と認あ難ぐE．dは他φ良晶に比して劣る．

　熱アルコールの溶解に於てはC．Dは不溶物を淺し良晶と認め難し．

　稀ナトロン特等の溶解に於ては一般に良嬉只Cのみ微濁して良品と認め難し．

　其他水，エーテル，クロロホルム等の溶剤を試みたれども溶解し難く或は溶解せ一タ．

　熔融貼を拝するにIA＝193GB＝193．50Cr193QD＝1930E＝193。F＝193．5QG＝1946

・自Pち殆ど一定に：して193Q～194。にあり特に異なるものな’し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．實　性　反　慮

　三三は何れも苛性カリと共に熔融するにアンモニアを登生し其熔融物は類褐色を呈し之を水に溶

侮すれば赤褐色を現はす．スルフアミンに於ては熔融物の色相藍紫色を呈する黙に胡弓あり．

　供試晶0．1gを取りアセトン3ccに溶解し稀盤酸5滴を添加したる後亜硝酸ソ・一グ溶液3滴虹に

ベタナフ㍗Pルナトロン溶液（何れも藥局方試藥）3滴を和すれば樫赤色を呈し其の過剰により濃

赤褐色を現はす．スルフアミンに於ける此アツォ色素實性反面は稀盤酸に溶解せる液を用ぴて施行

し二色榿黄色の沈重を生するに比して明かに識別するを得　何れの二二に於ても三二に出現すスル

フアミンの如く水性溶液を使用せざるは稀ナ1・・ン1菌液の外水性溶液を得る事不可能な砂しを以て

アセトンに溶解して反慮せしめたるものなり．

・3．爽雑不純物試験

常法に擦り供試品1gに水20　ccを加へて1分間振淫し濾過して得たる液に硝酸を加へて酸性と

なしたるものに付硫酸藍，盤化物及別に燐酸盤の反慮を試みたるに下表の如き成績を得たり．

隠赤恥 Cl Sq ro壬

A
B
q
D
E
F
G

中

〃

〃

〃

．．V
〃

〃

性 ナ

洞

ナ

微

ナ

蛋

ク

シ

濁

　シ

ー．`
　シ

・濁．

ナ

〃

〃

〃

ク

〃

〃

シ ナ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

シ

　即ち盛化物の爽雑のみ二三呈出するものあれども他は良好なり。塵化物蛙硫酸盤の反回は硝酸酸

性に果て施行すれども燐酸盛の反慮は中性の濾液を取りアンモニア水を加へてアルカリ性となし向

容量のマグネシア胆液（藥局方一死）を加へて行間若くは沈堂を生するや否やを観察するものな軌

　アンモ弓ア臨の町回試験には供試品1gに水1cc及ナト・ン癒液4ccを加へて温めアンモニア

を磯生するや否やを槻察するものにして何れの検農に於てもその登生を認めす．叉有機不純物爽雑

を楡する本丁の硫酸溶解はDのみ微に黄染し良品と認め難きも他は全部無色に溶解す．

4．乾燥減失量虹燃化残渣

供試品を100Qに於て乾燥す5Qに減失重：量の％は0．40～0．24、％の範園だして次の如し．、



二基スルホンアミド剤の試瞼法に就て 証1

　A；0．09％　　］B；0．06％　　C；0，24％　　D＝＝0．04％　　E＝0．12％　　F＝0，11％　　G＝0．08％

惣議蒋＝灘霧層難辮銚羅高翫讐轡三三三三三三
に吸1勲1生も認め難きを以て貯法に關する條件を規定ず葛必戴醤をものと思考す．

結 語

　以上市販のシリ・ン同組成のスルホンアミドの7種に就きて試験したる結果に由れば二三不純と

認むるものあれ共概して良好なる成績を示せり．然れ共近時製造者籏禺するに連れ「吊質粗悪となり

伺一名晶にして慮々副作用或は中毒を惹起するものあるを聞く、．斯の如きは勿論之を慮用する時の

病者の生理的不均正の場合に生する事ある．べきも一方本藥品の純否如何に依る事あるべきを無回す

るを得ざるべし．而して時今日を追て三々本品の慮用損大され需求を高めつつあるに際し適當訟る

規格の元，，粗悪に陥るを防止されん事を切望止まざ惹ものなり．上述試験成績を．総括して試験規格

を起案し参考に供す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験規格案

　1．本品は無色の小釦厭結晶或は白色結晶性粉末にして臭氣なく微に苦味を有しアセトン，熱ア

ルコ・rル三三ナトロン滴液（1十3）に溶解し水，平一テル封：クロ．ロホルムに溶解し難し熔融瓢1930～

194Qなり．

　2．三品を苛性カリと共に熔融するにアンモニアを磯生し其熔融物は類褐色を呈し之を水に溶解

すれば赤禍色を呈す．

　3．三品0，1gをアセトン3ccに溶解し之に稀盤酸5滴を添加したる後亜硝酸ソ戸グ溶液3滴

虹ベタナフトールナト．ロン溶液3滴を和すれば椎赤色を呈し其の過剰によって濃赤褐色を呈す．

　4．本四19に水20ccを加へて1分聞振盧し濾過して得たる液に硝酸を加へて酸性となしたる

ものは硝酸バリウム溶液に由って攣化せす叉硝酸銀溶液に由て微蛋白石濁を起すに過ぎす叉同濾液

にアシモ遥ア水を加へてアルカリ性となしたるものは同容量のマグネシア混液に由て攣化すべから

す．

　5．二品1gに水1cc及ナトロン三二4ccを加へて湿むるにアンモニアを駿生すべからす．

　6．三品02gは硫酸2ccに無色・に溶解すべし・

　7．三品を1000に於て乾燥するに其重量を減失すること0．3％に過ぐべからす．

　8．本品02gを燃化するに秤定し得べき固性物を淺留すべからす．
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「、

幽晦墳麟ぎズノ昧痛鞭醐究僕」め

　　　　　・～章騨的｛曄擦琴砂興：第・3報）・

　　　　　　　　技師秋葉朝一榔　　　歩脚風澗、美佐雄

類∴曇、源：、’，1∵1鼠璽穿ll言ll：：∴1需；ご∴淫’気1七、

＜照磁電！ミ：及び共協力潜…1（1937＞i〔は4｝4｝≒Dia面hOdi画6蒔蕊磁面訴たl　i4，4・，もihiもfbdiかhehシht1ユ韮。汀溶

三三購菌感染に処し織聴il繭・母（よ鵬敷県哨暦鰭なる事を素謡し撮記￥轍温血索の出

誰騒愛1開旧記二り．．1∴雫ぐで．ピご〉濡慾㌶ジ．「・；、1．：．，：く㌶．1：．’＝’∵』＝、∵いぐ∵、；』、1．’」・・∵1三：ぎ・

赫飽騨聯ぜヤ及曝φ協力者1祖ga7）の三三の魏究：も亦・掻漁6・零の蕃究結果と鉢致し，・吏：に氏尋

は4，4’一Diace七yl乱minodiphenylsulfonが毒性臨くしかも其の敷果はSulf乳nilal面1匠優る蔽）あ・り

とレ二合髄は糊に託てRod”onな騨細細　界に提供された磁1938年姪・五
Whitby3）はEwinsの合成になる2一（P二A菰inoben201sulfonamid）一pyridinが連菌感染に回しSul．

魎刃乱ゆd・1よ診・恵優秀なる燃を泳境のぶな；齢，醜往三種化合豊ゐ纏晶晶書無数潅，碗翁啖汝球

菌丁丁山野し三四あ二三報告趨ゆ．イ罐♪津財・鈴木動（醜の’勘よ異三三1磁喩雌謡爺花合禮め三

下に予て，Sulfanilamidpyridin（Sulf緬yridin）及びSulfanilamidmethy1七hiazolが肺炎：双球菌感染

類三重痴i臆る事塗三二鍍1・孟三三∴＼1鎌；∴「9・…一1’く∵コ，’ご！．∴～’憾款1∵二：f』・

　Whitby・津田・鈴木氏等の研究は異項環S・lf・nil・mid二二盤㊧研究分野を開掬山鼠あた1しで特

筆す三三業績な瓶浪・∫辱5漁」蕊∴：．・ご、．ヘコ：ゴ．、・、．鳶∵・い・・；》・、罫：・、

　畏友三二三二潔清氏ば二二蕊も毛ie・11蜘1等の業績に示凌を得て異項環系ズルホシ諦灘に着

旧邸19お準に諸鰍）誘導盤を合成ぜられ，：193白一年鯛ビ蚕窮余等た…欠の癒化合適齢浸せり．

繭山頭謡七｝嚇。ξdyL（2））蜘三二．，，∴余ぼ，乱闘ゐ致す所力藁だカ・・ちイ北島磁

．三二k嘱1喫デ”∴灘識糊欝翻謡言
瀧廊。温さ，シf、a歪1、ジ1謡ガ∵・・：咄・》潮櫛構の・麟・・鷹磁

　　　　　H℃畠6ゆ亨1照臨・1切盛齢：織豊繍叢繋

　　　　　　　N　　　N’一∴一・”∵．・1．∫・、1する敷果を槍討二しブ「得提る結果を蝕た報告せん

M＆

　　　　　　　N
MI認nopy「idyL（2）蜘inophenyL　・5・ア・ビアゴ4（局方）瀧以て膿の乳

　　　　　勝〔山山　1驚く繕三鷹1錨纂
　　　　　　　N・　　　　・　　　　　　　　く注入し，後ユ0日聞マウスの生死を観察せり



秋葉「』9・風町； ユ3・

　第1表に示す如く，．経口投輿による毒性ぽ櫨ユフ竃慨癒穆搦にしで，’Nα4のみ相當i掻し．No．4

Di・血i・QPγ・idylテph・箪yl・su！f・・．は楡鷺中敷果最優秀なるも・翻諾弓張き二二あゆ・－・：・國

　高富として，Sulf鋤il乳雌dpyridin　l（市販品＞Sulf韻恥mid：・（當所試製品）及びPron七dsihu焼um

（當所試製晶）の3：種の毒性を併減せの．之と比較すちに，’Kb∫．4の致死量（50　m9）はSdlf乳nilami塵

（200mg）．の1／4　N・．4’の耐量（40　mg）は．Sulf・nil・加d（ユ00　mg）の’ユ／2・5に営り，吏に中毒量

を以て比較すれば，No．4は＄O　mg投與により特有の申毒症状を呈しSulfa填ilamidは’50血g投

與によ》？で農症す1’かくの如く致死量，耐量及び千畳量に就きで比較するに笈。．4の々ウズに封ず

る毒性はSulfallil乞癌idの1含～4倍なりと見徹し得べし．

　更にPr611七〇sil負1br臓hと比較するに，致死量及耐量より見る時No．4の毒性は：Prdntqs∬fub正um

のユ／2以下なり．・芯。．41の確切なる耐：量（201ng　pro　M乳us）はca．・ユgplo　kgに9しで：P⑳n七〇sil

rubrumの耐量・0．5　pro・kg（Domagk．の報告）に比す勉ぼ街ほ良好にして，本剤の臨床的慮用の可

第1表槍髄の毒性 （生存数試獣数）

維巴投與量lng　PrQ　MaUs

桧　　禮

200　　　　100　　　　50　　　　40　　　　30　　　　20・　　　10

　No．1．1》三nitfo¢ipyridylsくulfρn

　No．2．　Di批mino“ipyridylsulfon

N・・．3Din誌・・py・idylphenyls・lf・n

　No．4．　Diamillopyridylphenyls111fon

　　　Slllfallilamid

　　　I》ron七〇sil　rubrUln

　　　Sulfapyridih

能なるを示唆するに足るべし，

5／5

0／5

4／5

5／5

4／5

5／5

5／5

5／5

5／5

1／10

5／5

0／5

5／5

　5／5

弓5／5

3／5　　　3／5　　10／10

0／5　　　　0／5　　　　5／5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　の　ド　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　経口投身に於ける毒性の点て微弱なるShlf乱11ilhmi面yridin’に比すれば，‘No，4の毒性は遙に大

脚蜘醐ある’も・・曲bll・m’dや・・id・・は繍投難方昏駕吸緬て灘な繍爲三三瞬

るも，之を溶液として注射する場合にはSulf乱nilamidよりも毒II隼旧き事（秋葉・風間5）を考慮せざる

ぺからす．　　　　　　　　　　　’　l

　No．3の：DinitropyridylphenylsulfQnがNo．4のDiaminopyridylphenyls疋llfonよりも遙に毒性

旧きは，化學構造に照し不可解ににしてヂ恐く消化管内に於ける溶解吸牧が不良綾徐なるにあり’と推

定するものなわ．

　　　　　　　　　　　　　H．肺炎双球菌感染に封ずる一丁果1

　素点法
　1．傳染病研究所より分與を得たる1，‘II，1工1型菌株を使用せり∫其の血清ブイヨン20時間培

養の毒力は次の如し。

1型菌10㍉濡濡α2ccマウス腹腔内乱射たより．マウスは48時間以内に全部発死す・之を

　　　　　以て最少致死：量とす．　　　』．

　II型菌　10－5稀繹海（ト2　Pρ．（腹腔内注1射）、．を以て最小致死量とす・．

　III型菌ユ0－6稀終液0．2　cc（腹腔内注射）を以て最小致死量とす．　　　・　　　　’



・立’4 異項環系ズルボシ誘導禮の三一（其1）’

’．．2；ユ5％．’ア，ラビアゴム液を以て槍盤の各種濃度め乳剤を作わ，其¢）砲6G’：を経両系に投與せり．

　3．マウスは生後2ん3’月，鶴重17～209の雄を使用し；其の’ユ0匹を以て一1’群となす．

　4∴各型肺炎：菌の1000致死量を’0・2’dc　1申に含有する南山液を作り，津をマウス腹睦丙匠接種ず

接種後一時聞を維て槍蟄を経口的に投回し1爾後毎肩1同づ玉4日闘第1回と同晶量を投下し加計

5同の投與に止む・槻察は10．日闇とし途中狂死せるものは心血の濃厚塗抹標本を作りセ一槍し，敗

血症死な軌や否やを確む．

　曜5ポ敷果の判定には，ユ0’H後に於ける生存率と試獣の亭均生存日数と’を以て基準とせり．

　　實験成績
　A．1型菌感染に封ずる門門

r：先づ∫三三4種：中，毒性低’きRolゴ2，3’ ﾍ毎「可20　mgを，毒性置きN6．4ぱユO　mgをi凌回し

で詠め数果を見たるに，No．1ユ，乞きは殆ど無数ll（iして1女。．4Dia皿まno諏ridylphe町lsulf6bめみ車

抜なる敷果を示せの（第．2表参照）．

第2表　1型肺炎双球菌感染に封ずる致三

年 燈

Ro．1．　Dini七fodipyridylsulfon

No・2．　Dfaminodipyridylsulfon

No。3．　Dini七ropyridylpheny18ulfQn

Ko．4．　Diaminopyr1dylphenylsulfon

　　　　　翼’照（無塵置：）　　　　　覧

1回の
経口投
興量
（mg）

20

20

20

10

0

輕過日数別廃死マウス数

0●　1’　2・　3．　4．　5　　6　　7　　8　　9　　10

0450000σOQOO3　7
0　0　7．2　0　0　0　0　0　0　0

0　0、0　0　0　0　0　0　0　0　　0

0　3　2

生存三

三獣数

1／10

0／10r

1／10

10／10

0／5

牢　均
生存日藪
Max．10

註：輕過日数日の右肩の・印は槍燈健闘日を示す．

2．4

1．7

3．0

10．0・

L4

．鼓に干て，．Diaminopyridylphenylsτ・lfonのみに就きて其の肺炎双球菌に封ずる数回を既往の文献

に於て有敷回りと報告されおる2一（P－A；ninobenzolsulfonamid）一pyridin（Sulf鼠pyridin）ゴP－Amino．

be・・gl・・lf眼mid（S・lf劉・il・mid）及腿（4硫mi・・b・…1・ulf・n・mid）ゐ・n・・1・・lf・dimethyl・mid（Di・

septal　A）と共に比較暗面せり．（第3表及第6表参照）

第3表　．1型肺炎：双球菌感染に封ずる敷果

検・

No．4Dlaminopyridylphe耳ylsulfo11

　　　　　　　〃
　　　　　　　ノノ

　　‘Sulfapyridin　’

　　　　〃
へ

　　　　〃

1同の．

経口投
與量
（mg）

輕過日激別艶死マ「ウス数

1・曾騒56789・・Q
10

5

2

20

10

5，

oboOOO2000　0
0　0　0　0　0　0　1　1　1　0　0

0072000000　0
0　0　0　0　0　0　0　0　0　0

0000432210
0061002000

生存数
試獣数

18／20

7／10

1／10

0　10／10’・

0　　8！20

0　1／10

亭　均
生存日数’

Max．10

　9．6

　9．1、

・　3．0

10．0

7：3

3．7

1・・1・…　2 1・o／10一】a5

’

Sulfanilamid

Disep胎ゴA ・◎．1．・・4．・． ！・／m陪・

封 照 1・0・218． ｛0／2q’1．・β
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　之に就きて見るにN6♪4Dia血ih㊥yridylphebylsuHon響、の敏果最旧著にし℃，試獣の生存率及李

二二・ρ比鱒靱恥・⑳璽畢下知鱗岬’⑭手贈瞳磐に千船
mg．に接近し，’從ってNo。4一はSulfapyri¢inに口々3倍するの凝縮あり・と云ふべ！…Sulfa撃il－

a加id　20　nlg，　Diseptal　A．40　mgの投與は殆ど敷果を示さざのき．該化合盟に肺炎：菌に封ずる治療敷

果あるは多くの研究者の報告する塵なるも，之は比較的弱年の感染を試み友る場合にしで，三等の

實験下学て殆ど無敷なりしは1000致死量接種と云ふ濃厚感染なりしが爲なるべし．

　B．II型菌感染に封ずる数果

　Diaminopyridylphenylst11fonはII白白にi卜しても1型菌に於けると同標著明なる敷果を示し，そ

の5mg’ ﾌ敷果はS・lf争P・idinの20　mg匠優れり（第4表参照）・

S・1f・P罪idi・の11，．III、型菌感染に封ず徽果が1型菌感染に封ずる程良舷らざる事臨騨

Whi七by（1938）の報告申にも明記され，　Schmidt　and　H：ills6（1939）も之を立回せる庭麟るも，・三

等g）成績も亦之に一致し，生二月鞍は延長し得る．も，藥却の投與を申止すれば艶死するもの多くプ10

日間耐過生存せる匪数は勘く，201ng投與を以てしても生存数40％．に過ぎす。’

　然るにDi脚inopyridylphenylsulfon．のII型菌感染に樹する球果は1，型菌障封ずると・同機良好

　　　　　　　　　　　　　第4表　II型肺炎双球菌感染に封ずる敷果　　　．　　．　，．．．　，

如

：No，4Diaminopyridylphenylsulfon

　　　　　　　　”9

　　　　　　　　〃

Sulfapyridin

　　　〃

　　〃

1同の
経口投
軍書
（mg）

10

5

2

20

io

5

輕過目数別艶死マウス数

〇二1’2‘3ぺ4。56781）10

10．σ0σ00σ002・・0・
　0　0　0　0、．0　0　1　0　0　2　　0

　00工3006‘
0－ O　0　0　0　0　0　4．0　1　1

000002023「 P　0
000000540・0’』0・

生存数 卒　均「

試獣敷一旗騰

’8／1σ』

7／10

6／10

4∠10

2／10

1／10．

9．8．

，9，4

4．7

8．7

7．7

6．8

Sulfanilamid ・・1・・・…　3・3・…　i／…1・・

劃’ 照
・i… 1・／・9　・・

第5表　III型肺炎双粘菌感染に封ずる敷果

検 燈

Nα4Dia皿inopyエidy1Phenylsulf6耳

　　　　　　　．”　　、
■

Sulfapyridin

　　〃

三二
與量：

経過日数別艶死マウス数

「・‘・…卸5・67・9・・

．20

10

20

10

‘0「 O02．三≧050．01　（1

001．53010、00、0
0　1　0　0　0　0　8　1　0　0、　0

00249 P　03 00’0　0

三三1麟
　　　1

0／10

0／ユ0

0／10

0／10

5．3

3．5

5．7・

．3．8

Sulfanilalnid 1・酬…　9 ：・！・・！・・

　　　　　封　口照　　’L・．・91’　　．　【bl・・1・・．
　　　謡・Di・皿in・py・ユdylph・・y1・ulf・・2伽9は；0哩づっ2同1（分ち午前と轍とi；投與し，　S・1一

ド　‘f・nil・1nid　30血9は午前牙Omg午後10mg翻同｝扮ちて投與し，以て’幡齢の翻灘げたり・
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第6三つ麺1i⑳胆yridylphe口引1樋：≧．：鞠1坤買置鍵nとの

　　　肺炎響町菌感染羅封ずる致果の比鞭．一．．　＝

菌』
「　・

@　　　　㌧
試獣10広中め生存緻 軍均生存月籔：晦瓦10．

型
1同の纏ロ投與量1箕9・〉 20’』10‘5 2 20　’10　5幽』2一．、．

　　’D珍mih6pyfidylpheny1Slllfo丑
I
　　　Sulfapyエidiロ　　．．

　　　97’1　　’9．69ユ’ぎ．0

1041．　 1αq7．33．7．

　　　Diami皿ol）yridylpheny18ulfoll
II
　　　Sulfapyridin

　　870、　　．♀陽8ン9ρ44．7

429 P　 8．7’7．76．8

　　　　Diaminoエ）yridylphenylsulfo11　・　　　　　　　0　　0　　’　　　　　・　5．3『「3．5－
　III　　　　Sulfapyridin　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　1　　　　0　・　0　　　　　　　　’・　　　誕5．7曽　3β

にして，其の5mg疲與の奴菓は．S亡lfapyridin　201ng投與に優るが故に，後者の4倍以上の敷力を

有するものと見倣し得ぺ・し．

　Sulf窃nil乳凱idはII型菌惑染に封しては下敷に作用し，’耐過生存は不可能なるも20　mg投與によ

り生存日藪を著しく延長する事を得たり．・

　C．III型菌感染に樹する致果（第5表参照）

　No．4Diaminopyridylphenyls疋・lfonのIII型菌感染に封ずる敷果は1及びII型菌に比すれば微

殊して，10～20mg搬卿るも矛聴せしむ糠を：得す庫に死期塵長し得るに止まり，其磁

力は．Sulfapyridinに略々等・し．　No．4の20　mgを一同に投與する時は申毒症歌を呈するマウスあ

るを以て，161ngづ¢F前と午後（闇隔5時聞）の2同に分ちて投與せるものにして・巳Pち投與可能

なる最大量を以てしても爾ほ其の敷果全からず．

　歌11fapyridinのIII型菌感染に封ずる敷果は，　II型菌感染に封ずるよりも一≦暦不良にして20　mぎ

以下ρ投下によっては軍に死期を延長せしむるに過ぎざる事はNo．4と同様なゆ，Sulfapyridinが■

III型菌に封しては，1型菌に封ずる程奏功せざるはWhitby，　Schmidt鋤d　Hills，，津田・鈴木其一

の他の諸家の翫に指摘せる慮なり．

　Sulfanilamidは30　mg（申毒症状を避くる爲午前20　mg，午後10　mgと2同に分ちて投與せリン

を以てして繍ど鰍な．りき・之れ濃嚇染なるが爲ならん・．

　　　　　　　　　　　　　皿　連鎖朕隷菌感染にi封ずる敷果

　三七法
　使用せる溶血性連鎖歌球菌のマウスに封ずる最：小致死量は血溝加葡萄糖ブイヨン18時間培輩の・

10二6稀繹液0．2cc（腹腔内注射）なり．ユ000致死量を接種量とし，腹腔内接種後1時間にして，槍「’

燈冊子の第1周経口投與を行ひ爾後毎同ユ同づ瓦総計5同系與す．乳剤の製法其の他の條件は肺炎．
　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

菌感染試験の時に同じ．艶死マウスは心血及び腹腔液の塗抹標本に就きて敗血癌死なる事を確む．

　同日成績（第7，8蓑参照）

　前回に於て示せるが如くSulfonamid化合御中連菌感染に封ずる敷果の顯著なる．Sulf乳nilamid，

Disept・三三S噛pyギidinは．1mg　5同の経閉難よつて大牛の四獣思回し得るを以て，三

面蹴きて聯づ・1㎎投鄭よつて敷泉の煙を測定せるに，Dipy・idy1・曲・2種轍果脇
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躬にして，Pylidylpheby1亀ulfon皐種：に於て敷果著明なり・ξ．i爽たデIPyridyl画enyl忌ulfon　2種に就き投1

與量を即して敷果を翻せるに漱果略・等しきも，Di象mihd・齢撚Di・it・・盤略干優る観．

　　　　　　　　　　　　　　　やをあり．肺炎双球菌感染に塾しては，Diamino化合鶴の方が著しく優れたる取運を示し売るに拘らす連

菌にi織しては略伺等；なるは興味ある窯なり．．　　．　．　・　　　．　　・　．・．．　　．．、1．

　既知の有敷化合髄と其の敷力を比較するに（第8表参照），ζDinitrbp頭dy玉phenylsulfo血及び動a溢i－

nopyridylphenylsulfonの連菌感染に封ずる敷果はSulfanilamid及び．pisep翻A’と略々等しく，

Sulfapylidinに比すれば之に劣る，

　　　　　　　　　　　　　　第壊連鎖舞菌感染比す徽果．

輕過日敷別発死マウス敷 生存数 李．均ｶ存日数Max．10
検　　　　｛豊

1同の
oロ投
o量　mg 0●．1．　2’　3’　4・　5　イ3　．隔7　　8　　9　　10

試記数　　　i

No．1Dinitrodipyrldvlslllfo11 1．0　0350000000　0　2／10 33

No．2DlaminodipyridylSlllfon 1・・1・…　’σ・・’・ユ…　／・・h・

Nc㌧3・Dini七ropyridylphenylsulfon

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　〃

No．4Dfaminopyridylphenylsulfon

　　　　　　　　〃

　　　　　　　　”

　　　　　　　　〃

1．0

0．5

02．

1．0

0．5

0．2

0、1

封 照

0　0　0　0　0　0　0．0　0　．0　　0．

023㌦000001・0　．0
090000’O1
000◎、10　00ユ　0
‘014000　 1000
013010　 010

0

05400．0　 000 0
0　7　2　1

io110

4／10

0／⑳

『．7！10

4110

3／10

ユ／10

0／10

10．0

5。6

1．6

8．9

5．6

5．5

2．3

1．4

第8表連鎖状球菌感染に劉する敷果の比較表

1同の径口投與量n｝9→

No．1Dhlitrodipyridylsulfon

No．2Dialninodipyridyls111fon

No．3Dinitropyridylphenylsulfon

No．4Dialuiぬopyridylphenylsulfon

　　　Sulfanilamid

　　　Diseptal　A

　　　Sulfapyridin

試獣10匹中の生存数

1．0　　　0．5　　　0．2　　　0．1　　　0．05

2

3

10　　4　　　0

7　　4　　3　　1

6　　4　　　0

6　　4　　　0

9　　9　　　6　　6 1

李均生存目数Max．10

1。0　0．5　0．2　0．10．01

33
5．1

10．0　　5．6　　1．6

8．9　　　5，6　　　5．5　　　2．3

7．3　　6．6　　1．7

8．2　　7．4　　1．4

9．3　　　9．1　　7．0　　　72　　2．3

総 括

Dip担dylsulfon誘導盤2種及びPyridylphenylsulfon誘導髄2種に就き共肺炎双球菌1，　II，　III

型及び溶血性連鍛状球菌感染にi封ずる治敷力を試回したる結果を総括すれば次の如し

　1，Dipylidylsulfon誘導盤2種の敷：果は：Pyridylphenylsulfon誘導髄2種の敷金に劣る．

　2　：Pylidy】phenylsulfon　華中，5．Nitropyridy1一（2）一4，一nitrophenylsulfon　（DinitrQpyridylpheny1一一

sulfon）は5．AlninopyridyL（2）4，一aminophenylsulfon（Diaminopyエidylphenylsulfon）よりも肺炎：

双球菌感染に封ずる敷果微弱なり．
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　　o

異項環系スルホン誘導艦④研究（其1）

．3。Diaminopy温ylph㎝y蛉ulfonは肺炎双球菌1型及びII型菌に樹しては．　S磁凡py置id　inに優る

数果を示すも，・皿型菌に饗しでは1及び血型菌．に饗する程敷果著しか：ら渉してSul蜘頭din．

と略々同等の敷果を示せゆ．・　．∴

　4．Dinitropyridylphenylsulfon及びDiaminopyridylphenylsulfon．の2種は連菌感染に封し，肺＝

炎双球菌に樹するよ、りも一暦強き敷果を示し，其の程度は．Sulfani1乳mid及びDiseptal　Aと同等な

るも，Sulfapyridinに比すれば乏に劣る、

　5．維口投與によるマウスに封ずる毒筐は，Dinitropyridylphenylsulfonは・Shlfanil乱midより弱

くDiseptal　A，　Sulfapyridinと同標なり。之に反しDhminQpyridylpheny！sulfonの毒性はSulfan－

il匙midよりも彊きも省ほProntosihubrumよりは易易．し。

交

（1）　Bllttle，．Stephenson，　Smi七h，　Dewing　and

　　Foste箕：Lance七232，1331，1937

（2）　Fourne興u，　Tr6fouel，　Nitti　et　Bovet：　C．

　　r・Soc．写oi1．　］Raris　299，1937

（3＞Whi右by：Lancet　235，・1，121∩，．1938

（4）津田・鈴木：藥學雑誌，第59巻，3號，40頁．．

献．’

　　昭14
（5）秋葉・風間1衛生試験所乗馨，第55號・47頁，、

　　昭14
（6）　Schmidt　and　Hil】s：　Proc・Soc。　exper・．

　　BioL　a．．］M：ed．40，611，1939．



19

：p－Amin6b6hzolsulfbhace二二d　llとかA血ihobenz61Sur

fbnamidとの毒性並に敷果の比較

　　　　　　　　　　　（實験骨化學療法研究二丁、4報）

　　　　　技師秋葉朝一・郎　　蝿詫風問／美佐雄

嘩inoワenz？lsullonaρetamidは、『che喉△．骸写el艶．◎吻x’Dohm　u・Paul　Diedゆの

創製になり，「其の化學的性状及び實駿的化學療法研究の抄報は創製者により‘193＄年末ミュンヘン

讐事週報1）誌上に登表せられ，同時に本化合豊（市販晶名Albucid）め淋疾治療成績に就きてVon．

lkennehl．　Kor七hが同誌上に報告する庭あの，爾來諸家の臨床實験により本化合髄は礎盤p－Amino一

わenzolsulfon乱mid（Sulf翫nila㎡idア匿昆しそ毒性砂ぐ治療類果前奢庵劣’らざるものあるを確認せられ

且30％水溶液となし得為Q特響を有し，最も優秀なるSμlf乳nilamid－d臼rivateの一一として賞用せ

ちれるに至れ軌

　しかるに，其の實験的研究に号しては，報告の勘きによるか或は余の渉独の不充分なるによるか，

・未だ講二見驚嘆三軍・よ？て余1三三欝果し6・lf・nil多甲i三三もの勲や否

やを二二的に槍点すべく爾化合健の比較試験を試み，こ玉に得たる成績の概要を報告せんとす，

　p－Aminobenzolsulfonacet脚idは市販品を，　p－A．minobenzolslllfon乱mid．は當扇板井藥二士の合成

1品目使用せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　1：．r～ウス，に「射サ・る毒‘性　　

’

　開国経口投與と溶液皮下注射とによれり’．

　経口投與、導燈を15％アラビアゴム溶液に浮溝して乳剤となし胃ゾンデを以て投與せり．

　皮下注射p－Aminobenz61sulfonacetami4はアルカリ液に溶；解してpH　6．8～7．2となし，　Sulfa－

nil乳midは5％箆酸溶液の適量に溶解せ’る後ユ％職OH液を滴馴して37度に於て溶存ずる限界

：酸度（約pH　2）の溶液を使用せり．

　マ、ウス18～209．の雄マウス．　　　　　，

　投　・與1同期與後10見聞観察せ砂．成績は次の如し．（第1表参照）

　致死量及び耐量に就て見るに皮下注射及び経口投與の何れに於てもp－Aminobenzolsulfon乱cet一

，amid’ ﾌ毒匪はSulf漁1㎜idゆ毒性の1／2以下なり．：更に申毒症歌に就て見る1に，　p－A．minobenzolsul一『

㎞。cet蒲己』は経・200　m9’或は皮下・00　mg搬與した場合若干伽ウ総輕度の歩行失調を呈

するに過ぎぎるに反し，Sulfania皿idに於ては経口50　mg或は皮下25　mgを投與すれば’マウス全

藪が1ん2時間後に興奮，歩行失調の激烈なる症朕を呈ず．

　DOhm　u・Diedrich　の報丈中にも＝F戯ulein　K：us籔tの實験成績と「して，マウスは90　mg　Pro’20’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て3名のAlbucfd皮下注射に耐え100　mgに至って中毒症歌を呈するに封し，’S煎fanil＆mid匠於ては　ρ

20m・破継躰よつて暢齢麗すとの言己載あり・本四は余の懲購と略ター致する．もし

のなり。



20　P－Ami・・b・…lr曲・acet・midとP－Ami・・b…g1興1f・n・midとめ惣門｝轍果の臓

　かくの如く，p－AminobenzolsulfollamidのSulfommid基（一SO2NH2）の水素一原子を酪酸基・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
（一COCH、）を以て置換チる露蔭’わ誠死量及び耐量に於で約i／2に・，．申趨に於て紅1／4に毒

性を減弱し得る事實は注目すべき事象な覧繕←＿．

　　　　　　　　　　　　　　第1衷　ヤウスに封ずる毒性の比較

投與法

10日後の生存数
（試獣6匹中） 致死量　耐　量

皿撚O撃似s。ｲ認o

1中毒量’

投難mgp…盛1・…（18一・σ・）→…11c・1・・1・・

・皮一

下
注
射同

1）一An｝illobenzo1su工fonacetan；i（1 0

P二Apユinobenzolsul手01｝aH・id 0

6　　　6　　　6 珂　・C・ 　100
（輕症）

0　　　4　　　4 …15・・25
輕一 1）一Anユinobenzol£ulfonaρetamid 6 6 6 6 ’〉

　　「　　■

QCO　＞2CO
『200

i輕症）

投與同
p－Anlinobellzolsulfona11．id 0 5 6 6

　　　1

Q00｝，1CO 50

　　　　　　　　　　　r　一国的連鎮状球菌感染に封ずる敷果

　Streptococcus　haemolyticusの馬血清力｝】ブイヨン20時間培養100倍稀繹液0．2　cc（1000致擢

量）．をマゥ．冬，q8～20g雄）の腹腔内に接種し，．接種後1時間を維て雲鶴を撰與．（経二叉は皮下〉

し，爾後4日間毎日1同第1同と同r量を：投卸せり（通計5・水簾與），

　10月二二察し，共Q間に驚犀レ減るマウ火は剖槍に附し，．：・心血及び腹腔液の塗抹標本を作りて鏡

面し，品品症犀なるや否：やを確む．　、、

　三二成績次の如し（第2表参照）．　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　第2表　s七repto¢occus　ha6m61ytic幅感染に封ずる致果の比較　　　　　’

検

P．Amin。benz・lb・lf・ha・et・1・id

投與法

乳、投
・剤

纏
．・

香f．輿・、

溶　下
前　注
皮　射

　　　　　　　　　　　　　　　乳　投
P－A蜘・bβ・・01・ulfoヌ・油d・一門・

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　同

封 照

隠曙瞳試鰍10日欝轍聚二二勝
’40

20
10．
．、5

2

10
20
20
10
10

10（1CO）

　8（40）
．12（60）

3（ε0），

　1’（10）

10．0

5．1

7．2

4．0

3．1

20

10

20

10

11（55）’

’14（40）

6，2’

’5．5

飯）’

10
5

2

10

10．

10
10

’9｝ i90）

3（30）
4（40）
1（10）

め．6

5．5

’4．6、

2・1、

0 20 0 1．2

　　経・投興焔購砒較するに，麗m…b・h・・1・・1f♀…e・・m・d轍果は・・lf・・ilrm・d曙干

．劣るの成績を示せ砂．元來一COCH3基は．rSO3H基と同様，各種のChemothefapeu廊島に於て．

　毒性を減弱せしむるの作用を有するも数果を丁張するの作用無きは一般の通則と見’るべきもみなる

　を以て上記の成績は當然の脚結と云ふべし．．但しp，A．minobenzolsulfonamidの一NH2基をアセチ．
砕

　ル化する時は三哲が著減する（秋葉．風間2＞3））に反し，一SO2NH2をアせチル化する場含には輕度の・

　減弱を來たすに過ぎすしかも毒性は相當著しく減弱するの事實は，化學構造と其の作用を攻究する
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上に於いて銘記すべき事實と云ふべし　・　　　　　　　　・

　次に，P－Aminobenzolsulfomeetamid水溶液の皮下注射の敷果は経口投與に於けると同等なり・

　sulf禽nilaihid』め盛見以來，其め氷溶陸誘導盤を得んと’するゐ希望な廣「く花學者ゐ房恥を寄せたる

麟るも・1囎緯黙と・レ肺販喉せ争縫那ρは砂S・1蜘midb・nz・1・mi・・m・th－L

歪ons琶u「ひNa（NH2SO2・C6甘4・NH。CH2SO3Na）喜三三弔の騨の榊・　…
　アミノメタンズルホン酸基感偲維郷ピ1f謡i臨痘｝ざる妓巣を減弱せしむる事顯著ヒしセ毎鷺の約

ユ／10磁果を示す嘩ぎす’（糠犀間3り・’しか三三合慰於ては揖己の重・轍果の溺艦少

にして，しかも30％の高濃度申性水溶液となし得る事は，治療上極て有利なる黙と云ふべく，．本化

合盤の優秀匪を立諮するもめと芸ふべし

結 論

　p－Aminobenzo！sulfonaee七amidと其の磯たる・p－Aminobεnzolsulfonamid『’とのマウスに封ずる

毒性及び實験的連鎖状球菌感染に封ずる鋤鍋とを比較せり．・

　層1．p－Aminobenzolsulfonace恥midの毒性は・p－Aminobenzolsτ遡on島皿id一に比、し致死量及び耐量、

に於て約1／2，』中毒量に於て約1／4に當る’程度に減弱せり、．”：　　』．・ 　∵、．…．「’「　・ド

　2連鐙状球菌感染に封ずる敷果はp－Ami塾obenzolsulfonamidに若干劣る．1・…・塙

3灘6縮藤線面面ゆ嵌酪を以て融融鯛繍よりすれ欝睡mi・・b・ル
忽olsulfo嘔cetamia・は母盤lp－AlninobenzolsulfΩnamidに優るもρと云ふタし．　　・L、

　4p－Amlnobenzolsulfgnace七amid・の水溶液皮下注射は乳剤経口投與と同等の治敷を示せσ．

　　　　　　　　　　　　　　一窯　　　：甑

（11M．1）ohrm1．　P．1）ie　lri⊂h：：M貢nch．『med．　Wschr．2017，1938．

（2）秋葉，風間：衛生試験所彙報55號，47頁，昭15〆・・

（3）秋葉，風間：衛生試鞍所彙報第・55號，・59頁，昭・ユ5て　、・＝
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牙Sulfa嘩曾遊id・千me㌻hylt耳蝉ρ1．（串叫fa項6七与y葬hiazol）と

3Sulfanilamid・py血din（Sulfapy血din）との肺炎双球菌，

連鎖状球菌並に葡萄朕球菌感染に封ずる敷果の比較

　　　　　　　　　　　　（實験的野學療法研究　第5報）

技師　秋’葉－朝・一・郎 囑託　風間美佐雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　君

　　　　　　　　　　　　　。1己
Sμlf・n”・m’d顯麟灘嘩駿嚇鞭罰穿は，1936棚降繊にタ．りて調物Py「三晦
・・p…d・・，Th・…L・C・…1…ゆ・li…唖野芝9・up画…とh…g・・等磯騨懲職

質せられたり・就世一なる誘灘として2－S・lf・ni｝劉叫py・idi・（S・lfapy「idin）がWhitわ・（1938＞

によりて報告せられ｝次で1939年に至ワTllia301，誘導盤の有奴距力：洛國に於て殆ど時を同うしτ

承認せられるに至れり．

　門下r曾て綜昭和14年3月！1939）の華學雅誌に津1田・鈴木1）峠Sμ漁py等ld中1と12乏Sulf紳ni1一

・mi蒔m・t11￥1・hi・・◎1（S・lf・m・七hylthl…1）．と鱒魏繭・型並に・・下灘染に塁重U耀灘有’

敷帥と雛←同年7・肺門・清4く・津購靭躯の再興・ピ・ヘーク麟噛し飾lf・pyyidi・

は：有敷なるもSulfa皿ethylthiazol．1ま無下なゆと報告せり．米町に於ては1939年11月畿行の：Proc．

Soαexp．　Bio1．　a．　Med．誌上に，　McK：e，！：Rake，　Gr衆ep　and　Dyke3）の2－Sulfanilamidthi勘zd1

（SuIfathiazo1）．が連鎖州こ球菌，肺炎双球菌，臓脊髄膜炎菌，鼠子淋巴肉芽腫病毒等の感染に即して有

敷なりとする報告並にCooper，　Gros息and　Le面is4）「 ﾌSulf瓦thiazoi及び・S神山mptLylthiazoIの連鏡

棚下，肺炎双球菌感染噛する有罪1艶確認する報告の2編が同時に掲載せられたU・禰194Q年

4月登行のSchweiz．　med．　Wschr．にはSulfathi乱zo1（瑞西C三ba杜の製品にしてCiba　3714と稻　・

す）に關するCib乱肚研究室のMeier，　Allemann　und　Merz5）の實験的研究報告，叉同誌7月磯行

の誌上には一ンガ・一のCh’・・iη、翻究室の下i・岬によりてS・lf・m・tby’th’剛に回する醗

的研究並に臨康試験成績の綜設的報告揚載せられたσ．同報告申にChinoin杜に於てはSullame一

七1〕ンlthiazo1をU欺aseptylなる商旧名を以て1939年夏以來登費せる旨附記せり．

．、

p國にありては，S血lf贈yridinをWhitbyに提供せるMay　and　Baker耐に於て1038年に

SIUf乳thiazolを合成して試験しだるも肺炎菌に封ずる敷果Sulfapyridinに劣れるが故に放棄したる

ものなのと稻し，叉佛國に於ても1939年以降Thiazo1誘導髄の臨庫報告を見ると云ふ1

　かくの如くThiazol誘導盤は殆ど時を同うして各國に於て研究せられたるものなるも，就申米國

學派によりて精細なる研究が試みられ諸種の微生物に封ずる数果，藥理學的性状，臨際上の便三等

1940年以降漸次關明せられつLあり，

　吾國に於ては，Pyr1di且韓殆どその大牛を猫逸．よ砂の輸入．に侯つに反し，　Thiazolは其合成原料を

自給し得るの關係にあり，從ってThiazol誘導盤が£yr呈din誘導髄と同様なる敷果を有するとせば

「．壁
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翻．

薦鷺
，も3：1

二’

こ六｝

：演

’｝　’

∴lll

華

現時局下に於ては特に意義ある化合鵬と見徹さざるを得鉦力籔’る見地より余等ぽThiaZQ1誘導膿

匠就きて一三の退試を試みたるものな：り，「一　・

Sulf・ni1・mid，のThi…1誘導盤中Sulf・m・七hy1価…1ぼS曲曲・・1よ．り一も合成容易にして且

其性霊は諸家の報告に徴するにSulfatレi麗Ql．と三々同様塗るを以て・先づ，Sulf批methylthi乱zolを取

り上げ之とS・1f・py・idi・と旧きて其灘並緻果を槍討せるも㊧なり、．、　．．　冒’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　検　　　　　艦

　2－S・lf・nil・mid4一皿・七1・yl七h｛脚乳（吊・lfam・thylthi…1）　Su恥脚thylthi…1の熔融黙に以ては

　　　　蹟。癒導r恥　器灘鷲欝1鱗：：lll

　2－Slllfanilanユid－pyridin（Salfapyridin）　　　　　　　　　　　（↓ρ七t　a五d：B6fg6hi）等ヒ）言己載あゆ，余等

・’ ｮφ謡◎鶯二な・驚猟男職＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〒碁Ji；1σ蘇）ジ　Fp・　一1920±1．0　　（Council　on

Ph一・Y・・d伽m狛臨U・鼠A・）等の記載ある・も繕の使用せる槍齢お7Qを示軸・

　　　　　　　　　　　　　1・　毒　　．．　r　・1性　　　　　　　言式　　　・　　　験

　禮重15～189生後2～3月の成熟雄マウスを使用し槍髄の急性毒性（鵬ute　toxiei七y）”を経口∫皮

下瀞脈内1回忌與の方法によ砂て試滅せりし「’ @　・　　一’・
　経口投與は15％アラ’ビアゴム液に検燈を混じ乳鉢にて充分研磨・して温品となし胃ゾンデを以て

投與せ軌投與楡盤量が常．に乳剤0．5・GC申に含有せられろ濃度の孚圃を作る．

、1rulfamethylthi我z61及び：Sulf翫pyridinの200　mg（約．12　g　pm　kg）を経．口的に投記するもマウ』

スは発死せす叉何等の申毒症朕を示す事なし．回れ腸管内の吸牧不良にしで二二の大部分が二三牧

のま玉排泄せられるが爲にして旧事實を以て毒性極めて勘しとは云ぷべから魂

　從って，B謡ow鍛d　H㎝1bur鯛或は：Fischer等はSUIf舳紬71七hi脚1並に9Sulfapyridin｝の

Na塵を水溶液となして之をマウスに経．自的に投寄して毒性を比較せり．

　B翫rlo～v翫nld　Hombur薯erPによればジSu1臨pyridih－N勘は2；0痴ユ5　g．亘ro　kgジSulfalnethylthi離ol両

　　　　　　　　　　　　　　　　　．’
Naは6．0～7．09．pro　kgの経口三才により一てマウスの70～90’％・は鍔死するとなし3醜her『）は

Sulf即yridin－Naの致死量は29’pro　kg，　S㎜lfame七hyl七hiazol－N紡・は3gpro　kgなりと報告し，．Sulfa．

pyridin－Naの致死量は爾者の硫績一一致するもSul魚metllylthiazo1ぶ隔に就ては著し三差を示す．　N勘

晦を経口的に投回する時鶴胃中の酸によりて不溶性のSulf『導ridin或倭Sulfameもhy】ρhalQ1を析出

すべきを以て正確なる吸牧量を測定し得ざるべぎは回想せらるる塵にして，事實．M：cK：曲，肱ke

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りGreep　abd　Dykes）はSu1蹴hiazol－Naを経口的に投回する時ば胃申に於て凝塊を形成して数H胃申

に停滞する事あるを指摘せり∵

　かくの如く1，維口上與法によのてな三三不良なる槍盛の眞の毒性を比較する事不可能なりと云ふ

べじ．．

　蚊に於て余等は，Sulfapyridin及びSulf乱methylthiazo1をNaOH溶液に溶解して之をマウスの

皮下或は尾翻脈内に注射して函者の嗣生を比較せ・ゆ・・Sulfame止y1ぬ趣ol’：及び・Sulf乳pyridlh’一三張に



24SulfameもhylthiazolとSulfapyridinとの肺炎双球菌，連鎖欺i球菌並に葡萄状球菌感染に封ずる敷果の比較

蚕旺’ P0～’11のプルカリ鹿に面詰溶存せしむる事を得而して，pH　11なる．NaOH．水溶液の0．5cc、

をマウスの皮下叉は尾静脈内に注射する’もマウスは10日・以上異常なく耐過生存するを以て，槍罷

の．Aルカリ溶液を用ぴて楡盤の毒性を検する事を得べし．

　　　　　　　　　第1衷’Sulfaniethy1‘hi島zol及びSulf知yrfdi且㊧毒性’

　　　　三時野心量　腎　　一’　’皮下注射9

pro　15～18　g　　pro　l　kg　　　S一］M：一T　　　 S－P

　50m9．　嚇0喜　1616
　201ng　　　　 〃1．29　　　　6／6　　　　616
’“’層

P0「 Mg　　F！’ぎ層』’口’♪0．6自　『㌧’　　　　6／8　　　　　　　016

　5mg≧，．∵．い・∴か：0．31　g，　・1．　016　　　　 0／6

　2mg∵r・ノ’卿9・．，，・・∫

　．詐．分子1雌死敷，三三調緻を示す．

転　静脈注射

S－M－T　　　　S－P

6／6「

216

016

6／6

0／6

0／6

　　　　　　　　　S『耳一丁．は．Su1脚⑱γlthiazo】・S－PにS“1fapy「idinの略號

　・S血1臨methy1七hi註z磯‘・⑳・45～18　g・の成熟マウスに賦する致死量は皮下注射10エng静脈注射10

皿g，Sulfapyridinの致死量は皮下注射20皿g静脈注射10mgにして，　Sulfame七hylthiazo1の方毒

性若干強き結果を得だ医樹静脈注射に於では槍盤の1ユ～2・5％・溶液（約pH　10）を用研極めて徐

々（α2ccを3～4秀聞に注射す・）に注射するも注射章8～ユQ期gに達すればマウろは突然苦悶歌

を呈して蜷死す．　　・甲’．’〆　　．．．・　∴，・・二．．　．、，・．　　・　　．　　　　　．．ご・．

　皮下注射による毒性を文献に徴するに，Lon9，】もv肱nd、即d．：Edwardssλによれ，ぱSulf勘meむhy1－

thiazo1．恥のマ・ウ夙に賦する致死量はm～1．5　g　pro　kg一（7Q㌣90％・麗死）∫Sulfapyridin－Na・の致

死量は1．0～1．5g　pro　kg’・（50～99％麗死）にして爾化合盤同等な．りと報告せ．り。余等の成績は

Sulf乱methyl七hiazo1の致死量0・6～1・29　Pエ。上9，　Sulfapyτidi且の致死重・1・29　Pro　kgにして，

Sulfapyridin¢）致死量は工6ng等の報告に近似するも・Sulfame七hyl七h鹿olの致死量は少しく相違す．

　尚経口投與によって慢性毒性（chroniG‘．七〇xicity）を画すべくSulfame七hylthiazoI並にSulfapy－

ridinを1日1回40　mgをユ0日間連績投與せるもマウスは良く耐過生存し，　Barlow　anll　Hombur・

gβr7）の所見と一致す．

．要之1余等の使用したる昭南に於てはSulfamethy1伽島zo1’と．Sulf批pyridinとの毒性は略々同標

なるも前者の方少しく窪き傾両を示ぜり．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　皿　肺　炎　双　球　菌凹感染・に「封．す　る　敷・果　　　’　　　∩

　實験方法・肺炎双球菌1型II型III型め3菌型を使用し，共馬血清加ブイヨン18時間培養を普、

通ブイヨγを以て稀翻し其0．％6を三重15ん18gめ雄マヴスの腹：腔杓に注射す・接種菌量は夫れ

夫れユ000致死量：とす．腹腔内注射による最：小致死量は1型菌100σ萬倍稀繹0。2cc，　II型菌10萬

倍稀繹0．2cc，　III型菌1000萬倍埋門0・2　ccなり，

楡盤は・15％アラビアゴム液た混じて乳剤となし洪．0・2・・中噺要量を鮪せしめ之を胃ゾン

デを以て経ロ的に投越す．虚血投與は接種後’1時控目に第1回を投眠し爾後4月間毎日ユ回第1回

と同・一・量を投証し5日間に5回の投與に止む．10日間観察し，其闇に肇死せるマウスは腹腔液及び

心血の塗抹標本を作りて鏡査し感染死なるや否やを確む．

賓験成績　第2～第4表に示すが如し之を通覧するに爾化合盤ともよく奏効するも二連鎖状球
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菌に謝する程顯著なら杢而して菌型別に観察するに1型菌及II型菌には爾化合鶴とも旧く作用し

2Q　Ing　5画の投與により試獣の過回数を生存せしめ得るも∫III型菌に回しては奏効の程度等しく

之に劣り40mg　5～10回の投與を行ふも感染死を殆ど冤れしむる能はす，生存目数を延長ぜしむる

に過ぎす．’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，・

　次に，Sul魚methylt璋掘。｝とSulfapyridi11との効果を比較するに，共程鹿は略々i回しきもSulfa－

pyridinが若干Sulf乳me七hylthia201に優るが如き感あり∵

　　　　　　　　　　　　第2表　肺炎：双球菌1三篠染に封ずる三三幽　　　　．　’　　一

　　　検’燈　一・・　「』1同の投與量層試獣数・　’生存敷

　　　　　　　　　　　　　　（mg）

．串・1⑳・七hylゆ・・1．、　　‘20　　10　、　7

　　　　〃　．10　5．0　　　　〃／　5’5”OS・1f・py・idin　　1　　20　　10　　　9’
　　　　〃　　　　1・：　・　　、・．
　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　5　　　　　　　0

xζ劃’照　　 0・10　0．、，．
　　註：輕ロ投與5同，槻察10日間

　　　’『　　　第3表　肺炎双蟻菌．三型感染鐘こi封ずる効果

面 心

Slllfamethylもh｛azol

　　　〃

　　　〃
Sulfapyridin

　　　〃
　　　〃　　．

　封　　　照

　1同の投與量
　　　（n＝9）

●　　　　20

　　　10
　　　　5

　　　20
　　　10
　　　　5

　　　　0

．四獣数

10

10

、10

10

10

10

10’

「生存数

5

5

0

7

5

1

0

　　　　　　　第4爽肺炎双球菌III型感染に封ずる効果馳

A・5日問5．同経ロ投興　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

　　　検　盤　．’1回の投鰻　試獣数．　蜻数
　　　　　　　　　　　　　　（n〕9）

S・1f・m・thyl七hi・2・1．”40’』 @　5　　’0’
　　　　〃’．　　　　　　　　　　　　　　・　．　　　　20　　　　　　　．　　　　51　　　　　・　　　　　0

　　　　〃．　．　、．．　　10．　　’　5　　　．．O
SIIIfapyr｛din　　　　　　　　　　　　’　　　40　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　1

　　　’〃　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　－　　　0

　　　　〃　 ・　　　10　　5・．　O
B．10日間10同経ロ投與
sulfanle七hyl七hia名ol　．：　　　　　　　4Q．．、．，　　　　5．　　　　　　’　．o

　　　　〃　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　5　　　　　　　0

』S・1f・py・idin’ @　　“’40　　5層’’
3．’

　　　　〃　　　　　　．’　　層20・・…　’　5　　ヒ』　　■

　　封．　．照　　　．、’　、、0．．　、　10　　．，　．0『

’準均生存日敷

．（Max．10）

　　、7・7

　　4．0

　　2．4

　　9．7

　　6．4

　　2．0
　　1．6．

畢均生存日数

（Max．10）

　　8。4

　　8。9

　　4．1

　　・9．3

　　8．9

　　6．3

　　23‘

亭均生存日敷

（Max．10）

　　7．0

　　4。4　　　　　．、

　　2．6

　　6．4

　　6．0

　　4．0

8．0

5．0

白．8

7．8・

1．6



26Sulfame七hylthiazolとSulfapyridinとの肺炎双球菌，・連鎖朕球菌並に葡萄歌球菌感染に封ずる閉果の比韓

　肺炎双球菌感桑に旧する敷果を文献に徴する庭，津田・鈴木1）は1型菌及びIII型菌に封ずる

Sulf・m¢もh描hi…1の丁丁はSτ・1f・py繭箕・に匹敵するとなし，　B・・1㈲・nd　H・肋u・g9・7）は1理

JI型Hf型菌に郵する三下を比較して爾者丁丁なりと構し，：Fischer6＞も亦同様の結論に蓮せの．之

に封しCoQper，（芸ross　and：Lewis4）は二型菌感染實験に於てSulfapyridinの敷＝果：は若干Sulfa－

methylth圭azo1に優るとi緒論せ砂．

　思ふに，各實験者によりて使用せる槍盟の純度必しも同一・ならざるべく且實験の方法並に其精粗

も亦必しも一致せざるを以て，・實験成績に多少の相違を示すは止むを得ざる塵なるべし

　　　皿．嬉鎮．状球菌感染に記する敷設
　二二方法・溶血性連鎖状球菌の馬血清加ブイヨン18時間培養を普通ブイヨンを以てユ000倍に

稀繹し其0．2cc（1000致死量）をマウスの腹腔内に注射す．接種後1時間を経て楡膿乳剤02　ccを

経口的に投與し爾後4．日間毎日1回総計5回る投與を行ふ，槻察期闇中め肇死マウスは心一血及び腹’

　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、腔液に就て鏡引し感築死なかや否やを確む．

　實験成績第5表泥示す如くSulf乱methylthiazolは蓮江住球菌に封して肺炎菌乏封ずるよ．りも一

暦張力に作用し，其敷果はshlfapyr三dinと同等なり．

　連鎖歌球菌に野する爾化合膿の敷果を比較したる實験に於て，CoopeT，　Gross　and恥wis4）・は

Sulfapyridinが若干優るとなしBarlo：w鋤d｝lomburger4），　F丘sche迎等は同等なりと報告し居れり．

検　　櫨

Sulfamethylthiazol

　　　〃

　　　〃
Sulfapyridi11

　　　〃

　　　〃
　劃’

　註：

照

1同の投與量

　（1丁9）

　　10

　　5　．

　　2

　　10

　　5

　　2

　　0
輕剛臆興5同，強度10日間

試冊数

10　●

10

10

10

10

10

10

生餌数

10

9

2

9

8

2

0

毘葡萄引状球菌感染に勤す．る二二』

牢均生存日数・

（Max．10）

　　10

　　9．7

　　4．8

　　10

　　9。8

　　3，4

　　1．0

S・lf・hil・血id上灘並1・S・1f・・回忌の舗縮菌に封ず徽二連灘球臨鵬繊三山．

肺炎双球菌等に封ずる二二に比すれば概して微：弱なるは既に諸家の立生せる虞rして，僅にSulfa－

ni］ylsulfanilamid及びSulfapyridinに於て比較的良好なり．　Sulfathiazol及びSulf勘methlthiazol

の葡菌感染回す蹴果はB・・lpw・n冠H・mb・・g・・g）（1939）・．によりて初めて耀せら胸Dykら

Greep，：R甑e乳nd　McKee1。），　Bliss　and　O七七〇11），　McDonald12）等の追試報告あり．‡等の報告を見る

に，Baflow　and　Homburger及びDyke，　Greep，：Ra1（e　and　M：c：Keeの研究に於ては　Sulf勘thiazoI

並にsulf乱methylth漉olの敷果が著レくsulfapyridinに優れる結果を示すに反し，　Bliss　and　otto

及びMcDonaldめ試験に於ては僅に優るか或は同程度なるの結果を示せり1．

　實験方法　入髄化膿竈より分離せる溶血性黄色葡萄歌球菌をマウス通過によりて病原匪を高めて

三月拗・期厳憾緬上・8翻培勧齢髄ブ・・ンに醐レ約痛m・をα2cc

に含有せしめて，15～18g生後2き）3丹の成熟雄iマウスの尾静脈内に注射するに13～7日聞に過4≧
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数を驚死せしむる程度．の毒力なり。

織玉1。・m・巳Pち約緻死量（轍・して細m・ll…）、．をマ躯騨脈離注記・に，．常

に2～4日聞に恥部夢壱死」引起》他の臓器に著明なる膿瘍の形成を認む．

　検盤の投與ぽ，類似誘導彊の学割に封ずる致果の比較的1版：弱なるに鑑み，先づ接覆前ユ時問に2Q

mgを経口的に投與し接種：後4時聞F！に更に201ngを投與す，第2日及び第3日には朝夕2回（聞

隔6時聞），第・皇．及び第5日にはユ回各20mgづ瓦．を三門し総計8回ユ60mgの投興量となす．ユ0

日聞槻察し共聞に方急ける発死マウスは三越に附し，腎心其他の部位に膿瘍の形成を認めざる場合に．

は腎，肝，心等を取りてブイヨン培養に附したり．ユ0日後の生存マウスは致死せしめて同様の槍膚

を試み感染の有無を下せり．

　實験成績・第G表に示す如く，Sulfa痴etl〕yltlliazol或はSulfapyri（1加の投平中は．マウスは極めて元

　　　　　　　　　　　　　　第6表　葡萄ナ伏球菌感染にi封ずる奴果　　　　　　　　　　ゴ’

槍 艦

纏過日語別艶死マウス藪 L癩
　　　　　　　　　　　　　　　　
0：1・2：3’4・5 w789101 試獣藪一…

発死マウスの
彫均生存日数

SlllfalnetllyltbiazQ】　　　　0000252354　1　r．．3！26
Sulfapyridi11　　　　　　　　　　　　　　　　0　0　　0　0　　0．　0　2　　3　13　．2　　1　　　　0／21

　　壁」・　　巨石　　　　　02661　　　　　　　　0／15

註：1．5致死：量静脈内接種

　　2．節1～3日検膿20m9つΣ2回，第4～5日は20　m91同経口投與．．

　　3．Sulfame七11ylthiazolの生存マウス中2匹は剖配するに腎に膿瘍形威あり．

6．9

17．§1

2．4

氣なるも投輿を巾止すれば速に元氣消沈して投與中止後雫均3～4日の闇に大多数のマウスは発死

し，10B以上生存せるはSて11famcthylthiazol弓登與’群に於て3匹あるのみなるも，この巾2匹は甑

に病歌を呈しおり致死剖射するに腎に膿瘍の形成ありてやがて繁死すべき蓮命にありたるものと云

ふべく，僅かに1匹のみ病寵及び菌の槍出なく治癒せるものと詔、められたり．甲防5致死量接種マウ

スに封し5日聞にユ60n】gの槍髄投與を行ふも，生鴇内の菌を絶滅せしむる事能はす軍に生存日数

を延長せしむるに過ぎ虜，從って其作用は連菌，肺炎菌等に封ずるに比すれば劣弱なりと云ふべし．

而して爾槍償の数果：を比較するに，Sulfamethylthiazolの方若干優れるが如き感あるも，敢て然りと

は圓じ難し．検髄投與のH：数を増し或は槻察期聞を延長して更に楡討するの要あるを以て，学舎優

劣の断定は次回の報告に譲る・

綜 括

　零。SulfΣmilalni丈1↓methylthiazol（Sll】famethylthiazo1，　Fp．238Q）及び2．Suユfa．nilamid－1）yridin

（slllfapyridin，　Fp，187。）¢）2鍾に．つきて，マウスに封ずる毒性並に肺炎：双工求菌1，II，工H型，溶互IL

性連鑓ナりこ球菌及てダ四二血L性黄色葡萄刑こ王求菌感染マウスに封ずる治敷力を比較槍即せり．

　急性：’瑛性を経【．1，皮下並に譲脈注射によりて槍するに爾化合騰の毒性は略々同程度なるも僅に

Sulrametl〕yth｛llzolの引張き傾向あり．

　治療敷果に就て見るに，爾化合燈とも連鎖朕球菌に封して最も良く作用し，次で肺炎双球菌に良

く奏致し共に1000三夕出轟二感染をよく治癒せしめる事を得（但しIII型菌に回してぽ不充分），葡萄



28SulfamethylthiazolとSlllfapyrjdinとの肺炎双球臨連鎖四球蔚並に葡萄状球萄感染i（封ずる敷果の比較

櫃球菌感染に封して爾化合盤とも明に有敷なるも，其有敷度は前菌毬に比すれば微溺にして僅に．5

致死量感染に封してすら死期の延長を齎すにすぎす．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　次に爾化合鶴の敷果を比較するに，．肺炎双球菌感染に回してはSulfapyridin若i優り，連鎖歌球

菌並に葡萄状球菌に封しては三々相等し．

女

〈1＞津1｝1・鈴木；藥學雑誌，第59巻第3號，204

　　頁，日召孝0　14左誤．

〈2）石井●叢号水。享…捨Hl：　　』こ京1讐事新言志，3143　號　1893

　　頁，昭和14年．

〈3）McK：ee，　Rake，　Greep　a11（l　Dyke：　：Proc．

　　Soc．　exp．　BioL　a．〕M［ed．42，417，1939．

〈4）Cooper，　Gross　alld　Lewis：Proc．　Soc．　exp

　　BioL　a．　Med．42，421，1939．

〈5）遇leier，　Allenlanll　ulld　　｝：正erz：　　Schweiz．

　　med．　Wschr．338，1940．

〈6）Fischer：　Schweiz．　med．、Vsch。666，1940．

（7）B＆rlOw　and　H（）hlburgeゴr：　1，汽）e．　So（㌔　exP．

　　Bio1・a・］～lcd．43，317，1940．

（8）：Long，　Havilalld　alld　Edward：Proc．　S（）（㌔

　　exp．｝3iol．　a．］～led．43，328，1940．　、　　　　　一

（9）Barlow　and　Homburger：　1）roc．　Soc．　e）尊〕．

　　B三〇La．　Med．42，792，1939．

（10）Dyke，　Greep，　Rake　and　ムrcKee：Hol．

　　Soc．　eXp．　Biol．　a．　Med．43，561，194α

（11）1～lcl）011ald：　　1」ancet　1157，　1940．

（12．）Bliss　alld　Ot七〇：　Proc．　Soe．　exp．　B1く）L　a。

　　｝／正ed。43，706，1940。

o
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再生三三綿試験成績報告

技師服部安藏

　再生晩脂綿は從來主として蒲團等の保温用綿として使用せられたるものなるも，・近時脱脂綿の研

乏に俘ぴ市販晶11竃往々にして再生晩期綿或は古綿使用脱脂綿叉は之等に原綿を泥入して調製せる脱

脂綿を販萱するものあり，今回衛生局資材課よの口頭を以て上記に關し調査方照愈ありたり，依っ

て之に就き試験を施行したるに次の成績を得たるを以て之を報告す．・

L　　供　　試　　材　　料

供試材料は衛生局資材課より迭附に係る12種拉に滲考として當所にて購入せるもの7種合言卜

19種にして其品名次の如し．

　　　L白水舎製再生脱脂綿

　　　2．同上に天津原綿7割混入1閲1蹄甚

　　　3．1町尽に天津原綿6割混入晩脂綿

　　　4．1號品に天津原綿5割混入晩脂綿．

　　　5．多賀商店製再生脆脂綿

　　　6．同上に朝鮮原綿9割混入膨占脂綿

　　　7．5四品に朝鮮原綿8割混入i虎脂綿

　　　8．5號品に朝鮮原綿7割混入脱脂綿

　　　9．5號品に朝鮮原綿6割混入晩脂綿

　　！0．蒲團使用古綿より製せる脱脂綿

　　11．塵縮携帯綿

　　12．　スイ1・Fル（∬3占｝1旨痢i～）

　　13．　「1本藥ノ、毒方H∫孟11旨糸｝ii（鱗＋字印）

14．同

15．同

1G．鹿

17．同

18，同

19．同

上

王

脂　　綿

『ヒ

」＝

上

（石倉＋字印）

（ヤジマ印）

（無印1｝［㍉）

（群烏印）

（無印1｝i㌔）

（同　」つ

　（以上営所購入晶）

　　　　　　　層

（以上衛生局迭附「吊）

2．試験　方　法

前記供試晶に封しH本藥局方品としての遮否試験の施行を企圓せり，而して現行第5改正日本藥
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局方臨時改訂版を看るに從來の挽脂綿G・IJ製綿）は精製腕脂綿と改め，二二馬條項に新にスフ繊維

の試験を追加し別に之より稿吊質劣れる晩脂綿を追加し，精製脱脂綿の試験條項申の綿塊及次分際

熱湯浸液巾硫酸，カルチウム鞭，還元性不純物に摂する規定を省略せられたり．

　今次の試験に於ては精製晩脂綿の各平門に從ひ外親の罪業，水浸液の反慮，熱湯波液巾臨素，硫

酸，石弾町尽還元性不純物の神聖蛇吸水，スフ繊維及友分等の試験を夫々施行せり．

　吸水試験に於て其一瓢方法及水分の含量等は其成毅に多少の影響を及ぼすものと恩惟せられしを

以てプ回りに試験方法に一定の規準を定め，之町律ひて三塁蓼施行し，爾参考として各四三の水分

．を定量せり．吸水試験方法次の如し．

　検晶0．2gを約30富加方の大きさに切蔵し，下め煮沸して空氣を除去し室氣を遮りて冷却せる蒸

・溜水を用ひ完全に浬潤する迄の時聞．及沈下し僻むる迄の耳聞を夫々測定せり，

3　試　験　成　績

前記試験方法に基きて施行せる成績次の如し．

番
　　　品
．號

一 夕卜 観簾素i硫酸1破羅難空解
1熱湯浸液に到する試属こ1吸水試験 ’藥．局方」壷否到定

1

2

3

旨轟水蝋i離脂奮鶏象叢繍貌を認め中性1雛些些学…熱ワ・：弊宅匝

羅焔鰍｝7i鞭にして’4物の醗認同上1撃仕剛同上 同上同上瞬間6秒i同上10・15

水分鰍螺正
して
し三

oρo　不逼エ不適

　　　　1

1號凸に天津原耕｝．
．6割混入li膳脂綿

上
同上1督懸同上1・一嘗1・秒11・卵上lq・・1・・8

6．961適．適
　ミ　　　　　　　　　　　　　　

　！適樋

4描壁越羅綿i同　上 同上同上剛阯同上・幽訴・圃・・1・6…殖穂

・聖跡解離．灘臭欝譲1，講。能綿同上…磐欄阯1阯1剛．・分欝；同上

・馳職羅綿ブ樋鰍…塊・認・ず同上1撃出せi同上睡1阯鴎・秒1同上1・181…

・田麩騰鞭認白色微に綿塊鮪色綿1同上岡同上圃同上［叫・秒岡郵・・唖適

・纈瓢雛聯・・上　　［同上1警蠣同上…・上団同上・・秒1・上1・・81晦穂．適

1・・316・67［四丁

　　　　　適：適

・1繍混実雛羅1串日上 1同上同上、同胴胴岬上14秒1同上1・181…1不断適

・・鞭黎瀦輔難白鰍に網等暇號1同上1・上1同上…同上！同上1・秒123秒1同上1…1・731不薪適

「・1繍携鞠 灘些細に槻其他糊同上i厩同上同胴上廟［1・卵上・・論1禰適

．・2 Pスイト葡旨綿）鰯純馬喰｝（襯の混入を同上・上1・上睡1同上睡・秒1同上1・…1・・261適

13 日本藍 R越醜．純絶異物・混入・認めず［同上1同上1同上i同胴上1瞬舳間同上…・・1・ll・併．．

　1　　適

．適ら適

・4 h（点惇印）旨司厨 i阯阯1同胴上睡1同上1「・上1阯・…／・・911適適

．15 同ζ㌧。印）鋼杭 剛・州同上紐厩廟・秒酬⑫・…適適
…瞬綿（無印・・贈・純・色綿塊・泓・・忍胴上阯1同上1同上同上廟廟肚・1811・9・t適；i適

．・71・上（・鳥印）紳色鋤・混入・認・ず．1・上・上1・胴上阯・・秒［・・秒！同上1・・61・・83！不適樋

i・同上（無印品）国上 同上1・上｝・上［同軸上1・秒11・秒1同上1・1g滴適「葱

．ユ9　同　　上 ・無・騨…鰍・目凹の泓・認む剛阯嗣上灘同紳秒欝圃畔琳適袖

附記　第1，第5及第19二二はエーテルにて塵理工乾燥し水分8－1脇を保有する1三態にて三衣

　　　試験を再試したるもエーテル庭理前のものと同一成韻を示せり．
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　　　織隷灘1鱒∴騨硫酸際干り騨融化聯づ．

　　　吸水試験の成績は各3同施行せる成績の面出値なり．

　　　　　　　　　　　　　　4　試験成績に封ずる考察

蘭成髄看・に細塵虚蝉面恥蓼蚕繭翻る鱒脚7騨の識に於τ
は，規定に抵鯛せす不適品の大部分は吸水試験の成績不良に依れるものなゆ．・而して吸水試験に翼

する藥局方の規定は「本品ヲ水面二投スレハ浸潤シ直チニ沈下セサルヘカラス北とあるも投下方法

の如何によりて’其成績一・定せす，叉沈下迄の時間的規定に於ける「直チニ」の解繹を瞬聞とするか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2－3秒≒するカ・叉は1P－29秒とする欝叫．聴否愚心嚇しき影響をみ畔べし一依っ

て今次の試駄於では假旅前述の如く試験方法に一定の規準を定め，適言投入後浸1前官及沈下埠

の時間を測心し，沈下迄の時聞！0秒以内のものを合格品と誠心せり．

　前記規定に從へば吸水試験合格品は第2，第3，第6，第7，第8，第11，第12，第13，第14，第15，第16及第

ユ8搬1のi2種にして，其他の7灘不合格融ゆ艦船格榊第7・、第8及第1雌鳥は襯を有

するを以て脱脂綿としては逸品なるも精製応急綿としては不通晶≒なり叉不合格蔽中灰分垂制限を

超ゆるものは第5及第10號晶の．2種なり．

　敢に甚だ興味あるは2種の再ξk脱脂綿は共に比較的浸潤困難にして浸潤後水面に浮上して故意に

帯棒画面力を加一応蹴下静；・叉氷原髄撫して製油鵬綿は擢脾嘩Pて
啄奉紅裏海商に翁面と塗り・第2・第靱第墜第7及第8號品は共に白繭試験に合格鰹詩話に第10

號品（蒲團古綿を原料とせる眈脂綿）も亦漁潤梢困難にして沈下に23秒を要ぜ躰以‡の如く再三

脆脂恵雨蒲團古綿を原料とせる奄々綿の吸腱杯良の事實は軍に3種ρ製昂に就きて認めたる現象

なるを以て，遽に断定し難きも此種製蹟は正規の脱脂綿に比し比重梢輕きに腐るやを想像せられた

ゆ．

　術ほ藥局方に於ける吸水試験は脱脂の貼、を顧慮しで規定せられたるものなるを以て念のため前記

3種の製品をエーテ々にて虚謝したTる後乾燥し再び8－10％．の水分を保有せしめ之に就き吸水試験．』

を織したるにエサル離船靴油滴1之謡う曲れぼ撚不齢脳蹴脂②不矯
に原論するに非る乙と明麗法り．．

　再生眈脂綿の外面に虚血て看るに第1號晶は殆・ど純白色にして異物の混飛を認め春るも第5號晶

ば灘貌論点歯噛髄融融：蓼幽し縣綴撒雛・聯聯9撚認識
孜幽晦欄艇に髄綿の醜鋤拗・柳薄薄醒撫漂無恥・端獅混穐
使用者に鞭三三しむべきを以て混綿前回晦醒四三薩礁三三三三難すべ

し虹之等の唯の馳脱脂綿は共聯多量開き雛㌍脇使聖際し塑纏を鰍する

も之に原綿6割乃至7割を混入し吸水試験に於て合点するに至りたるものは其晶質著しく改善せら

れ外槻其他殆と正規め廃山綿と異るとご6なぎを認あブをり∵

　荷ぼ市販脱脂綿蛇共類似品に就きて施行せる成績を前記再生議席綿の成績に封照して判断すれぼこ

市販品中第17及第19二二は共に再生二二綿に原綿を混入して製ぜるものに非るやの疑を懐かしめた

り・　　　　　　（昭和15年6月7日）



　32　　　　　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　・一　　　・を・・一

　　　　　　　　　衛生綿・試．験成重・績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　技師服部宋藏

　昭和15年ブ月12日付資第：1321號を以て厚生省衛生：局資材課長より古綿を原料として調製せる衛生：．

生意細所蔵薄舞の精製脱麟及脚二二の各條項試験の締に關し下方照髄りた玖依
つ七之に就き試験を施行したるに次の成績を二二るを以て之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　L供●試材料
　●　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　供試材料ほ衛生学資材課より寸土に係る次記5種蛇に他に参考として夫等の原料晶8種なり．供・

試下名次の如し．』’．

1．

2。

3．

4．

5．

門

守

混

一混

混

綿i・等

綿　2等

綿　1等

綿　2等
綿．
R等

（楷生綿2號）

（衛生綿12號）

（衛生綿16號）

　　　　　2．試験方法

三幅謙鑛翻昨閥旨四四騨騨に即本響

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．試験成．績一　・・　一一　1一　一・

　前記試験方法に基きて：施行せる三冠次の如し．

番
號，

1

2

6

外

5

晶　　’名

故　綿　1等

散．綿2等
混　綿　1等
．（衛生綿2號）’

混　綿’2等
　（衛生綿12號）

混　綿　3等
　（衛生綿16號）

r外
　　水浸
襯”液の
　　．反慮

i熱湯浸液に劃すろ試鹸吸水試瞼
　　　　　　　　ト
．璽素 硫酸石弓

還元1浸潤

性不迄の
　　　純物詩間

難鶉帯び綿帷醗繁学

褒鵯難難．t駅亟
三次色を帯礪’・

塊及綜屑を認む・

三色を帯び綿塊
及綜屑を認む
茨色を帯び綿川
口面差を認む

同上

剛二

同上

同上

同上

同上

同」；

同．皐

同上

同上

二丁制限
せず内

同上同上

同上同上

同上同上

同判同上

3秒

瞬間

同上

同上

同上

沈下
迄の
時間

一、囎．恢分L分鵜匠霧，

　　　　　　i陣して・して．

7秒検塵ブ．

＄秒．向　上

β秒纏融奔

5秒・同　　上

a秒　同　　上

脚！7．・3L穂．

・（周218β3 同上．

［0．27

027

028

7・52同一ヒ

8．86、同、上

7．33．同上

不渾

同上

同上．

．同一与

同上．

　　　　　　　　　　　　　　　4　．試馨成i陵に鮒すう考察

　前記試験成績に徴すれば供試品ぽ5種共外概正常と認め難鵡　日本藥局方規定の精製脆脂三叉は＝

脱脂綿に適せざるものと認む．

　　　　　　　　　　　　日召禾015年7月17日
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外國産線角と樺太産萎角との比較試験

技師　寺　田　安一・ 囑託1苗村徳…欠郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　從來等角は主として輸入に仰ぎたるものなるが，事二三二丁二三三品防遇の目的を以て回れが二

三生産を期し先きに樺太廃中央試験場に於て探取せしものを外回産変角と其の敷力を比較し以て充

分使用し得るものなりや否やを研究すべく命ぜられたるを以て三等の行ひたる三三を記載登表す．

　　　　　　　　　　　　　　第1章　性　　　　　状

　第5改正日本藥局方の記載に從ぴ其の性状を襯察せり．

　　　　　　　　　　　　　　　幽第1節三角に就きて

　A．．外回産i萎角

1．三品は某店回責の外國産萎角なり．

2．本丁は鈍き三稜を有し三々轡曲し長さ10－28mm直径2－51nmにして爾端少しく狭細とな

　り，多くは三三及び横裂を有し外面は暗紫色乃至暗褐色にして稻陳奮の状あり．破折面は外部暗

　紫色内部友白色なり，

3．二品は味淡泊にして其の一分に十分の熱湯を注加すれば特異の臭氣を議しアンモニャ様叉は敗

　油・三二i氣なし．

　B，樺太産三角　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　．　㌦

　　（a）凹角Nr．1

1，本丁ぱ樺太聴中央試1験場にてチンキ草より探集せる変角なり．

2．本晶は鈍を三稜を：有し梢・々轡曲レ葺さ10－29mm　l直径2－4　mln三三少しく狭細と除り1，1縦

　溝及び横裂少し，外面は曙紫色にしてi新鮮味あり．破折面は外側紫色内部友白色な凱

a本愚亦味灘にし喋が分に紛ρ熱湯雄加熟ば胴麟角と同じ賄準引’

　　アンモニや臭叉は欺油臭を登せ魂．・・　　　　　．

　　（b）委角Nr．・5

1．：本晶は富山にて得たるライ変分生胞子を樺太にて接種レたる二丁ライ萎より探集せるる4）な・り

2．本品も門前二者と同じく三稜を有し三和二曲し長さ10－22・mm・直径2一＄mn1忙：して二二少

　しく狭細となり，多くは縦溝ありて横裂少し．外面は暗影色にして陳奮の歌あり、破折面は外側

　紫色内部は紫色乃至友白色なり．質脆し．

3．’本晶も亦前回一味淡泊にして其の一分に十分の熱湯を注加すれば他の二者と同じ臭氣を回すニ

　　アンモ』ア三叉は敗油性三三なし．・

　　　　　　　　　　　　　第2節　四角流動手キλに就きで．　　．』　　’　　　　　．’

一A　外國産変角流動エキス

1・i納粗末をアルコール及び蒸旧く各等分よ賊る灘欄適宜量を場て流動エキス剤規定の製法
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　に從ぴ製造せの．

2．本品は赤褐色澄明の液なり，

3．　ケツレル・フロンメ（Keller－Fromme）のコルヌチン（Cornutin）反磁を呈せす．

　B．樺太産萎角流動エキ7く

　　（の面角Nr。1流動エキス　，　　　　　．　　　．
1．

2．

3．

1．

2．

3．

外國産愈愈と同様に製す．

本島も亦赤褐色澄明の液なり．

ケツレルρフロンメ（：Keller－Fromme）のゴルヌチン（Comutin）反論を呈す．・

（b）萎角Nゴ．5流動エキス
　　　■
前二者と同檬に製す．

本楯も亦赤褐色澄明の液なり．

ケツレル・フロンメ（Keller－Fromme）のコルヌチン（Comuもin）反屈を直音す，

第2章動物實験

第1節實験方法
　動物實瞼に依る萎角の槍定並に比較法は洋の：東西を聞はす諸大家に依りて種殴考究せらるる所に

して1924年プローム及びクラPク（Broom　and　Clark）爾氏の報告に依れば6種類あり．．而して爾氏．

はアドレナリンとの拮抗作用を利用して定量法を考案し之を推奨せり．世に廣くゾローム及びクラ

ークの法として知らるるもの之なり．

　然れども該法は捌出家兎子宮を使用せるを以て，面素の生豊内實験法に依りて有名なる東・ゲイ

ル（Da／e）の犬恒久性凄管法に及ぶべくもあらす，

　然るに該法は犬の訓練に相當期間を要するを以て余等は取敢へす米國藥局方記載の動物實験法を

探用せり．

　從ひて用ひたる動物は軍鶏冠白色レグホンの雄にして盤重1．5－2．5kgなり．

　但し飼育不注意の爲一時稻・悔言重の減少を來したり．

　叉用ぴたる槍髄は全部第五改正日本藥局方の規定に從ぴて製したる萎角流動エキスなり、．

　　　　　　　　　　　　・　　第2節實験成、績

　　　　　　　　　第1面外出面赤島と樺太産一角Nr．1との比較實験

　先例に依れば鶏1k9に就き槍膿0．3　ccにて作用ありとせらるるを以て先づ1k9に就き0．3　cσ

を胸筋内に注射せした第i表た示す如く鶏冠に何等の攣化を見す．

　次いで1kgに就き・0．5　ccを注射せしに第2表第3表に示す如く，外國産変角は明確なる作用を

興さざる騨太偏角Nり醐碑作用す・
　更に1kgに就き1ccを注射したる場合には（第4並に第5表参照）樺太産萎角Nr．1は張烈なる

作用を現はす．帥ち鶏は氣息奄々頻面蒼白鶏冠並に肉髭は刻タに暗紫色となりて將に死せんとす

る．然るに外姑産萎角は末だ明確なる作用を呈せしむるに至らす．

　更に二二産萎角を鶏1kgに就き2cc注射せし場合に於て初めて樫二二二二Nr．1を0．5　cc

射せし際に於ける作用と同じ．（第6表参照）
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第　．1　衷

外國産夢角流動エギ
スを鶏1k9に就き
013cc注射す

樺太産夢角Nr．1流
動エキスを鶏1kg
に就き0．3cc注射す

・1・4・・i礫麟遜解離毒口額至魏聾く回働蹄鱒樹一
・1・32・

同 上

…8・陰磐鷲瓢騨は無く比し翫も・2翻観察中瀦に上ヒし嚇

・i副 同 上

第　　2　表

實瞼　　　盤重（9）』i蚕塾

5 　1270
（8日後1350）

酬（　　13308日後1550）

7 1910

外國産夢角流動エキスを鶏
1　kg　；（就き　0．5cc園丁｛トす覧

8日後樺太産夢角Nr．1流動エキ，スを
鶏1k9にi就き0．5cc注射す

雑無熱融融轟熊葛記臆慰難蓼酷し乾瓢雛矯縄鞭毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1問牛にして暗紫色となる。呼吸稽困難なるが如し1時間孚後同職に向ふ．

注射後元氣なく静止す．30分頃より膚色冗
々蒼白次いで鶉冠後部のみ緩漫なる黄色化
最後に梢暗紫色化す．他は攣化明ならず・

大　　艦　　同　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1注射後且且清擁し静止す．10分頃よジ頻酉次笛た注射二元氣は垂々衰ふるもやがて同復し，
顔色鶏冠共に明なる攣化なし。稽々黄色化蒼白となり，次いで鶏冠肉髭は黄色化◎一1時聞に
せしやを疑ふのみ．　．　　　　　　　　・して鶏冠後部のみ稽暗紫色化す．呼吸稽困難の歌あり・

第　　3　i餐

二三1髄（・）i 樺太産歩角1蜀r．1流動エキス遊鶏
1kg　l（二就き0．5cc注身i｝せ・しとき

　　　13408
　　（8日症麦＝1550）

9 　14CQ
（8日後1430）

注射後記氣清沈し静止す・10分頃より次第に顔
面蒼白となり次いで徐々に鶏冠肉髭は黄色化す
1時間にして暗紫色となり1時間牛にて量強と
なる．呼吸困難の歌あり．’

注射後意氣滑醸す・15分頃よリ次第に顔面蒼白
次いで徐々に鵠冠肉癒は黄色化す。1時間にし
て塁壁後部のみ暗紫色となる．呼吸困難を認め
ず．　一

（8）と大禮同じ・

8日後外國産夢角流動エキスを鶏
1kg　i（就き0．5cc注射せしとき

注射後稽元氣なく静止す．20分後頃よリ顔面蒼
白となり次いで鵠多肉髭は黄色化し，1時間後
乾燥し光澤清失す，後家暗紫色化す・1時間牛
にて回復し始むの

注射後精元氣衰ぶるもやがて同復し2時間
観察中明記すべき図化を見ず，

注射後稽元氣衰へ20分後頃より頚面稚貧血し始
む．次いで鶏冠の後部及び肉髭は黄色化し．1
時間後鶏冠の後部めみ稽暗紫色化す・1時間孚
、にして同復に向ふ・

第　　4　表

馨劉騰重（・）1 外農産萎’流動エキスを鶉1kg
‘（就き．1．Occ注射’せ・しとき

8日後樺太鞍下角Nr．1流動午キスを
鶉1kg　l（就き1，0cc注鮒せしとき

－11 　1130
（8日後12壬0）

注射釜元詳論衰ふ．20分後冥土稽蒼白とな
るも鶉冠め饗化は現はれず，肉鷺の下部の
み梢黄色化す．1時間孚にて同復す，

注射後意氣全く清沈し首を垂れ時々振りて，苦
悶の状を呈す．5分後顔面刻々に蒼白となり，
次いで鶏冠肉厚も刻々に黄色化し，次いず暗紫
色化す．呼吸は困難を示し，開口奄々として將
に死せんとするが如し．2時間後と宮盛復せず・
24時間後完登同復す．

、第　　5　表

：讐雌重（・）1 樺太産写角N■．1流動エキスを
鶉1k9に就き1．Ccc注射す

8日後外國産婆角流動エキスを鶉
1kgに就き1．Occ注射す

12 　1070
（8日後123q）

第4衷と全く同じ症歌を示し，歯冠肉髭共
に暗紫色子息奄タたり・

注射二四氣滑沈し静止す．10分後より顔面蒼白
となり，次いで鵠冠肉髭黄色化し，光澤なく乾
燥の歌あり．1時間にして梢暗紫色となる・從
って第4表より程度張きが如きも前の蓄積作用・
も加はりしか．

　　　　　　　　　　第2項外國産萎角と樺太産萎角NL　5との比較追随

　前項に依り外國産萎角と樺太産三角N臨江．とめ作用を知りたれば樺太産二三Nr．5も之に準じ

て鶏1kgに就き0．3ccO．5cclcc2cc5ccまで注射し，；其の作用の畠現を待ちたるも鶏冠にも顔

色にも更に丁丁壁の丁丁にも丁丁を見す．從ぴて如何なる量の注射に依砂て作用現はるるやを知る

、
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第　　6　表

試 三階醗髄（・）！ 藥 理 作 用

外國産左心流動
エキスを鶏1kg
に就き2．Occ注
射す

131…晶晶繍纏盆馨頁蕎臭議認舗躍雛馨難譜
1411720／ 同 上

・31・8・・1 同 上

第　　7　表

面 藥

樺太産変角Nr．5
F流動「エキスを鶏

1k9に就き0β
cc注射す

難陶・） 藥、 理 作 用

・6レ・7・1注射す・も丁丁一ず・時間嫉する痢鞭化を捌口

・7い9・・．i
同 上

第　　8　表

試 藥

樺太産凹角Nr．5
流動エキスを鶉
1k9に：就き0．5

cc注射す

馨霧一重（・）1
藥 ’　理 作 用

・81・7・・’1灘後・蹴綜一ず・門守ずる灘・認騨

1gl・… 同 上

　　　　　　　　・・117・・陰縫弊衰ふ・3Q分後議醗白親醐黄色となる’三間孚’（外國産套看流動i
エキスを鶏1kg…

窮撃α5c唯騨｝…叫 同 上

第　　9　表・

試 藥隈駿瞬（・）1 藥 理 作 用

樺太産嬰角Nr．50
流動エキスを鶉
1kgl（就き1．O
cc注射す．

外國産茎角流動
エキスを鶏1遜
‘（就き　1．Occ　kg

射す

’刎・5・・1一斗元高・ず・醐槻察す・・諦鶏冠山高礎化な・・

23・6C・1 同 上

・・い9・・臓二三霊域篇ま同復に向ふ●20分後脚み艶化』・塒

・・16・・1灘雛蓋雛躍盆騨塵欝鰯礪蟹鍍昏！ヒし・1三

二　　10　i一

匹 繁雑翻・）1 学 理 作 用

樺太産三角Nr．5
流動エキスを鵬「
1・1ζ91く二就き2ゆ

cc注射す．

261i…1白白元白白2白白察す・白白肉髭劇・な・・’
・刎2・・3．1

同 上

第　　11　衷

試 藥

樺太産奎角Nr．5
流動エキスを鶏
1k9に就き5．O
cc注射す．

霧瞬・）1 藥 理 作 用

28 2190 注射後2時高槻察するも顔面鵠冠肉驚に憂化なし。

を得ざる間に槍盤不足を來したり．然れども他の二者と比較すべく絵りにも明かなる相違ありたる

故申止せり．（第7表第8表第9表第10表第11表参照）

考 案

以上の實験成績に依砂て知る如く樺太三下角Nr．1・は鶏1kgに就き0．5　ccを筋肉1有注射ぜる場



外國産奏角と樺太産萎角との比較試験
3プ

合に於て確實なる作用≧聯妹し・外回産察輿ま2旧注事セざ解ば確實なる作用無し更に樺太産変

角N・・5に動ては5cc注眺鋤下駒酢用を三郷噂太麟角N・・1は鋼麟
角よりも遙かに張烈なる作用を有するが如く見ゆれ・妻も，先例に依れば鶏1kgに就き0．2　cc注射

せし場合に早くも不明確ながら作用出現を見たる由なり．故に三等の誠験に供ぜられたる外國産萎

角は三三ならざめしやを疑ふ．

’樺太産萎角Rr．5は問題とならす㌧

　斯くして得たる結果が果して臨床上の結果と一致するもみなりや否や從び』と斯る實験方法が探用

さるべく適當なるものな砂や否やの霜に就き更に研究すべきも吾入は斯る實験方法に依砂て得たる

域績を考慮に値するものと信ず．

結 論

　1．試験に供せし外國産及び樺太産萎角は何れも其形状には大差なきも樺太産萎角Nr．1のみ薪

鮮味あり，他は陳蛋の状あり．

2．

3．

．4．

5．

樺太薩変角NL　1のみケツレル・フロンメのコルヌテシ反回を呈せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　コ
樺太産萎角N・・1は鶏1kgに就き0・5　cc筋肉内注射にて鶏冠に確實なる作用を現はせり。

姻麟角は蜘kg響き㍗筋肉内注騨磯冠嘩蹴る㈱観はせり・
樺太産萎角Nr．5は鶏1kgに就き5cc筋肉内注射にても1鶏冠に全然作用せす．

　　　　　　　　　　　　　　　　き1用・交麟

1．東・熊谷．東京監學會難誌，48巻，2373，　．3」第5改正日本藥局方。　　　‘　．一

　　昭利9年．　　　　　　　　　　　，　　　4．　Pharmacopoe箪Qf七he　Uni七ed購a．

aWA・B……dC1・・kエPh・一　 ．、t…阜m・・i6頭X・・93α・48・
　　coL　exp，【fher卿．　VoL　22．59．1924．
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’…　　　ビ立田タンAと稻する醤油防磁剤の衛生上の

　　　　　　　　　　　　　害否に締する陣頭報告

　　　　　　技師寺田安一・．　　’囑託苗村徳衣郎

　　　　　　囑託多田英二郎

　昭利11年7月20日附衛保第637號を以て衛生局よりビオメタンAと構する物輩を醤漁防空齊1とし

て使用するに際し衛生上の害否如何に就き照禽あり，依て同時に逸附せられたる槍品に就き調査中

の庭，次の成績を得たるを以て鼓に報告す．

　　　　　　　　　　内　　容

第1章　緒　　　言

第2章検鐙の働是に就いて

　第1節　検燈の製法

　第2節二二の化學的性状

　第3節　閉門剃としての使用法

　第4節　醤油中に於ける安定性

1第3章：局所作用に就いて

　　　　　　　　第1章‘笹

目　　次

　第4章急性寧毒作用に就いて
　　第ユ節　　南京最に劃冒するイ乍用

　　：第2節　家兎に封ずる作用

　第5：章　慢性申毒作用に就いで

　第6章総括並に考察

　第7章　結　　　論

　　　　・文：　　」駄

　　　　言

”顯者晶晶に依れば，編はヂフエー7樫クンリ誘導盛くうオキシヂフエーールメタン（パ

ラベンチPルフエノ・一ル）にして同氏は本物質に關し極めて詳細に研究し，醤油容量の三萬分の一

姪六萬分の唖量の本四を齢・ド樽入すれば，完聾重し鰍を損はす取回用極め

て微弱なり．從って醤油融剤として二三とせられ叉1斌一三によ蟷所槍嚇に於て施行

せる本品の醤油に封ずる防徽力試験成績も亦殆ど同様の致果を示せり．

　術高瀬氏も亦本晶の毒性微弱なるを認め，且つ本晶が嶢虫駆除藥アレガンなる名稔にて販責せら

れ居るを紹介せり．

　以上の外予州寡聞にして未だ斯る製品に關する文献あるを知らざるな砂．

　　　　　　　　　　　　　第2章槍禮の性纏に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　第1節槍艦の製法

　呼野者のビオメタンA．製法は次の如し．

　ベンチールクロリツド24gと石野地22gとを取り混合溶解せしめ，之を20度に保ちつつ盤化亜：

鉛45gを少量宛添加したる民約50度に於て3時聞加温す，盤酸瓦斯の叢生漸次減少し行くを以

『て，放冷し，隼成せる赤褐色濃稠の溶液を冷水中に溢ヒ加し，析田せる油状物質をエーテルにて抽出

し，抽毘液よりエーテルを溜去し更に減墜蒸溜を行ひ，10mm氣墜（水銀柱）に於て180～230度に

於て溜幽する部分を集め泥状の溜μ｝物をメツツエを用ひ吸引濾過して油歌物質を除去し，蚊に得

たる・くうオキシヂフエニールメタンの…詰晶を稀薄アルコールを用ひて再1綿精製するどき繭嬬

83～84度の精製物を得．

　　　　　　　　　　　　．’　第2節　検髄の化學的性1状
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本晶は帯黄白色の結晶性粉末にして特有の二三を有す．

畑氏晦ば本工は（ア聾でな縮賦を有する鍬結晶にして，鰯は…一…

　　　　　　　　　　　　むヨ
度．アルコpル，エFテル及びアルカリ溶液に溶溶なるも，水及びアムモニや水には難溶なり．

　　6　　　　　・　　　　　　　　　第3節　鯵融剤としての使用法

本晶を醤油防徽剤として使用す：る際には，醤油容：量の三当分の一乃至六萬分の一重量を共儘若く

は少：量の日本藥局方アルコールに溶解せしめしものを添加し，加糠容解せしむ．』 i出願書原文に依る）

　　　　　　　　　　　　　　第4節　醤油中に触ける安定性

　槍盤が醤油中にて何等かの化下部化を受け他の物質に攣化する事あらぼ本昂の衛生上の害否如何

は斯る順化物質の毒性をも顧慮して調査するを要す，之を確むるは勿論なるを以て醤油100cc中に

本物質0．8gを加へ1時間牛煮沸し冷後濾過し，残渣を水洗し允る後エーテルにて浸出し，之を蒸登

せしめしに，本物質（熔融貼は83度）0．7970gを回牧し得たり．從てビオメタンAは醤油に封して

は安定なのと考へて可なるべし．而して一般家庭に於て種々なる食物と共に煮沸する場合に於ても

亦果して安全なるや否や之を保し難く更に研究の籐地ありと難も予等は化學的安定なるものとの假

定の下に研究を進めたわ，

　　　　　　　　　　　　　　第3章局所作用に就いて　　　　　　　　　　’1

　今試みに本物質の少量を誌上に齎せば．強烈なる刺戟痛を感ず．少時の後之を撤去すれば該局部

の感畳鈍麻し，異物感あり．

　叉本物質の0．05gを家兎の下眼験内に挿入すれば，三時聞後上下及び第三眼瞼の腫脹，結膜の充血

槍髄挿入部鞭の輕度の潰瘍並に多量の眼月賦を認む・而して三明頃最囎悪し高月旨の爲閉眼

す．以後次第に回復に向ぴ，七月目には眼脂も眼瞼腫脹も殆どなし．但し結膜は尚梢々充血す．角

膜は48痔間後梢々淡紫色に漏濁し初め，次第に増悪して7日目には瞳孔参謄圓形に攣形しつつ縮瞳

す．而して1ケ月後角膜は假性翼殊贅片を瞳孔附近に淺して大髄治癒せり．

　以上に依りて本物質は粘膜局所を相當強烈に刺戟L炎：症を起さ’しめ，途に輕度の潰瘍をも磯生

聴しめつつ，一方次第に麻略せしむる作用あるを知りたり．

　　　　　　　　　　　　　第4章急性中毒作用に就いて

　本品は元応醤油と共に癬寵せらるべき筈のものなれば，被樋動物に封ずる維口的投與に依わて，

共中毒作用を知るを可とせんも，予感は便宜上南京鼠に封∫し丁峠｛iヒ下注射に依勢家兎に註しては経

口投與に依りて，其作用を槍した軌

　　　　　　　　　　　　　　第1節　南京劉二劃する作用

．前述卿体瀕は水に難溶なるを町之をオIP海蝕。咋聖の割合囎耀しめ滴京
鼠の髄重10gに付ぎ一定：量宛を背部皮下に注射し一般状態及び縛饒を擬察せり．其成績次の如し。

　二念の爲め此際注射せし最大量に相消するオリ・rブ油（1Cのを皮下注射し，其全く毒性なきを豫

め確め置きたり．

第俵咳示せる如く鯨鼠磯重109に付きα059及α0外9を潮サ楓10例「戸3例は50分

乃至4時三目頃より次第に麻痺歌態となり運動停‡し．呼吸次第に綾徐となりて4乃至5時聞牛に
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第1表　ビオメタンAの南京鼠に射する急性申毒作用實験成績

馨霧司魑
　1（雌）　20．0

　2　（雄）’　　　19．5

　3（雌）　・19ゆ

　4　（雄）　　20ρ

　5（雌），　20ρ’
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　7　（雄）　　21．5

　8　（雄）　’22．0　1

　・9，（雄）・　　20．0・

ン孕0’（些1ξを：　．　20．5
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L’19　（哨藍＞　　　19．0
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，21（雄）　　17．0’
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韓露 摘 要

翌阿死

　〃
．細死．50分虞劇駆態となり4時間にて噛す

’翌日死　　　　？　　　　　　　　．ゴ

　を　l
li
・〃l

堰f

．當

P死1瞬膿翻　
零翻鱗醗二一三二㌍
”甲 ｶ』　一週間断察す　元氣よし一鈍重攣露なし

翌日死「

　　　｝

翌翻欄騨門門回し
　　　；
　生　　｝一6週間擬察するに燈：重愛化なく食慾盛なり

　〃　　1．　　　　　〃
・“一　　・・〃

　．i　　“　　．
　　　t　　ニ
　グ■一週間観察せしも異欺なし：

　〃i　　、“
〃1　『〃

　〃　　　　　　　‘　5　　〃

　〃　　　　　　　　　　　〃

　　　オ

第2表’ Pビ牙メタンAの南京鼠に封ずる致死率

一週間観察す

投　輿　量（9） 致死率（％）1［投與 量（9） 致　　死　　率　（％）

　　　　　OJD5　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．｛〕2　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　（　50）

　　　　　0・04　　　　　　　40Q・（190）．　　　、　’．0・01　　　　　　　　0（0）
　　　　　0．03　　　　　　　　　　　　　　　　40　　（　75）

　　　　　　　　　　　　　　（）内敷字は太田町文献に依る致死率也

で蜷死す．』其間一→度も痙攣iを惹起せす．他の7例は予等の観察中に於ては何等異状なく，翌日艶死

し居れり・α039注射の場合には5例中1例は翌日・更に他のi例は6日目に死せ砂・．而して他の

3例は何等の異撒なく元氣旺盛なりき．而して0，01g注射の場合は金々異言なし。噛

　從て第2表に示す如く致死率は0，03gにて40％，0．04gにて100％にして，50％致死量は0．03gと

α？49劇中聞なるぺ燃三目氏は・・玉上を・・29とす・跡競蹴嚇期の繊・

彼自身云へる如く南京鼠の號育程慶の相異との爲ならん，何れにぜよ致死量：は相當大なり。叉局所

作用よりして當然想起さるる注射部位の炎症は全然現はれす．　　　　　　　　◎　　”　・’

∵　　　　　　　一　　　　　’『第2節　家兎に封ナる作用　　　　．

唾瀕挫畷財るに際しカプセルを用ぴんとせしも編鰹質にして之髄せざる爲め，
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澱粉及シ・ツプを用ひ，練合して二子状となし服忌せしめしに家兎は本四を混入せざれば喜んで食

するも，然らざれば断じて食せす。之前述の如き局所作用に依るものならん．止むなくビオメタン

ユgにアラビヤゴム同量を混じ乳剤とレ之をゾンデに依の．て2880gの健杢なる家兎に10日聞毎日服

恥しめ洪畿聯』二面麺惣画工ぜし虞慌溺軍．．鱗難の綿異状、
なし．家兎は頗る元氣なりき．依りて更に5gを一度目投與ぜしが，尚異歌を認めざ．りき．

　　　　　　　　　　　　　第5章慢性中毒作用に就いて　　暫「

　故伊東技師は全國醤油醸造組合聯合會理事長茂木啓三郎氏の詮に從ぴ，大人の1月の卒均醤油滑

費量を約50cぜと品定玩二三に含まるべき防徽剤の量を毎日家兎に内服せレめ｝稼物質の慢性申毒

作用を研究せり．1予等も亦此例に倣ぴ醤油50cc中に添加さるべきビオメタ》A量を算禺すれば

0．00167g（三萬分の一量として算噛す）となるを以て之を0．5％炭酸ソーダ溶液に．0．0835％の割合

に溶解せしめ其2CG．を毎月1．5　kg前後の家兎にゾンデによりて服用せしめたの．　f罐嬬と・して別

に鵬激迫n液2・・を服幽しめたり・．越績は郷、4及陳購己サる舛
　斯くて70日間櫃績投記せる後記重攣化を第3表及第4衷に就き槻察すれば，．槍法を聲二面ざる

No．11プNo。12，　No．19と，槍盤を投與せるNo．1乃至No．7の二重訟訴は大盤同様なることを知る．

叉第3衷及第5表に就き観察す多も同様に炭酸ソPダのみを二二せるNo．8，　No，9；No．10と蜀稻

と同感鉱化を示甑從て被二二盤輔灘斯る二物膨響せら麗る鞭確記帳
叉三二を擢與せるNo2，　No．4と炭酸ソ・一ダを投回せるNo．10及何等の藥品をも投與せざるNo．

12は回申にて1回或は2回下痢を起したるも二物の影響ならざる留萌瞳なりゼ・

　次に尿量は食物，天候等に影響せられ二二著しきも，疾病の爲めの二化と認めらるるものなし。

期蛋白をH・II臼・氏法に依晦晦査竺し一部離勧き・從て家鯖臓炎症高慮すべ鮒

料なし更に叉槍鶴投與前と70日間投與直後ゆ於いて夫々赤血球数を検せしに，．’其間の相異は大鶴

誤華の程度なりき．敢に疾病を想像すべき血液所見なし其綿食慾糞便等の櫃態にも異歌なレ

　斯くの如く予等の観察ぜる三園に於いては，大入1日り推完槍髄概取量をエ5kg前後の家兎に連

肩撮取せしむるも何等慢性中毒症状を認めす．

　　　　　　　　　　　　　　　第6章総括並考察

　以上の成績を総括すれば

　1．　ビオメタンA．は醤油中にで→時間牛煮沸するも二二的安定性を保持す．・

　2．本物質は局所を刺戟し後麻痺せしむ．1

3・皮下謝に依る三三京鼠幽する5・％致死量はα・39とα・49との輔1にあり・：而して・

被槍動物を大山4時間乃至24時聞内に麻痺性死に陥らしむ．

　4．家兎に本物質1gを連績10局間．更に綾いて』度に5gを経口投回するもゴ異状を認めす．

5．：た人珊の推完槍盤高取量（本物二言カロの醤油50cc中の量）をユ5kg前後め家兎に・70　H二

連績服用サしめしに慢性中毒症状を認めす㍉　　　　　　　　　　　・　1一　　一　’・：・『一』・rl一’

∫斯くして本物質は之を如何なる食物と共に煮沸するも二二的安定性あわと品定すれば，：本晶な醤

油防徽剤として使用せらるる如を量にては被槍動物匠．何等害毒を及ぼさざる竜のと判定せざるを得



4零 →田・苗村・多田

第3表其1ビオメタンA．の家兎に封ずる慢性中毒作用里門成績

投與藥物 毎日0．0835％Bismeねn　A液を2cc（0．001679）宛投與す・

動物番號 No．1♀ No．2♀ 耳。，3♀ No．4♀ No．5♀ No．61多

＼
　箭＼．

　育
　　日　＼
　　　撒　＼

1僅

重
（9）

尿

15日尚
10　日　前

　5　日　前

投與當日
　5’日　後

’10　日　後

15　日　後

20　日　後

25　日　後

30　日　後

35「』日　後

40　日　後．

45　日　後

50　日　後

55　日　後

60　日　後

65　日　後

70　日　感

量
（cc）

尿管

蛋血

　球
白（萬）

重
（9）

尿

量
（cc）

尿1増

築血

　球
白（萬）

193Gl．　　601二．1
　　　　　　1700
、9。。、2。L　、5、。

　　　l
il：淵＝1487翻

　　701」1970　　　　　　1720
，。95噛 Q。5Ll、87。

20go　1221」．「1820

226。22。LI、96。

　　　1
　　　　　　2015229Q　　180－
222。23。L、965

　　　’1

釜1隈］ll銘
　　180Ll
　　　　　　22502550
257。2。。L123。。

　　1951」
　　　　　　，23502δ70

鑑llトll謝

276α2、。L158Q24、。

　　　1「　1

135L

・・

P－

2111＝

72L「

106L．

65L
130L

120L

130L

601＿

120L

140L

　l，

gol＿

48L
841」

，。U、0、

45L1南

学

重
（9）

尿

量
（oo）

尿

蛋

白

1790　1col一

、68。9、L

、7。。、3。L

、8。。、3。L

　　　I
19502SO

饗器＝
　　1701＿
2380

　　230L
2300

　　265L2330
2δ001わ8L

2650

2ア20

2900

3000

2920

3400

6073壬70
　1．

265L
220L

1751＿

160－

160－

220－

210＿
　1

赤

血

球
（萬）

494

431

弊

誌1（誌

尿

蛋

白

16GO

1540

1560

1600

1700

1890

1790

1800

1800

1800

1960

2010

2G90

2270

2400

2410

252Q

2獅

赤燈
血

球　重
旨（萬）（9）

501＿

46L
33L
120L

150L．

225L

lloL

150u
llll＝

104L．

85L

冨＿

170L．

2051＿

1401＿・

140L

　l
13Q「

ド痢

523

下痢

586

1450188L
14001110L．

1600180L
、74。1，。。L53、

、85。1，、。1＿．

1箆細細

…QI・25L

2040　225一．
2、6。1・6。L

222。1エ5。L

214。t、9。L

，1，。1、5。L

，，5。17。1＿

2280　60一

翻ill［

23・…

eI・・2

重
（9）

尿

量
〔cc）

尿赤：

蛋皿・

　球・
自、（萬）．

・73Gпu

、55。195L

　1
1640160
　11650170
　11780300
1740200

1窺ll鑑

　1
1960P248

1990　160．．

　12100260
翻，；：

　「
2200190
　ト
2150230
　1

515．

568

一噌減率（ ﾅ）転、 十　十
19．146．9

補2．8 威1ρ1匹，干3＆2 互，左側 十

10β

備

考

順調に生育
す

登育の途中
試藥投與後
5日目に下
痢を起し輕
度に輕卜し
軟便の重態
を．2遇間績

け回復す

順調に生育
す

購入後翌目より
下痢を起し10日
位即きたり投與
時間圓復の歌態
にありたれども
投與後10日目頃
より叉下痢し1
週間績き同復せ
り，下痢便は粘
四八混ず

順訥に生育

す
同・左

す．岩本品にして高瀬氏の云ふ如く嶢虫駆除作用ありとせば釜々有望なる力量如きも次の事項を考慮

するときは輕々に速断するを得す．即ち，

　1．二等の用ぴたる動物は遙かに下等動物たる南京鼠及家兎なる事．

　2，予等の行ぴ1たる實験は短時欄なるも，日常食料晶中に添加さるる物質は一生之を撮引すべき

蓮命にある事。

　a．予等は健康なる動物のみを選び用鉢たるも，剛強問題としては総ての非健康入及び幼兇高老

者嚢亦強肚なる健康一同如上取すべき蓮命にある事．　　　　　　．覧

　4　叉母年月樋弄する爲；農病すべき性質の疾病，例今ば慢性胃腸病，新陳代謝障害諸疾患，癌腫

登生等を考慮せざるべからす．　　　　　　　　　　　，

　更に省入曽特有の特異髄質まで考慮すれば同等が如何に細心に長期闇該作用を追求するも到底及

ばざるもQ汝り・從て斯る醤油防徽剤の衛生上の害否に就き断言するを得ざるを遺憾とすし
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第3表　其2ビオメタンAの家兎に野する慢性中毒作用實験成績

毎日0・職炭酸曹達溶液ヲ2cc投輿ス 調’

No．7～堅 ［N・・♀ No．9♀ No・10φ NQユ1～蚕 No．12♀ ：No．13♀

重
（9）

尿

量
（cc）

尿赤
　1血
蛋
隊
白（萬）

重
、（9）

1720：1001」

1600　62

1680　90
　　「
1650P90
1830120
　　［
1900230
　　1

1畿li
、92。1、。。1

　　「

　　1
2190旨145
　　1
2220260
　　！
2220160

23701120
　　1
2170　80
　　1
2270160
　　｝

」5磁

」

」

」

」

」
2。6。，18。Ll

，、5。、5。1」
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　　　ロ
　　　il
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尿
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1尿赤

蛋血

　球
白1（萬）
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1690

1680

1720

1810
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2060
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2270
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2430

2530

2550

2590

2610

2690

重
（9）

尿

量
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尿1赤
「血

蛋球

白．（萬）

2gol」．
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誌

謳
・・
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尿

量
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量
（cc）
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60－

110一

燈
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量
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血

球
〔萬｝
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2260

2350
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2昌茸o
I
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1goLI
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230］
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1720

1770
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2260
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1
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｛！l叢寵

、72。1、、。」、6。。1、。LI
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、。。。r、。L臼、5、。L］難

，、3。1、2。］1、8、。1，。。1」と

、、5。lg5］1、74。1、、。1」

、、5。。］i、8、。1、6」

221。、8。L■、98。｝、2δ」

翻躍瑠　i＝陣

蕊・ul轟・ 互、蕊，1「一、臥6目1籠，lil血歯．漁，口為

向左 図左 同　左 購入後3日，

目より猛烈
なる粘液半
払混ずる下
をを起し4
日間細き同
復に向ふ

順調」（生育

す
獲育途中に
そ猛烈なる
下痢を起し
5・日柄績き

同復に向ふ

順調に生育
す．然し時
々逃亡し爲
i（磯餓に陥

りたり．引
回電不確實
となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　第7章結　’　　論

　ビオメタンAは30～50エngにて＊古目刺五三南京鼠に封し致死作用あるも醤油防二子として用ひら・

るる如き量にては實験動物に・害毒作用なし．

　然1れども一類が之を使用する場合に於ける衛生上の一陣如何を断詳し得す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　　　　獣ヒ

ー石繍・・ J告葦轍榔鰭第153號　　太畷「振縄羅協會綿第31巷羅13頁
＼伊東幹愛：：當衛生試瞼所彙報36巻25頁　昭和5．年　　　　高瀬豊吉：化學構造と生理作用807頁　曝書ま2年



44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：詮，・』

　　　　　　　ニッケルク回’一・ム系歯科用合金試験成績

　　　技師服部安藏　肢’手．藤井清次　　囑託長谷部俊彦

余舗蹴上司の命に依姉販のモ・弗・㌣・系鶴三三三三入し之蹴奪定齢析
を施行し次で歯科材華甲格調査委員會規定の金代用合傘に：封ずる規格中化學酌陸質の試験法に準結

して試験を施行し次の成績を得たるを以て之を報告す．

1．供・試材料ら

試料は躰間より購入せるものにして其番號，内容量及領格を示せば次の如し∫

番：舞．　内翻

第1號

第2號

1第3號

1第4號

第5i擁

3匁
同上．

同上

2匁

3匁

便　　絡（1員D 番，號・，・

2．00、

3．00

3．60

1。80

第6號．

第7號・

第8號’

第9號’

内容量・

幽同上

1同上

同上

宕匁

償　　格（圓）

　　　’2．70

：3．50

2．OO

2．40

　　　　　　　　　　　　　　　　2．試・・験方法

・1 e試料に就き豫め定性試瞼を施．し％る三次記方法に從ぴて之を定量せり．

試料の前鶴即断脚蔵し最襖ア一一畝にエーテルにて即し乾騨り・
　（イ）ニッケルの定量1（ヂメチルグリオキをム法）1）2）3）4）5）

　試料を王水に溶解したる後引磯乾諭し残渣を少量の盤酸に溶解し之に水を加へて1定量となし其

の所要量を取り之に酒石酸及盤化アンモシを添加し常法に從ひニッケルをヂメチルグリオキシム蜷

として沈澱せしめ之を定量せの．

　（口）クロームの定量（第1鐵騨1ζよる還元法）1）7）8）・，、

輩織砺麟徽に溶解し之曜マンヴ￥酸カリ灘加へてク　ムを㌍Fム酸鴫酸化し三

階マンガン酸・・蠣蜘シガシを瀦・し碕解したる後回勅趨硫酸第職τκモン陣、

勇ilへてク・一ム酸を還元し過剰の定規硫酸第職アンモン液を定規趣ンガシ酸カリ浪に鏑興し

之よリク・一ムの分量を回持せゆ．

　（ハ）鐵の定量（キュペロン法）9）1の11＞12）

　昌ッケルめ場合と同糠にして得たる盤丁々性溶液に硫化水索を通じ析回せる平門を濾済したる後

1濾液：に就き常法に從ひキュペロン溶液：を用ぴて鐵を沈澱せしめ之を熾回して酸化鐡（Fe203）とレて

：定量せり．

　　（嗣）マンガンの定量（過硫酸アンモン法）

　試料を王衣に溶解し蒸磯回澗し淺渣を少量の四硝酸に溶解し水を加へで1定量となしたる後硝酸銀
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謙にて㌍7嘩澱ぜしめ面輪りし雌碑欄剰の過麟㍗モン鍬を力IIダスベスし

板上に欄レ灘麹血忌灘脚レ・三三三三量旧きプ・レフリ・氏光断（F晦
Sる
T3）を用ぴて比色定量せり．

　（ホ）コバルトの定量（α一＝，トロゾーβ一ナフトール法）13）14）15）16）】7）

　ニッケルの場合と同様にして得たる盤酸汝性溶液に硫化水素を通じ析擬する硫化山送の沈澱を濾：

丸し其濾液を硝酸々性となしたる後酸化亜鉛にて中和し析畠する沈澱を品別し濾液を塵酸み性とな

し…卜・．帰ナ・・一ル謙矯力・し・鵡・を澱せし駿灘し酸化・・§潜ゆ鋤

として定量軸・．馳

D．
@、、，、　　　　　．．

　（へ）銀の定量（ク四一ル銀法）

　試料を濃硝酸にて詰論し不溶分を王水に溶解し雨溶液を合し析湿せる盤化銀を分別するこξなぐ

其儘混液を嘉応乾温し忌寸に梢大量の水を加へ微に硝酸汝性と．なし煮沸し冷後濾過し残湾を張アン

モニア水に溶解し不溶物は之を除回したる後再び微弱硝酸々性となし析閏する沈澱を常法に從ぴク

ロール銀として定：量せり．

　（卜）銅の定量（ヂチゾン法）Is）19）2。）2】）22）．

　ニックルの場合と即様にして得たる盤面々性溶液の1定量を取りpH　1～4（標示藥Thymol：Blue

及Brgm　Phenol：Blue）に修整し其1部を後記亜鉛寧量用に保存し淺液をヂチゾンクロ直亦ルム溶

液と共に振畳して銅を抽出し，抽薬液を0口分定規盤酸にて振話し爽記する亜鉛を分離し，次に稀

アンモニア水にて洗源し遊離のヂチゾンを除別したる後クロロホルム溶液をユ％硝酸にて振盟し錫

を硝酸に轍罪せしめ之をナトロン油液にて申和し更に酒石酸を加へて0，5分定規酸度となし再びヂ

チゾンクロロホルム溶液を用ぴて銅を抽幽し昭島液を0．02分定規アンモニア水にて洗赤し，爾ぼ

1％硫酸にて1同洗湯したる後乾燥濾紙を用ひて濾過し1定量となし，其所要量に就きプル7り幽ヒ

氏光度計（Filter　S　53）を用ぴて比色定量せり．

　試料申多量の鐵を含有するときは豫めエーテル法によりて除鐵の後本法を慮回せり」叉標準曲線

の作成には坤Fルバウム禽杜製緯結晶硫酸銅を使用せり．

　（チ）鉛の定量・（ヂチブン法）】8）19）20）2】）22）23）

　（1・）の血紅に隔てヂチゾンクロロホルム溶液を用ぴて銅を分離したる後の承溶液にクエン酸ア

ンモン溶液を添加したる後∫：H7～9（標示藥1）henol　Red）に修整しヂチソンク・ロホルム溶液と

振盈して鉛を抽禺し，抽出液を更に稀アンモ昌ア水にて振畳し遊離のヂチゾンを除別し次に数回0．01

算盤酸と共に灘し蝋を之購回しめ三三再び”㍗9に修整し嫡後1％チアン

・噸灘添鳩郷ヂチゾレ…ホ・レム溶漣以錦心鞠臥岬斗灘1％チアンヵ
リ液晶蒸溜水にて順次に各1回宛洗乱したる後山酸（ユ＋ユ）にて娠議し敏に得たるク・・ホルム溶

液：を乾燥濾紙にて濾賑し1定量となし，其の所要量に就きプルフ立ヒ氏光童計（Fi1七er　S　47）』を用ぴ

て比色定量せ砂・

標軸線の織にはかル・畝・三三分析用三三嫌用醐

　　（リ）蝉の定量（ヂ弾ン法）24’

（1・）の試騨於醐の糧用に調製せる瑛・磁を痴る勲唖溶液の・・定訳取嬬酸

ソーダ溶液にて緩衝せしめ約pH　4．0となし之にユ％次草硫酸ソ門ダ溶液丞ユ％チアンカリ溶液

■
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を加へたる後ヂチゾンぞ・・ホルム溶液を用びて亜鉛を抽串し抽出液を稀薄硫但ソrヴ溶液にて洗

≒縢したる後1定量となし其所要量に就きブルフリヒ氏光度計（Fi1七er　S　61）を用ひて比色定量せり．

　標準曲線の作成にはカールバウム會肚製純金鵬亜鉛を使用せり．

　　（ヌ）錫の定量（■enssen’氏法）

　試料を王水に溶解し充る後蒸登乾洞し残渣に梢多量の熱湯を加へ，次に微弱硝酸々性となし少時

伽溢の後不溶物を：濾別レ之を熱湯にて洗証したる後濾紙と共にキールグール氏場に移し之に無水硫

酸ソ戸ダ及濃硫酸を添加し力；熱して濾紙等の有機物質を破壊し去り冷後盤酸洞性の水にて稀羅し少

量の粒歌亜鉛を力！へて炎酸ガスを通じつ玉煮沸し錫を二債の状鰻に還元し光る後10分定規ヨード

糠にて滴定せり・　　　　。

　　（ル）砒棄の定量

　試料を硫硝酸に当面レたる後之を加熱して亜硫酸ガスの白煙を締するに及び放冷し以下　（C，R，

Sanger　and　O．　F．　Black唱法）25）26）に從ぴて定量せの．

　　　　凶

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．試験成　績

．前記試駿法に基きて施行せる試験成績次の如レ，

番　號
一・・ルレー・

　　　1
第・ ｫ
第2・號

第3號
第4・號

錐5號
第6號
1第7號

第8號
一：第9號

86．11

81．99

82．97

83．69

83．49

89．72

82．60

89．01

窃1．70

9．72

9．38

10．47

9．86

6。91

228

8．66

4．09

12．39

ユツケノレエ　

1湖すろク・鐵
一ムの含貴比

11．29

11．44

12．62

11．78

8．28

254

10．48

4．59

20．08

マンガン

0．43　－

1．08　　－

0．53　　0。60

1．13　　　0．83

0．95　　　5DO9・

0．47　　4．90

L56　　5．25

1．12　‘一

11．77　　6．36

コバルト

0．47

0．42

0．10

0．33

0．29

0．29

0．13

0．33

0．17

銀

0．58

2．81

1．34

α94

銅

1．98

4．01

0．51

0，41

024

0．35

0．32

4．24

0．10

鉛

0．001

0．00ユ

0．001

0。001

0，001

0．001

0．001

0．001

0．001

亜鉛

0．001

α001

0．001

0．001

0．001

α001

0．001

0．001

0．001

錫

4．36

砒素 合計

α0005 P99・29

α0σ0δ1　　　　96．88
（LOOO5　1　97，99

0」0006　i　97r蚤9

Q．QOO5　i　96．97

　　　　
α0005198勝
0．000ξ5　1　98．52

朧1器

　　　　　　　4．歯科材料規格調査委員高論定金代用合金親必中化峯的

　　　　　　　　　性質の試験法に依る試験成績

　所定の試験法印ち「本1磁ま0．05％盤化水素溶液，r％乳酸溶液，‘0，1％硫化ソーダ溶液鍾食盤溶

液に約37。に於て7H聞浸漬するも固有の色澤を保ち且つ液を著色すべからす」の條項に從ぴ試験

し倫ほ参考としてユ％乳酸浸液に就きニッケル（ヂメチルグリオキシム法），銅（ヂチゾン法）及ク

・払（ヂフ・ニー・レ汐ルバチ・砿）の礁を槍したるに全試料噸中ク・τ・は1馳鹸禺せ

一す銅はる口中に之を三二したるも極めて微量に過ぎすニッケルは全試料中何れも梢著明に槍出した

ゐを以て之を定量せり其．の成績次の如し．
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番號

・・5纒化水素幽

額轟1液色

1％乳酸溶液
0．1％硫化
ソーダ溶液

磨露液畷面憾灘
第1號

第2號

第3號

第4號

第5號

第6號

第7號

第8・號

第9號

光澤を失ひ
目色となる

光澤を失ふ

　同上●

光澤を失ひ
友色となる

　同上
黒褐色を呈
す

光澤塗失ふ

黒褐色を呈
す

攣化なし

稻緑色を
帯ぶ
微に緑色
を帯ぶ
稽緑色を
帯ぶ

　同上

微に緑色
を帯ぶ、

稽緑色を
帯ぶ

　同上

　同上

馬柵せず1

三三著色せず

　　同上

　　同上

　　同上

色を帯ぶ

　　向上

　　同上

　　同上

憂化なし

光澤を失ひ茨

　　　　1

殆ど藁菰
せず

’著色せず

　同上
徴に緑色
を帯ぶ

　同上
極微に緑
色を馨ぶ
微に緑色
を帯ぶ．

1著色せず

殆ど憂化
なし

　同上

　同上

　同上

　同上

　同上

殆ど憂化
なし

　同上

　同上

著色せ

ず

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

1％食騨溶液 1％乳酸浸液に
　封ずる試瞼

融憾灘 劉鍬卜亭響。
攣化なし

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

向上

著色せ・

ず

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

撃三三す

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

酵上［ず

同上

同上

；検出せ

ず

．検出す

検出せ
ず

同上

検出す

検出せ

0．89

1．38

0．73

0．61

45．33

23．63

6．34

26．48

0．32

5．試駿成績に封ずる考察

　前記規格試験の成績に依れば三三9種中第9號晶のみ規格に適合し其他は全部不合格晶なること

を認めたり．殊に第5，第8及第6號品の如きは1％乳酸により梢多量のニッケルを溶畠せり而し

て合格品たる第9號晶に於ても1％乳酸浸回申に微量のニッグルの溶出を看たるを以て此鮎は衛生

曲見地より更に考究の要あるものと信ず．

　次に花澤讐學博士27）の報告に依れば二・ケルにク・・一ム合金の耐蝕性殊に盤酸球乳雌に封ずる抵

二二はクロFムの含量に依るものの如く同氏の實験に依れば昌ッケルにクロームを10％迄添加する

馬塵三三乳酸に封ずる抵抗性を高むる能はす15％に到り初めて殆ど攣化せざる域に蓬し20％に及

，べば全く攣化せざるに至れり．俵ってニッ死ルをロ腔内に耐蝕匪ならしむるにはクロームを少くと

も約20％添加するを必要とすべし．然れどもクロ・一ムの添加量：10％以上に及ぶときは合金の機械

・的性質不良となり歯科用として適合せざるに至るべき、を報告せられたり．而して前記定量分析の成

・績に徴すれば第9號晶を除く8種はクロームの含量11％未満にしてニッケルユ00に封ずる含量比

　も亦13未満なるを以て耐蝕性に沸くる所あるは或は営然の蹄結なるやも知れす，叉第9號晶はクロ

みムの含量12．39％’なるもニッケル100に封ずる含量比は20．08なるを以て梢良好なる耐蝕性を示

・・ ｹるものならんか．

　　街ぼ歯科材料規格調査委員會協定代用合金の規格申化射的匪質の試験法に於ては槍品の浸漬試験

・の結果各試藥の液色を著色すべからすと規定するのみにして浸液申金屡の溶禺せるや否やに濾し之

・．
ｪ化野的試駿を控除す．然る．にニッゲルの如きは浸子羽面せざる場合に於ても溶禺’せることあるを，

、以て衛生上安全を期する爲め匠は浸一中各金屡の有無試験を：施行して之を判定に供するを可とすべ

、きを思惟す．　　　　　1　．

1）　1ゐTschug乳ef覧Ber．，38，2520（1905）

．2）　0．Brnllck，　Z．　angew．，chem．，20，834（1907）

二3）　0．Brnnck，　Z．　angew。　chem．，20，1844

　　（1907）
　へ
荏）　0とBrnnck，　ZL　angew．　chemら27，315（1914）

15）K：．Wagennユ鼠nn，猛angew．　chem．，28，590　辱
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　　　．（1915）　　　　　．　　　　・．・　．・．．．、　　　．．一．．．

　　β）W．’Hild，．ichelh．’l　Ztg．，746∫ク02：（1922）．馳．．

7）W．．Hild，． Pchem。　Ztg．，「155，895（1931）：．耀翻

8）．噸工省，、日本標準規格鐵及鋼ク叫分析法

　9）　’0．Baudisch，　chem。　Z七g．，33，129S（1909）

　　　　　　　　　　　　　　　せロ　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　な10）　H．Bil七z　u．　O。　Hodtke，　Z．　allorg　a11gem．

　　　Chem．，66，426て1910）1

11）　0．Bandi8ch，　chem．　Zもg．，3与，913（1911）

12）．、0．Baudisch，＆hd　V．　L　K：ung．，　J．工nd．　Eng．．

　　　『hem．，3，627（享911）．

　　の13）　．M：．　IIin6ki，　Bef，17，11．2592（1884）’

14）． FM．Illn8ki，　uhd　G．　V．　Knorre，　Be鵡，18，1。

　　　．699　（1885）　『「

15）　C．］M［ayr　u耳d　F．．　Eeig1，．Z．　a1｝aL　che耳L，90，

　　　15　（1932）

16）　RBurgess，　Z．　angew．　che肌，9，596（1896）

17）商工省，日本標準規格，鐵及鋼コバルト分析法．

1S）H．　Fischer，　Angew．　cheln。．46，442（1933）

19）H．Fischer　u・G・．1・eoP・1d；A血geΨ・chem・，

　　　　47，9Q　（工934）　　　　　　　’

’2Q）．．H．・：Fi曲her，　Angew．　cheエn，，5α．919（1937＞．

　21）P．LHibbard，．工nd。　E耳g．　chem．　AnaL

　　　　Ed．，10，615　（1938）

　22）E・B・S・nd・ll，　ln4　Eh魯・hpm・An・L　Ed？

　　　9．．464　（1937）

　23）’．．0．B，　win七er，　H：6　M：．　Robinson，　F．　w．

　　　國，工1a血b．　ahd　E．　J．　M：iller，　Ind．　Eng．’chem．．

　　　　AnaL　Ed．，7，265　（1935）

　24）H．Fischer　ulld　G．　Leopold，猛歌nal．　che皿．，

　　　　107，241　（1936）・

　35）C・R・Sanger　and　O・：F．　Black，　J．　soc。

　　　　chem．，工nd。，26，1115（1907）．

　26）　】ヨ【餌lebrand　and　I、unde11，．Apphed

　　　　IIlorgallic　Analysi81929。　p．217．

　27）　爾科學…報，1第44巷，第12號．27（昭．和14・

　　　’年）

昭和15・年’11月

●

o

〆

．電
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硬水用化粧石鹸の清動力試験成績報告

技師服部安二 二託　長谷部俊彦

　　　三等は今回上司の命に依り入手せる硬水用化粧石鹸4種に就き之を硬水用石鹸として使用したる＝

「　場含其の適否に關し試験を施行し次の成績を得たるを以て之を報告す．　　　　”一’．．」

L　供　試　材　料

供試材料は下等の4種にして其の種別及各1箇の重量次の如し．

　　　　　種　　　別　　　　　1箇の重量（g）

　　　1．D石鹸・　　　107，3
　　　2．F石鹸．『『　r111．1
　　　3．　　S　　石　　鹸　　　’　　　　　　　　　　　108．3．

　　　4．　　H　　石　．鹸．　’　　』　　　　　　　108．5「

侮ぼ上記4種の外に牛脂又ほ椰子油より試製せる石鹸及ラウリールアルコール硫酸エステルナト、

リウム製洗剤を参考試駿に供せり減等供試晶の分析成績次の如し．

種 別． 総脂肪質
結合アルカ
梶iNa20と

有機結合硫
_（SO3と

アルコール不溶分　（％）

して）（％） して）（％） 総 到韓ナ£1鍋三二な泳 分

D　　石　　鹸

F　　　石　　　鹸

s　　石’　鹸

H　　　石　　　鹸

試製牛脂石鹸

試製椰子油石鹸
ラウリールアルコ
ール硫酸エステル
ナトリウム製洗剤

附記

78．70

61．18

80．52

78．59

99．10

86．31

66．92

9．22

7．91

9．47

8．78

10．77

1S．49

8．13

1．59

0．57

　0

1．32

　0’

　0

24．70

　　　　　　　1

遊離アルカリは全供試品中之を槍畠せ室

2．26

440

0。34

0．70

　0
『0

0．

0。93

2．80

　0

D．21

　0

　0

0

0．01

0。01

0．04

0．02

　0

　0

0

0．01

0．01

0．01

0．01

　0

　0

0

822

26．84

’9．67

10．60

0．13

0．2（ン

025

磯結合硫酸の項黙示酪雛を輝倍ぜるものは・夘一・レアル・一ル硫酔・ステ・レ

ナトリウム製洗剤の含量に該當す．．

2．試　験　方　法

　從來石鹸の清浮力試三法として報告せられたるものに回米國油脂化三三協定試験法及本邦に於で

最：近報告せられ充る特許洗謝製造禽肚協定試験法皇あり．然るに之等の試験法は回れも三水を基準

として考案せられたるものの如く余等は試みに之を硬水に慮用したるに種々の支障を生じ，到底備

『足なる成績を得ざることを験知せ砂依って種：々比較實験の結果次の如き方法を案畠し之に從ぴ試験
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．F 右’ 鹸

S 石 鹸

H 石、 鹸

試　　　　　1製　　　　　牛．　　　　二世　　　　・石　　　　　鹸

試製椰子r油石鹸
ラウリールアルコール硫酸エステル洗齊1

、　同上50・％．水溶液

。同上25％．水溶液
轟1ウリー㌢ルマ囎薯テル三三獅葡

郵ウリー㌢ルコ脳レ鍛堵テル洗灘1：舞醐

劉のレ肋⊃ニレ礁スチル洗三郎編

甲1．5
乙33．3

・甲1．5
乙33．3

甲1．5
乙33．3

甲2．5
乙60．0

甲3．0
乙667

・甲8．5
．乙88．2

甲8．5
乙88．2

’甲3．5

乙7L4

’甲8．5
乙83．2

甲4．5
乙77．8

甲35
乙71．4

・甲3．5
．乙71．4

甲．8．5．．

乙8＆2

甲．3．8

乙73．7

甲10．8
乙90．8

甲9．0
乙88．9

甲16。0
乙193．8

甲16ゆ
乙93．8

甲13．O
乙92．3

甲16．0
乙93．8

甲15．0
乙93．3

甲13．0
乙92．3

甲・．6．0

乙83．3

甲15．0
乙93．3

甲10ゆ
乙90．0

’甲15．5
乙93．6

甲．15．0

乙93．3

甲9．0
乙．88。9

甲15．0
乙93．3

甲12．0
乙91．7一’

（の　硬度500の水を使用したる場合に於ける1％石鹸及洗剤溶液の清浮力試験成績・

種 別

D 石’ 鹸

F 石’ ．．鹸

S

H

石 鹸

．’ E

石鹸又は洗．剤使用量
1cc

甲1．0
乙　0

甲1．0
乙　0

甲1．0
乙　0

嶺』 垂P9’

試　　　．製　　　　牛　　　　脂　　　．石 験．毘13

試　　　製1　椰・．．子．　油．　石　　鹸

ラウリールナルコール硫酸エステル馳洗剃．

同上50％水溶一問
同上25，％水『溶液
轟ウリー㌢ル’嘱レ硫酸山回テル耀ll髭混舗

轟ウリギノレコ需鞭工君テル洗農彩二流．

2cc

甲1ゆ
乙　0

甲1．2
・乙16．7

甲1．0
乙　0

甲1．0
乙　0

甲．1．0

乙　0

甲ユ．0甲1．0
乙．．．一（｝・乙　　0

甲』 W．0

乙∫一．87．5

甲4．7
乙78．7

甲15．0
．．．． ｳ．93．3

甲8．4
乙88．1

甲　1・8．甲13．2
乙44．5　乙68．8

甲1．0
乙　0

甲1．0
．乙・　0

．甲1．0

乙　0

甲11．0

乙　0

3cc． P…．15・C
甲1．0
乙　0

甲1．5
…．．ｳ33．3

甲1．0
乙　0

甲LO
乙　0

甲1．5
乙33．3

甲1．7
乙41。2

．甲12．0．

乙・9L7・

甲．4．6．

乙78．3

甲1．7
’乙41．2

甲1．7
乙41．2

甲’ P．0

乙　0
甲1．0
乙　0

．甲1．7甲2．0
乙41．2．『”乙一’50．0．

甲1．0
乙　0

甲1．0
乙　0

甲2．0
乙50．0

甲2．2
乙54．6

．甲．1．0

乙　0

』甲1．0
乙　0’一

『甲「2．5
‘乙60．0・

．甲2．8
乙64．3・

引
甲6．0

‘． w「﨟@　83．3

甲3，3
乙69．7

甲2遵
．乙58．3

甲7．4
乙86．5・

甲・6．9

乙85あ

甲5．5
乙＄L8’・
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劉Rノレアノ三寸興ステノレ洗一志錫毘・置旧，縫遇，1：1暑、1：1毘、1：1

‘

（d）硬度50Qの水を使用したる場合に於ける2％石鹸及洗剤溶液の清浮力試験成績’

　　　　　　●　 』　　　　　　　．1．　　．．．　　．．．　　i　　P　　＿．．一
．．．．　．．．．．．一．．．．．．．　．一．

．．種 別

D 石 鹸

F・ 石 ．鹸

s 石 ．鹸

H 石 鹸

試．製牛脂・石鹸
試製椰子油石鹸
宴Eリ・一．ノレアルゴ惣一ル硫酸エスデル洗齊1

伺上50％水溶・液
同上25‘ 刀D水．溶液
轟ウ胞郭ノ鷺山酸工君テル洗謬1纏混合山

郭ウP一蓋アルコ嘱レ硫酸薯ル聯羅彩混融．

亥ウリールア加り蝉酸工子テテ勢1膨撫

石・西口は洗剤使用．量
1cc

．甲．ユ．0

乙吻0

甲1．5
乙33．3．

2CC

．甲3．5
乙71．4

甲3．5
乙714

甲・1．0　甲ユ．1

乙　0　乙9．1

甲1．0
乙　0

甲1．0
乙　0

・甲1．G

乙　0

甲8．5．

乙882

甲8．5
乙88．2

甲5．0
乙80．0

甲8．5
乙8＆2

‘甲5．0
乙．80．0

甲5．0
乙80．0

甲1．7
乙41．2

甲．25．
乙・．6α0「1

甲3．0
乙66．7

3cc

甲6．0
乙83．3

甲5．5
．乙81．8

4cc

甲9．0
乙88．9

甲7．2
乙’86．1

甲3．5・卑8．3．
乙7L4　乙88．0

甲2．8
乙643

甲．4の
乙75iO．．

甲7．0
乙85．7

甲5．5．

乙8L8

甲5心　甲7．5
乙80．0．乙86．7．

甲16ゆ’
乙93．8　　一

酌16．0
乙93．8

5cc

甲12．0

乙9L7

甲9。0
乙88，9

甲13．0
乙92．3

甲11．5
．乙913

甲、7．0

乙86．7

甲1Q．0
乙90．0

甲9．0甲13．0
．乙．8＆9．’．．乙92．3．．　　　『『’

’甲』16，0

乙93．8

甲9．0
乙、88．9

甲9．0
乙88．g

甲13．0
乙92．3

甲13．0
乙92．3

B　浮渣の定量試験　・

●

種． 別

D 石 鹸

F ．石 鹸

s 石 鹸

H 石 鹸

試製牛脂り石鹸
試製椰子．油石鹸．

2％石鹸又は洗齊唖溶液使用：量

硬度5Qの：水を

使用せる揚州

2cc　　・5cc
1・4 痕　跡

硬度500の水を
使用せる揚合．
2cc 5CC

1．2．

2．0

1．6

1．0

0．8

8．7 痕　跡

同’上　1．4　同上

同　上

之．　上

同　上

同　上

25．0

．16．7

11．8

13．9

同　上．

同　上

同　上

同　上
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ラウリールアルコール硫酸．エステル洗齊1

属、ウリギノレコ1、1レ轍工看テノレ洗翻麺四

二ウリー掌ノ「1レ硫酸工君テノレ洗灘麺綿

痕　　跡

同　　上

田　　上

同　　上

痕　　跡　　　同　　上

川　　」二

　　　　　　　　　　　

同上同・上置上
　　　　　　　　　　＝

同　　」二

同　　上

4．考 察

　前記試験成績中の各項目に就き之を考察すれば次の如し，

　（1）硬水に封ずる石鹸．及洗齊晒溶液の消費量試験に就て

　本試験に於て脂肪酸アルカリ牽石鹸帥ち普通石鹸（以下ぞ出こ石鹸と略記す）と高級アルコールエ

ステル性洗剤（以下軍に洗剤と略記す）とはその泡起六三を異にし洗齊1は石鹸の如く泡沫持績性な

く之を：諏置すれば1－2分聞にして泡沫を酒失するを以て洗剤に：封ずる試験法としては本法は全く

無意味なり，而して石鹸巾に於てはS石鹸最も成績良好にして試製牛脂石鹸之1こ次ぎ殆ど同一の成

績を示し以下D石鹸及H石鹸の順序にして1ぞ石鹸は最：も不良の成績を示せり．

　試製晶たる牛脂石鹸と椰子油石鹸の成績甚だしく相違せるは主として函者に含有すろ脂肪酸の鍾．

類及含量に基因するものと想像せらる．

　（2）．漕浮力比較試験成績に蕩鐘て

　　A　汚垢の比色試験

　本試験成績に：就き二二効力判定の健lll．ヒ汚垢80％以．上を洗除し得るものを有効と看倣し之を細括

表示すれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　硬鹿5。の水に　　　硬度5Qoの水に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃す．是懸嚢．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封ずる成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．鱒剰・輸液・鰍レ・・蓉液

1）

F

s

1r

髪

製　　　椰

　　石

　　石

　　石

　　石

牛　　　脂　　　石

油

　　　脚錘せず　　　［度関せず．1．　…
　　　　
　　　　　　上　　　同　　　」二　　1司　　　」＝　　同　　　上

　　　　
．一戦．L＿±空』に轡旦ご！・」竺」三i轡

　　　I　　　　　　　　　　　　l

鹸回上13CCに鮪桝4上同上
．趣・三山醜．∵Ll一二

子 石

鹸｛・c…て有娠にて有効1・・にて・颪漏．

酬同

鹸i緬こて昌昌
　　l　　　　　I
㌔蜘こ翻∫轡ICにて働

ラウリールアルコール硫酸エステル洗朔

。　、、、、）弘一，k溶液』c，にて調！。cに鮪効1，cc、．て欄1

同上25％ホ溶液
窒bCにて働rcC　lこ笥効i4CCにて遡

　　　　　　lccにて有効．1ccにて有効．1cCにて右効1cc　r（て有効
1

l　　　　　l同上
「　　　　　　旨司　上
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ラウリールアルコール硫酸エステル洗剤50％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混合品　2ccにて有効椰　　　　子　　　　油　　　　幽石　　　　鹸5Q％

轟、ウリー掌ノレコマ評酸堵川先謬篶混舗同上

芸・・一ル・礎・スチル洗鰐1髪混合品トに嘱

　　　　　L
lccにて㈱窒モbにて葡

2ccにて．有効

同　　上

同　　上

4CCにて有効

同．　上

同　　上

同　　上

　前記成績を矯るに供試4種の硬水用化粧石鹸の硬水使用に於ける清浮効力はD石鹸及玉石鹸幾分

優るが如きも他の2晶に卒し適確に優劣を附すること困難なり試製石鹸の効力も亦槍品と殆ど同襟

にして洗剤の効力セこ比すれば訊れも遙かに微弱なり．爾ほ常水簸硬水に封ずろ石鹸及洗テ剃の清浄力

の關係を考察すれば次の如し．

　硬度5Qの隔意使用に於ける石鹸及洗剤の効力を比較するに石鹸の清浮効力は洗剤に比し著しく

微弱にして比較的多量を使用紫ざれば洗剤と同一効果を示さす叉洗剤に石鹸を混用するも洗剤固有

の瀞力競弘驚ことな喚く或はタ・・クを以て之賦へたるものと共効力殆ど同一なリピ

　硬度50。の．硬水使用に於ける石鹸及洗剤の効力を看るに薪水の場合と同様にして石鹸は比較的多

量を使用せざ医しば効果なきも洗剤は曝しく少量にて効力を示し叉洗剤に石鹸を混用するときは却っ

て洗剤の清浮力を減じ錦鳥腎ゆみの場合の歎倍量を使用せざれば効果なし建って石鹸の共存は洗剤の

清浄作用を妨害するものと認めざるを行ず．但し此現象は洗剤及石｝鹸混合晶の1％溶液使用の場合

にして同混合品を2％溶液として使用すれば1％溶液に於けるが如き石鹸溶液による妨害作用を認

めすこの理山は恐らく1％溶液の場合は石鹸によりて結成せらる湯壷淡を溶濡せしむるに要する洗

剤の量に不足を來たし2％溶液に於ては其所要量に．魅せるが爲めならんと思考せらる．

　　B　浄渣iの定量：試験

　；本試験に於て石鹸娃洗剤の2％｛津液2ccを使用したる場・含浮粉の量1は常水蝕硬導く中に1て使用せる

もの共にS石鹸最大値を示しH．石鹸及D石鹸之に次ぎF石鹸は最：小値を示・せり又試製牛脂石鹸．及椰

子油石1蝋ま硬水の場合に1ま軌れも鞘多量の浮渣を生するも椰子油石鹸に画歴を％一50％混和して使

用するときは痕跡梶度の浄掩を析嘉するに過ぎず　この珊hは洗剤は硬水中石鹸によりて結成すべ

き浮渣を1「報せしむるものと解せらる而してS石鹸の特に多量の浮渣結成を示せるは封泥摂動洗剤

を杢く混有せざるに：因るドくF石鹸の浮渣量最も少きは洗醐の共存と共に特殊の脂肪酸によりて製：

回せられたる石鹸の作用によるものと想像し得べし次に石鹸拉洗剤の2％溶液の使用量を5ccに増

加するときは4種の紅熱及試製石鹸共に50。の硬水中に於ても殆ど浄渣の結成を認めざりき．乱れ

硬水中に於ける石次，マグネシアの含：量と之に封ずる石鹸量との關係によるべく脂肪酸婿雄1等の

不溶物も蟻聚の石鹸によりて洗出せらるN蝕めなるべし從って硬水に封し平通石鹸を使用するとき

は浄渣を二丁せしめすして充分清浄の二二を蓬せんが爲めには一時の不快感を忽ぶは勿論多量の石

鹸を一三するを要すべし然るに之に％％以上の洗剤を混和するときは浄渣の結成を防ぎ石鹸二三量

を節減し得べきを認む．

　抑々石上使用時の快適魍よ泡沫幡生1劇こ於ける分散及乳化状態に著しき閲係を有し石鹸使用時に

於て二二と共に二二せる脂肪酸アルカリ土笛類の分散を促進し乳化を保持するためには二二の二部

石鹸に比し｝、微脂肪協アルコールの硫｝駿エステル化物部ち洗ノ棚元：適とせられたり．赦にイ1鹸業者は

清瀞力よりも寧ろ叙上の鱈を剛巴して普通そ磁に封ずる混和剤として洗剤を使用したるものなるも
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前四三示すが如く．離磯回丞三三て購三根畦て却2マ．津脚瀞力を鷹唄
つ分散力弱きため汚垢を凝詰し三三を三三し石鹸使用時り不快感を大ならしむ．斯の如く硬水の場

合には清雌の目的に普通石鹸を使用することは全く無意味にして寧ろ硬水中に於て清浮力大にして

浮渣を析雌せざる洗剤を軍猫に使用することの合理性を認めざるを得す但しラウリールアルコール

及其他高級アルコールの硫酸エステル製洗剤は原料三三産三等の關係よ砂普通石鹸に比し高便にし

て其製産額も亦後者の如く潤澤除ちざるの訣黙あり故に之に適當なる賦形物質を撰用し以て旧格低

廉にして實用に適するものを考案すべきなり．本問題に回しそは目下研究中なるを以て他1一三を報

告するの機あるべし・

5．総 括

　本試験成績¢》全般にi封ずる詮明は前記考察中r詳述せるを以て蚊匹其の重複を避け之を総括すれ

ば次の如し．　　　　・

、1．、．供試4種の石鹸は敦れも普通石鹸若しくは普通石鹸を主成分として之に分散剤の目的を以て

4％前後の洗剤を添加せるも㊧なるを以て硬度180未満の三水用石鹸と認め得べく硬水用石鹸とし

ては適當ならす從って其の硬水申に於ける清浮効果に回し優劣を附すること困難なり。

　2．普通石鹸を硬水中にて使用すれば清浮力微弱なるのみならす多量の浮渣を結成するを以て不

快の感を懐かしめ化粧用石鹸として不適當なり．然るに高級脂肪アルコPルの硫酸エステル洗剤は

硬水中に於ける清浮力宋にして浮渣を析出せざるを以て化粧用石鹸として最も適當なり而して之に

：普通石鹸を混用するときは却って其の魚雷作用を妨害するを以て全く無意味にして寧ろ洗剤を山面「

に使用するか若しくは其の作用を妨害せざる適當なる賦形物質を混用することは最も合理的方法な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りることを思考ぜしめたり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
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鴨

・清酒のホルムアルデヒド含量測定法に就て
　　　　　　q　　’　　　●　　　　　　．　　　○　　　　　　　　　　　　　　Ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　●　　噂　　　　　●　　．

　　　　　　　　　技手　遠　藤　與　作、

　　　　　　　　　　　る
　溜酉に写しホルムアルデヒドの定量を施行することは既に當該公定読万法あ存する寡上野ね之を

必要とせざるものなるも，特別の場合右の要求ある際には由來ホルムプルデヒド試験に就ての経験

に依増して卵白鐵反慮によるホルムアルデヒドの呈色を利用し比色法に依り定量の目的を途回した

るものなり．．然るに本反憲は試藥の性状或は稀繹法の差別に依り凹凹状態に影響現はるを以て比色

定量を施行する場合には特別の注意を呼野するの要あるものにして其條件と認めらるるものを揚ぐ

れ・ば次の如きものあ砂．

　1．卵白鐵反慮に擦るホルムアルデヒドの呈色は卵白の品種によって顯色状態虹に鋭敏度に差を

　　生す．

　象　清酒の蒸溜成分は卵白鐵反鷹の鮮度を不良他す．

呂・ホルムアルデヒドの含量20萬分ノ1駒多きものは呈色濃厚に過ぎ30萬分ノ1程度のもの

　　比色に適す．　　　　　　　　　　　　．

　右の條件を克服する営めには本ルムアルデヒド試験の維験に乏しき者は志づ比色用標準液として

ホ～セムアルデヒ下含量の既知なる清酒を用意するを要す．予は清酒に添加されたるホルムアルデヒ

ドの量を測定するの任を捲閉せる際，前記の事實を顧慮して帯封にホルムアルデヒドを含有せざる

清酒を相當量準備し試験に着手し次の如き成績を得たり．而して蝕に之を報告する所以は清酒中ホ

ルムアルデヒド試験の公定法登表後之を定量に利用したる場合の事蹟に尽し丈献上前例とすべき記

載の存せざるが故なり．

實　　施　　方　　針

　試験方法は清酒申ホルムアルデヒド試駿の公定法に準朦し，先づ豫試験として該法k回りて得た

る第2溜液を水を以て稀繹して製したる諸平骨液に就て所定の反慮を槍して可槍清酒に於けるホル

ムアルデヒド含量を概測し，次に本試験として可槍清酒にホルムアルデヒド不含の清酒を混じて製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コしたる稀澤酒と，ホルムアルデヒド不含の清酒に1定量のホル屯アルデヒドを含有せしめて製しだ

．る標準酒とを公定法に櫨りて夫々試験し，其場合回者より呈色の近似せるものを登干したる時は其

試料の調製割合より試験の目的≧する可槍清酒のホルムアルデヒド含量を求めんとせリジ

　標準酒のホルムアルデヒド含量を分藪にて表したる数値をK：’とし，可楡清酒の稀繹倍数をmと

し，四壁清酒のホルムアルデヒド含量を分数にて表したる数値を佑とすれぼ求むる砂の値は次式

より算田さる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω＝；K×m

　　　　　　　　　　　　　　豫試験成績（第1表）

試翻剃　試 料 卵　白　鐵　反　鷹 昌トロプルシツト反慮

・瞬　液・其　倒阻濃’紫 色）　　lll卜（濃　　藍　　青　　色）

、



’

58

、

遠　藤　與　作

　　2　5倍灘程液　甑（濃：・紫　触llllド儂幽’強、・青　色）
　　3　．　10　倍　　稀　　繹　　．液　　IH卜（濃　　　．紫、　．色），lll卜（濃　　藍　　青　‘泡〉　　。

　　4　’20倍稀羅液　世・（紫　　　色）世僻’青　・旬
　　5　25．倍稀稗液，督（淡　紫　色）’擁（淡藍青　色）
　　6　50倍稀縄液±（淡黒色紫色鮮明ナラズ）一・て黄　緑　色）
　　髄’訟料1號は可棲清酒・より得たる第2溜液とす．2．號以下の試料は1號に表記¢）割合‘こ水を添加して製せ

　　　　り。
　　　　　　　　覧
　前表の成績に櫨れば卵白鐵反慮の呈色限度より看たる最：高稀繹度ぽ50倍なる．を以て該反慮の三三

庚より推定し℃可槍清酒のホルムアルデヒド含量は概略1寓分ノ1程度なることを想見ぜしむ．湿

て次に行ふ本試験に在りては可槍清酒に封ずる稀繹度は25倍乃至30倍を以て安當とする，ことを知．

り其要領を以て實験に着手せり．

　　　　　　　　　　　　　　　本試験成綾（第2表）

虚蝉號1試 料
ホノレムアルデヒド

ノ　算定含・量 卵　白鐵反鷹
二竃　　ト　　ロ　　フ0　ノレ

シ　ツ　ト反慮

標準

試験

試瞼

標準

試瞼

1

1

2

2

‘3

25万ノ1量ノ「ホルムア
ルデ・ド鮪標準清液

25倍野馬’可槍清酒

26．7倍稀繹可検清酒

30万ノ1量ノ「ホルムア
ルデヒド含有標準清酒

3α8倍稀繰国富溝酒

1万分ノ1

9375分ノ1

9750分ノ1

＋　（淡　　紫　　色）

標準1號昌比シ濃．シ、

標準1號昌比シ淡シ

＋　（淡　紫　　色）

標準㍗2’號昌比シ濃シ

什　（淡藍　青　色）

標・準1號阿比シ濃シ

標準1號k・比シ淡シ

＋　（後二青色ヲ呈ス〉

　　　　　噛ゆ．圃繭
標準2號昌上ピコシ濃シ

　　註識1號は可鯖酒をホルムア・げヒ1杯含の清酒（以下之を二二清酒瑠す）を以て20倍に辮
　　　　したるもあ（以下之聖20・倍旧稗可検清酒と稻蛍）・80CCに三二用清酒120　ccを混じた一る・もの》試験牙

　　　　號は20倍稀繹可検清酒75ccに稀澤用清酒25　Gcを混じたるもの，試瞼3撫ま20’倍稀糧可検溝活65・

　　　　ccに稀日用清酒35　ccを混じたるものなり・

　前表の成績に擁れば可槍清酒のホルムアルデヒド含量は9375分ノ1～9750分ノ1の聞にあり．

1從て町回の亭均値を探りて其含量を9500分ノ1程度な砂と推定すべく，更に稀志度を攣更して多

くの可槍試料を調製tで試験すれ軍一漏精密なる結果を求め得るものとす．

　　昭和16年1月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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小野校プール永の晒粉凹凹法粒濁度検定法に就て

披手小川く俊太：郎．・ 囑託風間’美佐雄

緒　言

第1章試瞼を實施せしプ臼ル

第2章　試験成績

　（1）　A校に於ける試験

　（2）B校に於ける試瞼
　（3）　C校に於ける試験

日3章　総括拉考i察

緒

爵・ 、亥

　　（1）プール水の細菌學的試験成績に就て
　　（2’）プぬル水の三水限度に就て

　　（3）工瞬粉投爽法に就て

　　（4』）「遊離盛素の逸散速度に就て

　　（o）消毒敷果に封ずる入泳者の影響

　第4章結論
　　疸　記
　　文　献

言

　鵜く所に依れば現在に於て小網校プールは墨継藥剤師の管理に委釦らるる塀合多し．此情勢に鑑’

’るときは學校漆剤師たる者は其責務を完うせん爲めにプ戸ル水回毒蛇r雌管理法に回する智識の遺

漏なきを期すべく惹ては予輩も之に無關心たるを宥さざるものあらん．

　血漿に於ける小春校プ炉ルは建議式構造等k統一を飲き入泳者数も學校の環境に從ぴ多寡の差あ

るもプール水の鴻毒は概ね晒粉浩毒法に懸れり．而してプール水の消毒に翻する研究は昭和2年頃

より着手され昭禾艀年には添木氏等の提案を見叉翌8年飯村氏は既往の研究を綜合して溝毒に察す

る指導方針を指示せり。鼓に此等報告の犬要を記述すれば次の如し．　二．．

　晒粉溝毒方法に幽する茂木資望の結論

　（1）晒粉投入量の標準は投入．時1こ於て遊離瞳素量0．5・P．P．m．とす．』

　（2）投入時闇は1日1同の場合は朝入泳前1時闘とすボ

　（3）投入回数は己むを得すんば1日1同とするも1日2同を最可とす．

　（4）例日夕刻1同消毒による致果は前二法に劣る．

　（5）晒粉は之を始め州県となし次で約100倍の水に溶解し放置し其．上澄液を使用すべし．

　（6）管理方針としてはプFル管理者はオルトトリヂン法により1筒数同プ幽ル水難の遊離監素

量を測定し之を常に0．2～0．5p夢m．匠保持せしむべし．’

　晒粉消毒方法に關する飯村氏の指導方針．、

　（’1）有敷盤素の使用量を1・同0，5p．p．m．としプールの’満水：量に封ずる計算量の晒粉を投入す但

し絡肩プールを使用する際には朝1同正午1同の如く3時聞毎に晒粉消毒を施行す．

　（2）投入法は晒粉を乳鉢に容れ少量の水を加へて研磨し上澄液を別器に移し然る後新なる水を

用ぴて右の浸三法を反覆し斯くして得たる上澄液を合し之をプールの中央に投入しプール水の牽般

に亙り善く二三すること．

　翻て小學一一齊獅諸氏に就き現下の實門門を下取するに，氏等は市井に於ける自らの業務に携り，

傍ら忽忙の聞数旬に亙る夏期プール開設期間申之が管理に三三するの事情にあり從て其消毒乃至一

般管理法も簡便なるものに追從するほ當然にして現在東京市丙一部の小三校プールに於ては次の如
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き方法の行はるるが如し。

　1日1同夕刻消毒法

　（1）夕刻排水完了，夜闇プール洗蘇（此場合晒粉を使用することあり）

　（2）翌早朝満水，．第1日は三三入泳せしめ午後遊泳絡了後プール水量100m3に就き5009の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋　　’
晒粉を用ひ其上澄液叉は乳液を作りて投入す．

　（3）第2伺朝必要に慮じ注水し浮遊物b浮塵等の除去を行ひ入泳を開始し途申概ね若干の注水

を行ひつム開学後前日と同様溝毒を施行．

　（4）第3日乃至第5日¢！三豊法は前日と同じ，外観上プール水の汚濁著大㌃りと謬めたるとき

は夕刻排水しプール内部の清掃等施行す．

　プール水の水質條件に聾して茂木氏等は次記を標準とすべきことを號表したり．

　細菌學的試験に在りては

　く1）37。に於て24時聞の塞天『二板培養にて槍水1ccより細菌100箇以下なるべし。

　（2）槍水1ccより遠藤赤化菌10箇以下なるべし．‘『

　理化學的試験に在のては
’

　（1）カメレオン消費量　　15mg／1を超ゆべからす．

　（2）反慮層微アルカウ性なるべし．

　（3）アンモ昌ア　　痕跡1

　（4）　硫酸　　　 旧記亦．

　（5）’亜硲酸及硝酸　　樽町すべカyらす；

　（6・）臭町回沈渣　　認むべからす．

　（7）濁度（上水試験法による）　5．0度を超ゆぺからす．

　（8）骨盤素量　原水の2倍量を超ゆタからす．

　上記に從ぴ管理上施行する理化學的試験は固よ卸学校藥剤師にξりて寧ろ其得意とする所なるも

之が實施に要する長時間は甚だ好ましからざる所なり．㌧

　上磁べたる如月邦に於ける輝校プール水の沿翻三三卿關す繍鶴殆ど其指勒針
の完成せりと言ふ憎きも蝕に余等の本報告を提申する所以は管理の實際の衝に計れる墨校藥剤師諸

氏に其間の事情を再認識せしめんが爲に此に關する資料を提供し且は塾三三旧師諸氏の境遇に則し

たる管理法を槍離せしに外ならす．以下昨夏約1ケ月・に熱る實験成績を基として本問題に關し論及

せんとするものなり．1

　　　　　　　　　　　　　第1章　試験を實施せしプール

今同の試弾供用せるプール贈榊田瑚に在り・識實施嘆立旗肱構造，設備等に

就き當三野學校門特等澹當墨引藥剤師諸氏を煩はし其調査を行へり，．之を一覧表となすに下の如

し。（但し昭和12年度及13年7月半の調査結果による）

　　　小出校名
　　プールの位置
一　　一．｛i嚢・　蓑i無

　A一

階　外

　18

　6』

　1．5

　1．0

　B

屋外
14」55

4．53

　1．1

0．8

　C

屋外
　25

　「6

　1．5

　1．0
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　　　構、　　　　　造

ギ1

．姻∴警1
　　　使　　用　　水

　　　全容：量’（Ino）

…｛1諭1

騨焦量講
　　　緑　藻　獲　生

藤／テ讐曝

　　　入泳者種別
　　　兇童入泳李均数（1日）

水魚｛婁． y
　　　三水時のプール清掃法

　コンクリート磨出し

　　　　fケ

　　　底部に1ケ

　　4周に有す
片側に沿ひ全長に互リ
コンクリート約1尺
　　　特に設けず

　　　　2ケ

　　目路は板敷とす

　　　市水道水

　　　　120

　　　　6日目

　　微濁を認む

水表面の浮塵除去及盗
三分の補給

　　　朝1同

　　　約　10

　　　認めず

　　　晒　粉

　　　　5

　　　夕刻1回

魑　　上澄液使用

兇童及18歳未満の卒業者

　　　　110名

　　一遍又は水影

　海水着叉嫁ズロ・一ス

．水洗ブラシ等にて清掃
す

　内面白色タイル張i

　　　　1ケ

　　底部に1ケ

　内壁面全部に有す
板　部　約、1良
格子鐵板部約1尺
　　特k設けず’

　　　　9ケ

　　近接　す
　　　市水道水

　　　　66

　3日目叉は4日目　・

　　外観による

　　白濁を認む

　　溢流分を補ふ

　1日2同不定期

　　　認めず・

　　　晒　粉

　　　与

　　　夕刻1同．．

　乳液1：20を用ふ

　児童卒業者及回訓生

　　　140名
　　水．　’樟

　　　ズロ　ース’

水洗晒粉乳剤にて清掃
す

　　　　　　　　　　　　　　　第2章試．駿域三

等載の順序は學校別に依る．

（1）　ム校に馳ける試験

．（イ）第1同試験（8．月2日一5日）

側壁ヲンクリ・一ト底部

白色タイル

　　　　1ケ

　　深部に1ケ

　　完　備　す

　　、特に設けず

ζ　　　　　　＿

　　　’4ケ

　　、市水道水

　　　　150

　　　　4日目

　　多少汚濁す

　　盗流分の補給』

　　　朝1同

　　　認めず

　　　晒　粉

　　　5．

　　　夕刻1同

　　乳液使用
　　　個品のみ

　　7月中110名
　　8月中50名
　　水・　揮

　　海．水着「

水洗，ブラシ等にて清一
掃す

　本校プPルは本年7月落成’し7月奮1日より使用を開始せるものにして三等の試験を施行せるぽ「「

プール開きより約牛ケ月を維過したる後なの、入泳者は7月中1ロユ40入を超へたる事あるも本實

験期間申には梢・々減少せり、．本期間に於ては1月1同夕刻プrル閉鎖後晒粉6ρOgを水にて解きて．

其上澄液を水面に撒布したり．各試験成績は次表の如し．　　　　　　　、　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1同試験．成心

「月　　　　　．目

換水後の日数

採　水　時　商

天 候

幻v工II

1

　44．154455・P．M．　P．M．　P．M．　P．M．

　曇
小　雨

　曇
小　雨

’3／VII工

2

4／V工II

3

5／VliI

4

　9「11　39．3011ユ04．109．ε01．3〔｝
A．〕M［．A．M．　P．：M：．　A．M．　A．M．　P．M：．　A．〕M．　P．M．

曇輔1副小曇雨同螺雨 雨「 雨、
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水　　　　‘　　温

注　　水　　超：（1n3）

入　　　泳　　　者

濁　　　　　　　度

遊離羅素（P・P・恥）

細．　菌　　　数

逡藤赤化菌数

晒粉投入時間及量

25．5

127

0．15

直後に‘
晒粉上
澄60eg
投入1

0．6

25．0

1

0．13

0．45

1

0．30

25．0

15

Q．13

0．03

14

0

26．0 2．65

55　　27

0．56　　0．80

0．01’

79

　0．6

直後に
晒粉上
澄100g
投　入

26．0

　6

25

　0．82

　0。C3

120

　4

28．0

54

　0．80

　0．01

160

　5

27．0

0

0．85

，、、。［2。。

10

0

0．83

410　999

22　　11

晒粉の
投・入・

中　止

0

1．26

3CO

　8

　　下面遊泳入詞はプール水100鹸慮りに換算したるものなり．午前申の入泳者合計は午前中最後の試験

　　　　　時・又午後中の入泳者合計は午後最後の試瞼時に於ける撒を以て蜘得べし・

　　　　　細酋数は検水1ccの37度24時間亭板培養による威績なり。

　　　　　遠藤赤化菌籔は槍水ユccに關する成績なり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　8月2日は換水第1日目なる故書聞入拙吟のプール水中には遊離盤素を認め一型．プFル使用水は

市水道水にして水道水申には：0．1p．p．m．程度の遊離盤素を楡禺せしも満水後のプール本よりは槍平

すること能はざりき．露するところ満水は早朝にして午前申め試駿時事迄に此程度の盤素は浩費乃

至は滑散するに基くべし．同日夕刻晒粉投入後遊離堕素は0．6p．p．m．程度を辞せしも約1時間にし

て0，3p．pボm。程度に減少せり，8月3日午前中の試験より醜に遊】雛監li素量極めて僅：微なり．同日夕

刻再び600gの晒粉上澄液を投潤せしも8月4Hの試験時に於ける遊離盤素は之叉微々として同日

夕刻晒粉の投入を中止せるに翌5日の水畔には最早全く遊離華麗を認めざりき．細菌藪により消毒

敷果を題するに此聞天候の国母より入泳蓉も少数なりしが8月3日及4日の午前申は遊離藍素量の

微々たるにも拘らす甚しく増加せす．同日午後より次第に増加の傾向を顯し5日は途に1000箇に

及べり．遠藤赤化現数も嬉々同一の傾向を有す．要するに本期間は入際申の遊離盤素は常に僅少な

りしも一面入場者の増力1せざりしためブPルの一般汚染度低く比較的無難の結果を生ぜるものと推

察す．

　　（☆）第2同試駿（8月7日一11H）　　　　　』　　　　　』　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　第1同試験期は雨天多く其結果は豫試験の程度を禺でざりしを以て全く直直と同じ條件の下に今

回識を施行せの・燗8月9賑・珊の繭晒粉上灘凱後磯上素の糧を細ずせり・

入泳者藪は日日100入内外を算したり．試験成績を表示すれば爽の如：し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2「同　．試綴‘成績　　　　，

月　　目

換水後の
日数

採水時間

7阻

　1

下Ip：M．

81VI工工

2

£：畏呈IA品」P壷．

天　　候

：水　　温

注水量．
（m＄）

入泳者

晴

28．0

58

同左

27．0

23

0

同左

27．0

35

同左

28．0

49

91V工工1

3

．101VIII 11／V工II

4 5

ム覧漁罐E躍：盤ぽ鍵盤1。血匿：釜1羅降：盤1養：盤lp鱒：搬監

小雨

28．0

0

曇

28．0

同左

28．0

33・0

同左

28．0

0

曇
小雨

27．0

16

0

曇

27．0

33

曇

28．0

47 0

曇

26．0

33

0

晴

26．0

70

同左

28．0

62
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濁　　度

遊離璽素
・（P・P・皿・）

細菌激
逡藤赤化
領国
’晒粉投入

の時間及
：量』

0．50　0．52

－　0．06

1102　15

1．0　0

昼P．M．

晒粉上・

澄60D　一
9投入

〔（L曾0

0．05

！16

1つ

ユ．ε0

147＝

4

4P．M．

同国

1．30

0．08

12

0

1。60

±

0

0．32 0．30

識：翻

4　308　46窪

oolO
　I　「
　　　　14P．遭．

　　　　1同左・

0．05

、⑳1，、5・

0．01

64

0「

0．01

151

1．

8．50　一’

士1α30

ユ701

QOO　－

0　　－

4P．M．

同左

026 025 020

　換水第1日の水中に遊離塵素を認めざること前同の如し＿以後毎夕消轟を施行するも翌日の淺飴

盤素量は略ぼ前同の其に等し．細菌との關係を槻る．に消毒を施行し回る翌朝の上水に就ては前日夕

．刻に比し二二に菌数の減少を認むるも全農を通じてはな巖次第に増加の傾向を有し且試験期間申．2

：向の異常塘加を認めたり．斯くの如く多藪の菌の存在する可能性あるは未搾消毒の不完全性を立讃

するに外ならざるべく以上2剛こ亙る試験によりて本プみルは夕刻600gの晒粉上澄液投入による

時は僅に1日嗣100人内外の入泳者を以てするもなほ汚染の危瞼ありと蓉ふを得べし．

　　（ハ）第3同試験（8月14日～19日）

　本試駿に於ては晒粉の投入方法耳同数を攣更せ’り．印ち約600琴の晒饗を木綿布を以て製し㍗る

二重袋中に容れ典上部を把持し右手を以て輕く袋を外部より墜し袋を可及的水面下深く沈め之を左

’右に揺動せしめつつ速にプPル内を循環し投入後大入3入をして5分聞遊泳せしめ’プFルを充分掩

絆す．而して前牛14日及15日に湿ては1日夕刻1回の投入を行ぴ後牛16日より18日・に於ては此

外毎朝児童入試に先立ち更に同標の投入方法により晒粉300gを投加し其都度遊離三三の減少1伏態

．．及之が浩毒証果を槍せり．試験成績を表示すれば次の如し．

第3同試験成績

月　　　　日

換：水後の日数

操水時間

141VIII

1

齪．躍1即興鑑

』天　　　　　，候

・水　　　　　　温

．注水量（m3）

入　　泳　　’者

・濁　　　　　　度

カメレオン消費：量

一遊離直直素（P。P．m．）

細　　菌　　数

遠藤赤化菌激

二二鵡i

暗

26．5

62

・0．7

1．58

41

0

同左、

0．88

畿讐

附

同左

0．60

同左

0．43

同左

0．35

15／VII工

2

劃劃認歯．欝P監」蹴

同左

0．03

同左

25．0

21

37

1．0

1．44

14

0

同左

27．0

37

1．3

2．01

15

0

0．70

3，30P．

M．同
左

0．55 0．40 0．30

16／V工II

3

。躍：鯉」産：ミ劉驚・羅

0．07

8　A．
亙．300

9投入

0．42

10

020

曇

26．0

31

1．7

1．72

0．05

12

0

0．Oa
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月　　　　日

換水後の日数

探水時間

ユ6／VII工 171VIII ，181VIII

3・ 4 ・5・

講論醐R瓢1。跳温雌1三宝櫨三門購：下
天　　　　候

水　　　，温

注水量　（n〕ゆ）

入　泳　　者

濁　　　　度
ガメレ．オシ潰

、費量

遊離腱素
（P．P．m．）

細　苗　数

逡藤赤化菌数

晒粉投入の時
間及：壁

晴

26．5

37

1．7

2．15’

0．01　1．2δ

農1

3

4P．M．
60，9投
λ

ゆ・稲・
　巽

i㌧

1ユ3 1．10 1．10 α3 02 0．1

9A．M．

3009投
ス．

晴

25．5

10

37

1．50

2．44

0．05

5

0

晴

26。0

36

2．00

2．44

0．02

30

0

4P．M．
6009
投入

0．50 0．1

8A．1近．

3じ99投
入

0。25

晴

25　’

32

44

2．0

2．59

0．05　0，03

21

0

晴

26．5

191VIII

6

謝亜

70

2．1　．

、3．45

0。03　0．1

47

、。1皿

階投

曇雨

26

39

2．0

3．88・

0．09・

σ

’σ

　　表に示す成績よりせぱ拉入方法の攣更により．一般に疫入直後の遊纏素の増加を認む．其後の減：

少野幌は何れ¢）．臼も概ね同一にして2時間後の午後6時に至り少きは0．3p．p．m。多きは1．Op．p．m，

　残留するも翌早朝には既に0．ip。p．m．甚しき偉0。07p．pm．程度に迄減少し午前6時0，3p．p．m，礎

・塾せるは前日夕刻迄の残留著明なのし17日のみにして総じて前日照明相當認めたる残罪驚顔も翌朝，

’迄には甚しく減少するを知るべし．而して15月の實騨により其後時間の経過につ船早朝跨留せし遊

　離開素も急速に消失する事明なるを以て鼓に16日より朝野童入泳前の投入を實施し之が訣を補はん

　とせり。測定結果によれば16日朝8時300g投入し30分後0。42p．p．m．を得たるも僅に1時間にしで

0．2p．p．π1，と成り2時閥後0．05p．p」n．に減少し17　Hも同じく投入後1時間牛にして0．05p．p．m．18日ぼ

　約3時間を出ですして0．04P．P．m，更に19日は1時間牛にして0．OgP・P・m・に減ぜり．巨Pち兇童三三

　前投入．せ’し晒粉による遊離盤素は急速に消失し2～3時聞にて0．1p、p．m．以下となることを知れり。．’

　然れども細菌激を参照するに細菌試験陳水と同時に定量せる遊離壁素は前2回の試一時のそれと差

　なきに心す杢細菌数の黒に於て盤素沿毒の敷果は歴然と現はれ第2同試験に於ける如きプFル水門

　染に件ふ細菌藪の増加傾向並異常なる細菌藪の現串は防遇し得たろ外例日午後に至るも猫細菌二丁

　の増加せざるを認めたり．．帥ち今一の試験によれば晒粉投入方法を改むることにより投入後の遊離

　盤素を保持するは不可能にして翌午前入上前に投力｝；せる場合に於てすらα5p．p．m．程度の遊離三二’

　は2～3時言にして0．1p．p．1n．以下に減少す．然れども午前300gを投入．せば其上灘素が午前申に『

　0．05p，p．肌程度となるも菌の一三することなく更に午後に至り．0．03　p．p．m，以下となるも同様なぼ

　菌の増加を招來せす．

　　　（二）第4同試験（8月28日～30日）

　　8月28日には約111名の入泳者あり。夕刻晒粉350g投入したるに翌29日早朝淺飴盤素0．15p．p．1n．，

　を認め9時晒粉同：量を補へるに2時問牛後に至るも0．25p．p．m．あり午後3時に至るも猫0．12　p．p．mr

　を籐したり．同日夕刻に350g投入翌早朝前日とほ璽同量0．2p．p．m．残溜し午前10時更に350g批

　入以後兇童不在の爲10数名の男子卒業生ρ使用に任せしカ’樋i難素は此間前日と同様0．7p．p．m．よ．
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り0．2P．P，m．迄低落し午後更に見童100名入泳し始めて0，14P．P．m．と減少せり。以上今回の成

績を綜合するに最も顯著なるは遊離盤素の幾分淺留せる事ならん，即ち投入絶封量は常に以前ρ諜

験時よ砂少量なるに拘らす夕剰投入の分は翌朝迄残り叉二間投入の分も其減少緩慢にして雌等の現

　　　　　　　　　・　　　第4同’試験成績

月　　　　日 28／VIII 9 291VIII

換水理の日数 1 2
、

採水時間
9．40　9．50　10．40
`。M．　A．M：．　A．M． 羅1躍／多：雛：盤臨 亙：盤1遡 猛臨

3．55

FP．M．

5．30

oM．

天　　　　候　三

水　　　　温

注水量（m3）

入　泳　者

濁　　　　度清　浮

遊離朧素
　（P．P．m．）

細　菌　数

蓮藤赤化回数

　　　　　　9．40
晒粉投入のA。M，
塒…問及量2009投
　　　　　　入

同　左

25．8

0．52

5

0

同　左

26。0

0．13

同　左

0．09

同　左

2615

72

1．70

0．07

2

0

同　左

26．4

同　左

27．0

55

2．50

0．01　’0．38

　12

　0

P鞭
同左

同　左上　曇

26．8　　26．0

0．30　　0．20

　　　3

　　　0

　　　9．55
　　P．］M［．

　　同　左

同　左

25．0

0．50

晴

90

3．0

0．40

4’

0

同’、左

　4．7

020

　4

　0
3．50

PごM．

同　左

同　左

27．0

35

0，60

同拳
28．3

0．52

月　　　　　　日

制水後の日数

探’水　時　間

曲　　　　　　　　候

水　　　　　　　　温

注　水　：量（m3）

「入　　　泳　　　者

・濁　　　　　　　　慶

遊離縢i素（P・P・m・）

細　　　菌　　　敷

遠藤赤化工数

晒粉投入の時間及量

30！V工1工

3

　8
A．M． 羅1蟹

11．45・
A．コM［，

　3
P．M．

同　　左

25．8

　0．30

　18

　0
10A．M．

100g投
入

同　　．左

26．0

0．30

同　　左

26．0

0．50

5

0

同　　左

27．5

95

4．0

0．40

18

0

．同　　左

28．0

35

5．3

0．25

3

0

31／VIIi

4

●8
A．M．

牛　　晴

25．0

？

5．4

0．01

3

0

　　備考18月30日には晒粉投入を施行健ざリ・し上遊離盛素激減せるにも拘ず菌数少きは前夜青年校生徒の多

　　　　　数入泳したるため水の盗流甚しかりしものと推察す・．

象は何虚ゐ雷雨に於ても嘗て見られざりし事實なり．之を細菌数と野照するに之叉成績優秀にしで

溝毒血果の充分なるを推察せしむべし，

　　A校に於ける試験成績総括，

　以上4剛こ亙るA校プPル晒粉二二二二成績を二二すれば次の如し．
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　本校プールに於ては夕刻6009内外の晒粉を投入するのみにては投入法を改善するも’翌日迄遊離藍

素を保持するは困難にして此程度の遊離国歩を以てしては入泳者の増力1したる場合菌の増殖する惧

あり，されど毎朝入四所に850g・内外を追加投入するに於てはその遊離盤素が急速に減少するにも

拘らす野間の入門時田中判別有数なるを認めたるが故に此意味に於て夕刻投入の分を牛減し各350g

内外を朝夕使用することによりほ璽其目的を達し得たり．

　（2）　B校に：歴ける試験

　本校プールは昭和9年落成し例年夏期休暇中使用し搾れるものにしてA校のコンクリF・ト築造に

・封し内面は白色化粧タイル張りなり．容量は第1章に於て述べたる約60m3にしてA，校の牟量なる

も入泳者数は例日100』名を下らす7月申は更に増加すと云ふ．プール水溜毒の見地よりすれば恐ら

く周到の注意を必要とする部類に馬すべきものならん．

　（イ）第1旧誼験（8月8日～11日）

　本期間は同校跨下の慣例に準じ十寸第1日使用後同日夕刻晒粉320gを水にて解き乳状となして

自儘投入せしめ，A校プール第1同上験と嗣檬に1日3同探干し遊離盤素の定量：を施行せり．其成

績を爽示すれば次の如し．

第1回　試験成績

月　　　　　　目

換一直の日数

探・・水　時　間

天　　　　　　候

水　　・　’　　温

注　水　量（m3）

入　　泳　　者

濁　　　　　　度

．遊離縢i素（P．P・m・）

細　　菌　　数

逡藤赤化忌数

晒粉投入時間及量

8／VIII

1

　911．503．20
A．M．　A．M．　P．M．

哨

26。5

0

0．1

42

0

同　左

26．5

　5

148

1．6

204

94

阿　左

28．0

87

3．1

495

5

4P．M．

晒　粉
3209投
入

91VIII

2．

灘認1葺：揺

101VIII

3

10．201134．15A，M．　A．M．　P．M．　P．M．

曇『

27．0

0

2．1

0．23

13

0

同　左

27，0

18

89

2．7

0．17

3

0

同　左

28．2

　6

　76

3．7

0．12

　26

　0

同　左

回小雨

26．6

0

2．6

0。18

85

0

薄　曇

26．8

86

3．6

0．13

188

0

同　左

27．0

　3

　52

　5．5

0．1

29

　0

同　左

0．9

11／VIII

4

珊1灘障：聲

牛　晴

26．4

同　左

26．8

0　　87

6，0　　7．0

0．36　・0．3

142　　4

0　　　0

晴

27．7

86

6．5

0．16

16

0

　上表申淺鯨堕素の成績に於て照校プール水の特徴は前日夕刻投入の晒粉による遊離盤素が皆翌朝

・迄保持せられ更に斯くして保持せられたる遊離盤素は後書聞の入泳時聞申盛にプール水の掩搾ぜら

るるにも拘らす好く夕刻迄残i慨する事なり．例之8月9日午前入泳直前には0．23p，p．エn．同甘午後3

』時10分0．12p．p．m．にして8月10日夕刻注意して投入せしめたるに直後0．9p．p．m．翌11日午前群泳

’前0．36p．pm．同日2時牛0．16　p．p．m．を得たσ．之を前蓮A校プピルの第1乃至第3同試験に於て

本プFルと殆ど同じ割合に晒粉を投入．するも常に翌朝の淺飴学究が微々たりし結果とは甚しく情勢・

を異にせり．細菌数を封照するにB校プールの入泳者比率（プール水100m3に封ずる1日の入泳

者）はA校に比し常に大にして弛の一回忌學試験成績に徴するも確實に汚染速度速かなるが上蓮の
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遊離盤素の溝長と根關的に細菌的汚染の大なりしは晒粉清毒を行はざりし換水墨1日書聞のみにし

て他は寧ろA校より優れる結果を與ふ．而して期間の牛ばにして濁度は銑に5，0を超ヘプールの全

面は白濁の槻を呈し亜硲酸の存在すら時に認知するに至りたるも猫細菌数は依然として増加の傾向

を示さざりき．

　（ロ）第2同試験（8月15日～19日）

前著の夢判於鱗プールは臓噛灘素淺留の可能判る碑四郷に今難戦於ては
ユ6：Bより投入方法をA校讐3向の場合の如くに改あ同17日には児童不在なりしため使用せざる歌

態に於けるプrル内遊離鰹素の消長を烈し同時に同日夕刻晒粉投入を申止し翌18日中の遊離盤素の

攣化と追究するこ’ととせり．其の結果を表示すれば…欠の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2同試験成績

月．・．　日i

換水後の日撒

探：水時間

・・／V…1 16／VIII

天　　　　候

水　　　　温

注水量（m3）

入　泳　者

濁　　　　度

頑メレオソ
浦・胤費　田
遊’

｣臨素　（P．P．皿・）

細　菌　数

遠藤赤イヒ1茎f数1

｝一鍵←・1

晒二恩投入の
時．ﾔ及量

1

10．40　　3．40

A．M．　P．M．

晴

26．2

3

130

1．0

1．44

755

227

曇

26．0

』6

83

2・7

3．16

906

　18’

4P．：M［．

320g
投　入

2

10．35　　3．10　　3．50　　420　　5．20　　5．50

A．M．　P．M．　P．盈［．　P．M．　P。M．　P．M．

孚　時

24，9

　1

　90

　32

4．60

0．24

18

0

晴

25．5

5

72

4．0

7。76

0．14

98

1’

同　左

0「

0．85

3．35

P．M：．

同　左

同　左

0

0．76

同　左

0

0．65

同　左

0

0．65

171VIII

3

18／V工II
！・9／皿・

耀1豊：盤

　　　4　　　　　　　6

9　　　　10L50　　2．50　　　0．30

A．M．　A．M．　P．M．　P．M．

同　左

25．5

0

3．5

6．89

0．44

58

0

同　左

26．4

0

2．5

7．18

0．40

　63

　0

投　入
中　止

薄　曇

24．8

．0

0．24

同　左．

‘24．8

　5・

74

4．5

7．75

0．14

同　：左

25．8

101

5．0

8．62

0．06

1743　44800

0　　　0

　　脇｝
　　｝投入

雨

26．2

0

2．5・

8．62

0．36

857

0

　　備考：8月19日試験時に於て濁度め甚しく低くきは雨夫に基く盗流ありしためと入泳者なき爲めプールの上

　　　　　澄に就き調査したる爲めなり．

　8月15日は滞水第1日にして晒粉潰毒を施行せざ肥しに細菌藪は入泳者の檜加と共に激増し同蒔

に濁度も2，7に迄躍進せり，然して夕刻320g晒粉を投入するに翌朝0．24p⑲．m．の淺平群素を認め

同日排日使用後午後13時0，14p，p．皿．に減少せるが細菌数は著明なる減少を示したり本日夕刻よわ晒・

粉投入方法を改め同時に日渡迄の遊離盤素の尋常を調査したり．巳防投入直後の遊離盤素はみ校に幽

比し連庭なきも時間のi脛骨と共に其減少i速度は前者よb綾慢なる事を知るべし．1翌17日は前述せる

如く子童入籍する者なき朕態に於ける調査成績なるが午前10時牛044P司P・卑・にして午後3時50分

には0．40p．p．m．にして其減少極めて少じ．印ち本プールは元來遊離盤素の潰散綾町なる傾向を有す

るを認む．8月18日は午前9時入明前には0，24p．p．m．あ砂たるも以後使用により午前10時50分

0．14p．p．m．午後には急激に減少して0．06p、p，m．となり警めに細菌数は途に4萬を突破するに至れ

り，同日夕刻晒粉320gの投入により翌正午には遊離議論0，36p．p」n．細菌数は800i褻に減少せり．

本期間の成績を通覧する1ζ前同同標遊離箆素の残留するは明にして同時に細菌の増加を抑制しつ、
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ある傾向を認む．下し本プール偉汚準速度大なる融三水第1日と磐も早朝入泳前に晒粉泊毒を施行

したる後使用すべきことプールを倖卸せざりし日も例日と同様夕刻浩毒を働行オベき挙要あり．葦

し8月18日の午前中籔素淺絵量は第1同試験中8月9H及10日に比しゼ大差なけれども午前中より菌’

数の増加を認めたるは同一の珪素淺絵量を以てするも前日夕刻浩毒を施行せざりし爲めと思惟さる．

　（ノ、）　　第3同旧式1験　（8　月24日1∠F後～27日）

　二丁ま換水の都合により2唄午後満丞し直：ち1『午後に於け多女児童の入泳を以て開場したるが翌

25Hは見童不在なりしを以て一三を利用し前同施行せる使用せざ．るプール水中に於ける遊離墜素量

第3同　試験成績

月　　　　日

換水工の目数

探水時間

天　　　　候

水　　　　温

注水：騒（mり

入・泳　雪

濁　　　度

遊離騒i素
　（P。P．1皿。）・

細　菌

蓮藤赤化歯敷

晒粉投入の
時’聞及・量

24／皿

1

2．30

P．M．

曇

26．2

72

0．7

数597

　　1

25！V工II

2

£劃£1器」朧建紐：搬：曇呈昼：篭i。㌔，多：盤墨隈1豊：宝雛綿．

晴

25：2

’　0

　0．5

161，750

　1

同　左

　0
0．9－1．0

晒粉320g
回天

同　左

25．0

　0

同　左

0．30

同左
．26．0

　0
ド斗　；左

0．12

10

　0

同．左

27．0

　0

同　左

0．08

　3

　0

同左

0

同　：左

．27，2

同　左同

3

0

同　；左

0

　左

0，88

同．左

　0

同左
0．40

　3

　0

同本1面穿

　　　27．5

‘0

同　左

0．24

　0

同　左

0，08

　2

　0

同　左

26．5

　0

同　左

0，08

　3

　0

同　左

25．2

　0

同　左

同　左

1
岡　左：．

25ρ

　0

同　左一

〇．80

月　　　　日

二水後の日数

採水時間

天　　　　　候

水　　　　　温

注　　　フ肇こ　　．量1　（皿3）

入　泳　者
濁　　　　廉
遊離丁丁（P・P・m・）

　　じ
細　　菌　　数

遠藤赤化菌敷

晒粉投入り
時　聞　及　：量

261VIII

3

8．45　　1L30　　3．50　　　4

A．M．　A．M．1）．M：．　P．M，

快晴
26ρ

00．4

4

0

同　：左

27．0

111

2．6

0。02

74

0

同　左

272

120

2．80

0．01

3．55

・P．M．

同　左

同　：左

27．6

0、

1．00

27／VIII

4

欝鞭丑紅：搬：1桑。玉。養：篭養：堂堂晦．

薄曇
25．8

　13

0ユ8

曇

26．0

0．18

曇

26．0

50

350

0。13

晴

27．0

0．09

1．30

．：P，M．．

1180g
投入．

晴

27．0

0．34

晴

27．0

0，26

曇

27．0

0．24

薄曇
27．O

82

O．22

1曇

27．0・

32

470・

O．22！

備考：8月27日は午後3時20分を以て一旦女子鬼童の入泳を中止し午後3時30分より更に男子希望者の参

　　32名入泳せレあた恥
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　　　　　8月26日夜間入泳者ありてプール水を濫費せし形跡あるにより8月27日午前10時5分の試験成績

　　　　　は信頼し能はず．

嘩化を購臆せんとし同日夕刻晒搬入榊止し25日朝投入しπる欄査を開始せるものなの・

＝其成績を表超すれば次の如し．

　8月25日早朝封照のため一水したるに16萬に及ぶ菌藪を認めたり．以後晒粉3209を投入し

遊離盤素の憂化を見るに意外にも今同の遊離盤素の減少速度は甚だ速にして8時25分投入の分は

2時闇牟にして．0．12p．p，m．となの午後1時20分には途に0．1pp．m．以下に減少せの．傍て1時牛

更に320g追加投入したるも之叉約30分聞にして牛減し投入後2時間にして0．08　p．pm．と激減し

たるを以て己むを得ず明日の使用を控へ夕刻320gを投入し直後0．8p．p．m，を得たるにも拘らす翌

朝8時45分入泳前には0．04p．p．m．を絵すのみなりき．予等は爾前の試験成緯よの甚しく逸脆せる今

回の成績に鑑み26日1日使用後夕刻320g投入し直後■00p．p．m．を得之が翌27日の朝の減少歌態

に多大の興味を懸けたりしが同夜間秘かに入泳しだる者あり不注意にも水を濫費したる形跡ありて

途に此瓢に關する信頼すべき結果を逸したるは最も遺憾とするも27日午前中残留せる旧離盤素の

減少は殆ど以前の歌態に復し念のため同日午後1時雨投入したる180gの晒粉にホる0．34p．p，m，

の遊離盤素は善く夕劾迄保たれ4時’0．22並．p加．を示したり，邸ちかカ≦る現象は誠験の前牛に於て認

められたるものと’ ｶて試験ぼ周到なる管珪6†た行ぴたるもの故必すしも偶農め事故には非ざるべ

　　　　　　　　　　ダぎ　ヘ　　ロく更に斯くの如き逡i離鷺素の減少参A校プドルた於ては寧ろ二二の事たりF’し黙より考ふれば本成績

は高話に何等かゐ理由の伏在するを暗示するもめ二恩忘すべをなり’．

　（二）　第4・同試験’（8　月　28　】ヨ～31日）

　以上3同に亙る義歯により本プドルに於ても叉水中遊離盤素ゐ減少著明なる事あるを＝知れるが斯

くの如き場合若し毎日夕刻の投入量を折回し毎朝入二二及毎夕の2向匠投入する如二くせば如何と考

へ今同之が敷瓦を槍した卿ち全期聞を通じ各絢2009．ゐ晒跡ぎ毎朝毎夕投入ぜしめたわ、其成績

を表示すれば次の如1し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第4同試験『成’心

月　　　　　日

寒水後の幽晦

探水時’ ､’

天　　　　　　　候

水　　　　　　　温

注　水’量（皿3）

入　　　泳　　　軒

樋』@　　魔’
遊離難1素（P．P．m．）

細　　　薗　　　撒．

遠藤赤化菌’数「

晒粉投入の時聞及量

281VIII

1

2．40　　5　　　6
P．M．　P．M．　P。M．

暗

26．5

93

0．80

　42

　0
3P．：M．

＄509
投’入

0・25 0．25

291VIII

2

6　　　　8．40　　　　9　　　　り．5U　　　11　’　2．5り』　’3『　　　　5　　　　　6

A．M．　A．M．　A．M，　A．M．　A。M：。　P．M．・P，M．　P．M．　P．M．

0．15

晴

26．0

0．10

2　’

0

0．10

9A．M．

箏09
投　入

060

晴

27噛0

46

1．20

0．25

4

0

晴

27．0

　　　6＄

　　2．50

0．20　　0．12

　　　8

　　　0
　　4。SO
　　　P．M．

　　3509
　・投　入

’0．70 0．35
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月　　　　　　　目

換水後の月数
採　　水　　時　　間

天

水

注　　；水

入

濁

遊離塵素

細　　　　菌

遠　藤赤化菌

　　候

　　温’

量（1113）

　　者

　　度
（P．P．m．）

　　敷

　　敷

晒粉投入の時間及：量．

301VIII

’3

。㌦点轟．躍諭．欝B呈。玉。P玉。P鑑、」飯

0．20 O．20

曇調

26．0

　　　2．0

0．20　　　0．14　　　0．70

　　　840

　　1。島

　　論酬．

　　投入i

晴

26．0

14

2．5

0。窃

2

0

0．25 0．25

●

0．25 0．20

’晴

27．（〉

84

3．〔｝

0．14

6

0

　成績を通覧するに換水第1旧書闇に於ける遊離鰹素の減少は其だ速かにして投入直後0．52p．p．m．

在のし三脚素も1時間にして0．13P．P。m．2時間にして0．1毫を割り午後3時40分明に0．01P．P．m．

と激落せの．然るに同日夕刻投入の分よりは再び減少綾慢にして投入絶封量は牛減したるに拘らす

翌朝猫ほ毎夕320g投入の際に於けると殆ど同程度の0．2～0．3p．p．m．を淺留し2日目以後午前申投

入の分は善く1日の遊泳時間内も淺存せり，此間細菌数を参照するに入泳者数の減少したる爲と恩

はるる節；在るも全般を通じ其成績甚だ良好なの．

　　B校に於ける試験成績総括

　以上4同に亙るB校プール晒粉消毒試験成績を総括すれば次の如し．

　（1）本プFルに於ては毎夕1同晒粉320gを投入．することにより相當の雪叩を期待し得べく毎

朝夕2同各約200g内外の晒粉を投入せば其成績更に良好にして消毒の目的を達し得たりと云ふべ

し．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．・・

　（2）晒粉による水中遊離箆素は時に速に減少することあるも一般に長時聞残留す．即ち前日夕

・刻0．8p．p．m．程度在りし遊離盤素は翌朝迄02～0．3　p，p．m．淺留し同日1日使用後も猫0．1p．p．1n，内

外を認むることあ砿

　（3）遊離盤素激減の傾向は一般試験成績と照合するに換水直後（例之8月28月午前中）又は水

の汚染未だ進行せざる時（例之8月24日及251日）に於て見られ以後次第に水の汚染せらるるに及

び其減少速度の遅怠するを認めたるも實験同激少きを以て三者間の關係を究明するに到らす．

　（4＞潜毒虜置を講ずる時は特に細菌の増加する傾向を認めす．水中遊離盤素の減少甚しき日に

於て入泳者ある時も叉冠り。

　（5）本プPルは入泳者比率大にして一般汚染速度も亦速かなれば換水第1日と難も入泳下描毒

を施行するの必要を認む，叉児童の入泳せざりし日も夕刻の浩毒は怠るべからす．

　（3）　C校に茄ける試験．

　：本校プールは昭和11年末竣工，同12年8月以後毎夏使用し本年も既に7月末よ砂使用し來れ，る

ノ
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ものなり．プールの構造は第1章に於て述べたる如く容積の鮎に於てA校に近似し築工材料．仕上

げ等に關してはB校の夫に近し而して入泳者は8月中に減少の傾向ありて試験三時50名内外な

りしが故にプールの汚染速度の貼に於ては前者に共通貼を有す．前述せる如くA及B雨校のズPル

は遊離盤素の減少速度の鮎に關し懸隔あり．勿論其理由の何たるや俄に豫測を許さざるも今暫くC

校プールに就て同様晒粉沿毒を施行し以て其相違せる理由乃至は原因を少しく追究せんとせり．

（イ）第1同試験（8月22日～23日）

　晒粉はA校第3同試験より使用ぜる法により之を投入し投入後よくプール水を掩拝し消毒敷果及

遊離盤素減少度を槻察す．共成績を表示すれば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．

　　　　　　　　　　　　　　　　第1同　試験成　臨

月　　　　日

換水後の日敷

旧劇時間

天　　　　候

水　’　　温

注　フk　量（nユ「，）

入　泳　者

濁　　　　度

遊離盛素
　（P．P．m．）

細　菌　数

遠藤赤化菌激

晒粉投入の
時間及量

21／VIII

1

珊各盤lp翫P㌔．臨

暗

25

19

0．13

0

曇

27

22

0．25

　0

3R：M、

750g

0．70 0．40 0．30

23／VIII

2

8　　　　8．30　　10．05　　10．30　　11　　　　12　　　　2　　　　2．30　　9．30

A．M．　A．M．　A．M．　A．M．　A．M．　P．M．　P．M．　P．M．　P．M．

0．30

晴

25．5

02

0．25

　5

　0
9．50

A．M：。

2509

0．e3

晴

26

1．0

0．12

16

0

0．10

34

0．06　’0，04

備考：8月23日午後9時30分の分は青年校生徒手泳夫骨絡了後操永したるものな郵．

1

曇

28

20

1．0

0，04

58

0

晴　夜

盤婆
壷5望ユ

　即ち8月22伺午後3時30分750g投入したるに遊離二二は午後6時α3p．p，m．に迄減少し翌朝1

0ゆ3p．pm．を：蝕すのみにして更に23日午前9時50分250　g投入するに10時5分には0．3p．p㎜．を

得たるも2見聞後既に0．06p⑩m．となり夕刻迄には途に0．04p．p．m．と低落せり，之を要するに第1

．鰍験に於ける遊灘素の減少三態は夜鵬三共A二二1二二同及第3同氏験に於け温品

．と酷似せりと云ふを得べし．然して此間に細菌数は殆ど増加せす．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2同　試験成績

月’ @　　　日

田水後の目語

採　水　時　間

天　　　　　候

水　　　　　謹

上；水：量（m3）

入　　泳　　者

241VIII

1

鑑養：盤i鉱

毒

26．5

36

25／VIII

2

・画讃癬：盤｛。鰯：釜

晴

26、0

30

27．5

21

26／VIII

3

劃A暗躍：盤i。㌔脆朧

晴

28

暗

27

24
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濁． 度

遊離鯉素　（P．P．m．）

細　．菌　　数

遽藤赤化菌数

晒粉投入の
時　間　及　量

’0．2

73

0

41）．：M．

1kg

1．25 1．O 0．025 痕跡

．0，8

同左

10

0

1．d

15

0

3．30’

P．M．

5009

G．5　03 0．G8

0．5～

・1．0

（但上

澄）

0．07

154

．0

15

0．06

437

0

0，04，

直後「

に
500g

O．4　Q3 0．25

月　　　　日

換水論の引敷

探水時間

零．　．候

水　　　　温

注水量〔m＄）

入　泳　者

濁”　　　慶

遊・離騨素
　（P．P．m．）

細　菌　数

遠藤赤化回数

晒粉投入の
時間及量

27／VIII

4（入泳者なし）

61010．301112244．155．156A．M：．．A．：M、　A。M．　A．M：．：P．：M：．　P，M：．　P．M．　P．M．　P．M．：P．M．

0ユ5 0．13

直後に
5009

0．90 0．65

0

0．18 0．10 0。09

直後に
5009
投　入

0

0．50 0、35 0．30

28／VIII

5

6　　　　10　　　　1　　　　2．45

A．M．　A．M：．　P．M．　P．M：．

（ロ）第2回試験（8月24日～28日）

0．08

晴

27

27

1。0

0．06

18

0

同1左

28

2．

2．5

0．05

96

0

同　左

27

21

2．7

0．01

283

0

　本期聞に於ける試験方銀ま前回と異ならざるも．8月27・日児童入泳者なか・り，したφ使用せざる三

態に於ける遊離牽素の攣4ヒを追究せ凱其成績を表示すれば上の如し．

　，即ち24日午後4時曄粉1kg，投入直徐にユ．25　p．p．m，を得たるも翌朝午前5時僅々0．03　p．p．mとな

り午後2・時30分にに榊猛す・更に午後3時30分5009．投入せしが翌朝・6時置に0・08P卿・午後

4時鷹は，0．04pくp．m，残留せしのみなりき．、同日午後3時30分500g投入し回るカ§翌朝6時には・・0，15

p．p♂m。と少囁く環留するを認めた．り．以後は入泳者なきを以てプールを放置したる儘の朕態に於て

遊離盤素の攣化を調査せんとし午前、10時30分750gを蝶入直後0．9p．p，m．を得，爾後約30分聞

隔を以て完量を績行し允るが．2時間後、0．18p｛p，皿．・4三間後には0．1　p．p．m．迄減少し午後4時には

0．09．p．p。m．三一せり．然して同日午後4時．15分．500g投入せるが翌朝は僅に・0．08p．p．m．を槍禺せ

しに過ぎす午後に至りて途に痕跡程度に迄溝減せり．．．全般葱通覧するに夕刻投入による遊離痙素の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニも減少i速度の速がなるは第1同と異なる所なく叉A．県下1同政第一2同及第・3｛司拠於ける成績に比すれ

ば幾分善く窪田せし場合なきには非ざるも一般に近似し書間投入．による分も第1回試験には晒粉

30qgを用ぴて約1時間孚今回は3倍量を使用して然も入泳者なきに拘らす4時聞程度にして其減

少歌況は彼我大同小異と云ふを得べし．典聞の細菌数は大場者ゐ少数なる憾めか殆ど増加は認めざ

りしも試験期の後牛に於ては少・しく増加の徴あるを知れりi．
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　（ハ）第3同試験（8月29日～31同）

　今同は1同投入量を500gと限定し毎朝入直直前及夕刻閉鎖直後2同誌入．し前同向様の調査を施

行せり．共成績を表示すれば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第3同　試験成績

月　　　　　日

興水後の目撒

採　：水　時　間

天

水

候

温

注水量（皿り）・

入　　泳　　者

濁　　』　　度

遊　離　璽　i素
　（P．P．m・）

翻　　菌　　敷

蓮藤赤化欝数

．晒．粉投入の
時　間・及　量；

29！VIII

1

2．30　3。30　　6

P，M．　P．M．　P．M．

晴

27．5

41

0．25

49

0

3．15
：P．M［．

5009

投入

同左

0．35

同左

0．15

30／V工II 311VIir

2 3

。象雌雌1癬：矧菩：詮1。鑑蔽脚覇癬：豊

0．07

曇

26．5

0．4

0．04

69

　0　・

10。10

A。：M．

同左

0。5

晴

30．0

27

1．00

0．15

10

0

晴

28．0

23

1．50

0．12

i2

0

3P．M．

同左

0．80 0．25 0．15

晴

26．5

1．0

0，12

285

0

10。15

A．M．

同左

0．80

t晴

127

18

1．5

0．18

2

0’

晴

27．5

28

2．3

0．08

4

0

1／V皿

4

7．40

A；M．

晴

26．5

Q

2．4

2310

0

換水第1属8月28日夕刻投入の分の翌朝遊離箆素0．07p．p．1n，は前向と同じ四過なり．第2日目

午前概の頒朋鄭開揃投入ρ分による灘嚇の攣化も略聯2騨験の搬と瞬に
して時に幾分減少綾上なることあるも途に最：後迄B校或はA校最三三試験に於て見られたるが如き

減少速度の逞怠は之を確認すること能はざりき．細菌學的試験に關し特筆すべき享なし．

　　C校に於ける引回成績総括

　以上3剛こ亙るC校プF・ル晒粉泊毒試験成績を総括すれば次の如レ．

．（1）本プールに於ける臨素の減少三態は一夜三共迅速にして其状態はA．校に近似す，

　（2）第1同，第2・回各試瞼及朝夕規則正しく晒粉投入を反覆ぜる第3同試験を通じ遊離璽素の

減少状態に關する成績に於ては蓮庭あるを認めす．

　（3）細菌数は入場者少数なるため僅少にしで上遽遡雛盤素の攣仏及晒粉沿毒敷果に關凝して葛

引間の關係を閾明する能はす．然れども前述せる如く・本プール7月中の入泳者は100名以上なるを

以て（1）及（2）の成績より豫号せば毎夕刻1同晒粉を投入するのみにては力黙る場合A．校同様細菌

激増加の頑なきにしもヲ防；「

第3章総括虻考察

『前上の恋恋に於ては河水1期間内のプール水に就き概ね毎日入泳前1同入泳中午前及午後に於て

者1同日水を探冷し主として遊離二品，濁度，細菌聚落晶晶遠藤赤化菌数を槍せり，前掲の成績を

滋に総括し且之に比して考察を加ふるに次に列畢するが如き事實を了承すべし．．

　（1）プ■ル水の細菌二二試験成績に就て
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　先づ既往の文献に於て與へられた多成績を参照し細菌學的三三に回し次の標準を設け實駿成績の

良否判定に示せり．

　（イ）小墨校プール水の細菌十三判定標準案

　　（i）聚落数はプール水1cc申200箇（37度24時間三板増養）』を超ゆぺからず．

　　（ii）検水1CG申よ’り遠藤赤化菌を検出すべからす．

・’ iロ）晒粉消毒法の種：別

　消毒敷果を比較するため晒粉使用の形式に從ぴ本試験に於て實施したるものを分類するに次の3

種を分つことを得べし．

　　（i）第1法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　入泳前及入泳申には一三を施行せす，絡泳後夕刻晒粉浩毒を行ふ．此1日1回溝毒法に在りてぽ

晒粉をプール水量100m3に封し約500gの割合に使用し其乳液叉は上澄液を作りてプールに投入

す．　　　・．

　　（ii）第2法

　換水第1日は前法と同じく夕刻1同晒粉を投即するのみなるも第2同以後は入泳前及絡泳後の1

日2同宛晒粉投入を行ふ，其使用量はプール水100m3に付毎回250～300g’程度とす．

　　（iii）　　　第3法

　換寒駅日より入隅前開開平後1日2同潰毒を施行し，其晒粉使用量はプPル水10Gln3’に付毎同

250～’ R00g程度とす．

（ハ）消毒敷果の比較

．纏型押噸を欄の即興早してプー・レ水としての蹄を堅し嬬果を槍討する啄

表の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　細菌學的試験成績判定表

プール所

燭學校名

A

：B

C

試瞼Il臆法
回数
番號　の種類

2

3

4

I

I

五

1

2

3，

4

I

I

皿

皿

第1日入泳時 第2日以後入泳時

聚醐赤化菌購釧洲副 備 考

良

良

良

1

2

3

不’ ﾇ
不　良

不　良

良

　1
’　1

　五’

良

良

良

　　　　

不則不良
良　1良

良　1良

不　良

不　良

不　良

良

良

良

良

良

不　良

良

良

不　良

良

不良
　良

　良

良

良

良

良．

良

良

晒粉使用法に不備の鮎あり

前夕刻水中遊離騒素量0．4

p．p．憩。なりし故晒粉投入せ

ず

前夕麹噸粉投ろ量牛減

第2日以後
入　泳　前

購釧赤雁

良

良

不　良

良　？

良

．良

良

良

良

良

良

良

’不 ｣

良

臭

良ゴ
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B校NO・1　．第5曲：線圖
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A校NO。3　第6曲線圖
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B校：Nα4　第7曲線圖
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C校罫0・3　第・8曲線圖
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A校XO．4　 第9　曲　誰泉　圖
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O　　46　　63　　　　0　　14　　84

0　．0　0　．0　0　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲　線　圖．説　明

　（i）縦軸の数字は遊離塵素：量（P・P・皿・軍位）の10．倍値を示し細菌敷の11100に相當す・

．（ii）鮎寄は細菌数の又實線は水中遊離塵素量の清長を表示す・

　（iib　A．M．は午前兇童入泳直前

　　　　N・は午前遊泳時間の終了近く　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・”
　　　　RM．は午後遊泳時間の終了近く

　　に於て夫々測定したる三値なり．

　（iv）細酋数を表示するO印は（Hi）のA．M．又は休業にて入泳者なきを又◎印は（iii）のN．叉はRM・等

　　入泳者ある揚合の測定値なることを表示す．

　〈v）入泳者数はプール水100皿3に封ずる数値にして下水探酌時に於ける調査の結果なり．・

　上表申第1日入泳時の成績を観るにB校に在りて例1．2．3．共に不良なり．（第1曲線圖参照）本

裁績はプrル水量の多少と入泳者数の多寡に關係あること明なるがB校と錐も例4に於ける如く入

泳前に酒毒を實施する場含には斯かる不良状態より離脆する事を得べし．次に第2日目以降の成績

を観るに全盤を通じて成績良妊ならざるもの3例あり，之を良好なる例と比較するに明かに晒粉適

用量に於て不足せる貼あるを看取すべし．例へばA．校例2（第2曲線圖参照）に於ては晒粉投入は實

施したるも撤布法に訣陥ありし爲め投入直後の遊離盤素量僅に0．35p，p．m．に過ぎ魂叉B校の

’例a（第3曲線圖参照）に干ては前日入泳者無き爲めが知日夕刻の定期晒粉投入時に於ても猫ほ遊離

鰹素0．4p．p．mを槍出したるに依り故意に夕方の浩毒を施行せざりしに依の更にq校例2（第4曲線

個参照）は入泳者少藪を理由として晒粉投入量を孚減したるに基くべし．印ち敦れも消毒後の水

中遊離盤素量に不足あのたる爲めと認めらる．次に上表の成績中良好なるもの6例あり．之等を晒・

粉沿毒方法によ砂分類すれば前蓮第1法に驕すべきもの1例（第5曲線圖参照）第2法に属すべき

もの4例（第6曲線圖参照）叉第3法に属すもの1例（第7曲線圖参照）となる．次に上表の成績

轡第2日以後兇童入泳前の成績に於て不良なるもの咽効（第8及第噛線圖参照）斯かる成績

涯現在實施され居るが如き南島的国命法の場合とは己むを得ざるの現象と認めらるるも其際の細菌
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数は入泳前の晒粉投入により直ちに減少するを以て蛙泳児童には影響を及ぼさす．上の事由によ’り

入興前の成績を省略して再考するに前衷申消毒方法別に依る成績に調て第1法に属する4例は悉く

不良の結果を示したるも仔細に之を楡討すれば其内3例（A．校の2，B校の2，　C校の2）は執れも・

晒粉使用量の黙に継て第1法の規約に違反せる場合なり．寝て之等は比較資料に値せざるものとす

べし，淺る1例は第1日の成績に於て不良なるも第2月以後は可良なり．猫ほ第1日入泳前に於け

る晒粉投入の要不要は既記の如く一概に断定し難きものにして以上の纂實に依るも第1法は必ずし

も小三校プールの三二方法として不適なりと去ふを得ざるも翌日のプール水には遊鰹素量著しく

低下したる場合あることを知れるが故に細菌激増の懸念はなしとせす，上表申第a．法に属するもの

5例あり．1例を除き皆細菌學的に可良なる成績を有す．依て第2日以後の浩毒條件としを第1法

に使用したる晒粉量を2回に分ち入泳前及絡泳後に投入するときは略ぼ満毒目的は蓬成されたるを

知る．

　第3法は僅に1例なるも第2溝の成績に鑑み其可良なるは蓋し當然なり．

　（2）プール水の換水限度に就で

　プPルの満水後排水に至る1期闇のプール水使用限界の決定手段は細菌學的蛇化學的爾試駿の結

；果に之を期待するの暇無きを以て物理學的條件としての濁度平定に依存するを現行最適なる手段と

認む．而して濁度は理論上プール水使用糧績月数及入泳者累算藪に比例しプドルの大さに反比例ず

る聖なるも其成績を搬しする現象に天候叉は風向等の影響叉は注水量の多寡或は入泳者身軽の汚染

の相違等の條件あり．更に實験に於ける誤差原因≧して槍水野予期のプPルの瓶態（朝はプール水

の不均等なるため沈着物を省略して屡汝探酌することあり）に係るものあるが・故にプPル使用申の

汚染経過のプール水の濁度槍定値と併行せざる場合も一再ならす．本試験に於ける濁度成績を綜合

したる結果は次表の如し，

學校名

A

B

C

｛

｛．

｛

試験同敷

2

3

4

1

2

3

4

真

2

3

午後経泳直前に於けるプール水の濁度

　　逃水前日の成績
，！一一一国幽一■剛一ノ＼一一一■一一一寵＼

濁　　度

2．0

2．1

2．5

5．5

4．0

2。8

4．7

　　探水當日の威績

　　使用日撒　　　　濁　　度

　　4　日　　　　　　3．5

　　5　日　　　　　　2．0

　　2　日　　　　　　3ρ

　　3　日　　　　　　6b

2目（換水前々日）　　　5．0

　　3　日’　　　　　4．7

　　2　日　　　　　　5．3・

　　　　　　　　　　1．0．

　　　　　　　　　　2．7

　　　　　　　　　　23

使肘日数

5日
6　日

3　日1

4　日i

4　F婁

4　日；

・3　目；

2　日’

5　日

3　日

　上表に於てA校及C校は月曜日に入泳を申止し1週1同の割合を以てプFル内壁を乾留せしむる

の規約を固守せるため5日以内に排水を行ひたれど爾校共プPル水量に比し入泳者数の勘き故を以．

て胆水朝日に至るも濁度未だ低く從て爾成績はプール水の使用限度と濁度との開係を追究する資料

となし難きものなり．反之B校は入泳者数に比しプール水量の過少なる重め濁度の攣化は急激にし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロて寸寸の節約上寸寸側として同一プール水の使用期聞を可及的延長したき希望あゆてプール水の汚
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染四大なるを知りつつも：更に1日の使用を糧回せる場合あり三って前表中B棟成緯に封しては此黙

を酬聾するを要すべし．要するに予等の調査に於て濁度5．0度を超過ぜるプPル水は汚濁甚しく肉

眼槍査上に於ても小野校児童をして入滅せしむるに忍びざる歌態なるを知る．邑Pちプドル水の使用

限度は其濁度5；0度とするを安當と認む．　　　　　　　　　　　　’．，　置

　（3）「晒粉の投入方法に絶て　　　　　’　　　　，　　　　　　　．　　　㌦

　從來の晒粉護憲の實施に際し其投入法を見るに多くは晒粉の所定量を多量の水と共に振盟叉は研

回したる後図乳液叉は上澄を投入し居るもの多し．，然れども晒粉は其性質上之を均等にして微細な

る粒子より成る乳液と成すは相當困難なるものにして本操作を完全に途行ずるには可成の手数を要

す．如何に理想的なりとは云へ徒らに手数をかくる如き方法を探直するは實際問題として浩毒の施

行を直々煩雑化するに過ぎす．然も不用意に水面匠三布せられたる不完全なる乳液は時と，じて三三

晒粉を爽雑することありて投入直後の遊泳に記し乏が眼粘膜に刺戦を與ふる惧あり．來上澄を用ふ

るとせ駄々一部の糊渤酌駅儘讃するカ§如酷果を雛し易く煎り方灘共に．良諮

りと云ひ難し．加藤氏は晒粉を木箱に入れプr一ル水内に浸漬する方法を探治したるζとあれど之又

栖粉の消毒能力が局限さるるの黙より見れば遺憾なろ黙あり．予等は雌等の前例に鑑み小學校に於

て最簡軍に何等特殊の方法を講ぜすに晒粉消毒を實施せしむる目的を以て鼓に投入法を採用し各學

近所屡藥剤師諸氏を煩は’し之が磯菜塗棄したるに諸床は皆本法の簡便性タぱ認め登れ，たり．．本法の

詳纏亡し軍後蓮結論の項祁無言璽額あ筋磁に欺票を糊すべレ電磁延髄
於て夙に“Sack　or　Bag”を使用する法として所謂“interln二ttent　Dlsinlec伽n”に出て使用1し；をる

ことあるも1924年庫のJoint・90n｝m重tteρに於ける報告申には本法妹滑面i瓠果の水中に海徹すざる

憾ありとの記載あ砂・曲れ共小六法プPルは→艀迄水深幽く從って晒粉撒布律の撹絆澄に充分留意

せば上に述べたるが如き繍は除去するを亡べきが故に予等は本法（p簡易幽『鑑み適當の袋申に心

密を納め之を墨出して其目的を達せんとせり．實際の結果によれば晒粉は良くプール水中に礪散し

且つ之を徒費するの露なく且つ一面に曾て晒粉保在中に往々にして爽噛する木片石片の如き異物を

歪く・除去し櫛の成績を示し得たり・猫ぼ既往の文脈には上面は下水消毒峨績に面心てか

ル水消毒1『寂し晒粉確に盤酸の少：量を加へ其潰毒敷果の向上を傘請し㍗るものあるも本油には同意

し難き理由勘からざるを以て之が使用を断念せり．

　（4）水癌遊離面素の逸散遽度に茄て

　q、）水申遊離盤面の逸散速度はA，B，．C三校共同一ならす印ちA及C当校に於て大にレて：B校

・に於ては小なり。

　（ii）・．書聞の逸散速度を調査し％るに其程度は勿論投入時に於ける遊離堕素量の多寡，入泳者歎，

天候，注水細粗の如何によ．りて一定せざれども今回の試験に於てはC校プールに於ける試験申8．月

・30．日午前に継て投入直後0．5p・p・m・の遊離鰹素が約4時間，8．月31日午前中投入直後0・8p・p・m．の

遊離盤素が約4時間牛を要して0．1pp．m，程度に迄下りたる・を以て最長耐久時間となす．　A校に減

ては午前中に行へる試験は3同あるも何れも其耐久時聞は2時問内外にして叉B校に於ける・．8月28

目の試験に於ても同じく2時聞程度なり，本成績は既往の文献中に締て與へられ％るものと相似た

り．’

　（iii）書聞の逸散速度の小なるB校プFルに於ては一午前入泳開始當初0．2～04　pη．m．程度淺留
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する遊離盤素はゴ臼入病後午後㊨遊泳時間絡了匠近附くも猫ほ0ユpφ」h．程麟臥せし享一的なら

す．　　．　　　　　　　　　　　　・二　　　　　　』　　　　　　　・

　（iの夜間に於ける逸散速慶も甕聞同狡A及。に於て大にしてB校に於て小なり．夜聞の逸散速

度は試験の都合上船午前入泳開始の淺飴竪素量を以て推測する外なきも，前蓮せる如くA．及C校に

於ては前日夕刻泳粉投入直後0．7～0．8p．p．m．の遊離盤素を認むる場合も翫に翌朝注水以前に於て

Olip夢m．以下と成ること多く之に反してB校にては前日夕刻翠国事記と同量の遊離擁丁零在せば翠

朝屡斥「’0．2pくp．m．以上淺罰することを認むべし．．　　　　　　　　　　　　　　　　　一

．（V）　夕刻晒粉投入量を減少せしめたる場合翌朝に於ける淺籐肇素量は必ずしも減少せす逆：に鼻

聾多當の晒粉を前日夕刻投入するも凝滞迄多量の遊離盤素を保持し得ざる理にして此事實は水煙遊

離耳蝉の減少純度が存在する遊離盤素によりて二完ならざる爲なるべし．

　（vi）書闘姫夜聞に於ける遊離塵素逸散速度に就き考ふるに本速度は濁度，過マンガン酸カリ滑

費量入泳者数等の増加に俘ぴ増大せす寧ろ逆行の傾あり，帥ち逸散速度の増大は同一のプドル（例

之B校プpル）た在りては筆草直後叉は其汚染の未だ進行せざる申に見られ異りたるプ門ルに在り

では汚染の甚しからざる方に於て現る・然れども實験の同数未だ少きを以て此間の關係を確言する

・能はす．

　（vii）・水温虹天候（光線量或は日射留口）が同プPルの書間に於ける遊離臨素逸散速度に及ぼす

影響に就ては確實なる所見を淘る能はす，蓋し水温と天候とほ相關的にして月P銭卜は入泳者数に

も關摂するが故其影響も亦綜合的なるを計るべからす：

’（寸iii） 試験期間中の市水道水翻には常に0．1pp．mゼ程度以上の遊離盤素を槍幽せしも三水當日午

前中算i：同試験た於ては常にプール水より・水中遊離盤素を槍出し能はざ砂跳出各プドル水は墨水當

日早朝満水し躍るものなるが故に此程度の遊離盤素は既に第1同項水時迄に溝費乃至は逸散するも

のなら：ん．

　上記の如く今同の試験申予等ほプール水申遊離肇素の逸散速度に毒しあたかも樹蹄的なる範例に

遭遇せり．概現象は一見甚だ奇異なる感を與ふるも既往を顧るに決して類な嚢事にあちすして山口

氏は既に昭知2年度の大阪東雲小學校プFルに於ける試験成績中に於て水中遊離画素の激減ぼ換水

翌日に限られ爾後プPルの汚染度の進行と共に其逸散度の漸爽緩慢とな番ごとを認め更に暗和3年

度大阪中大江小學校プFルに於ける實験に側ても同様の現象の生起するを知り之が從來盤素と最も

密接なる開係ありとせられだる：有機質との關係を聯想する’に全く謹の結果にして其何物に基因する

やは追試の要ありとなし，更に昭和3年度に於ける第2次試験の華中大江小同校ブドルは同年新設

ぜるプールにして未だ當初に於てはプ’一ル壁を構i成せるセメ・ン・トの漉解甚し巻ため水の彊アルカリ

性を呈し阿ること及其最：初の2回の試験に於では特に水申遊離盤素の逸散の綾慢なりしこと等より

．物日逸散年度の逞怠はプール内壁構成成分たるゼメントの溶解に基く・に非ざるやとの推論を下せ

り．其の他プPル水中の盤素の逸散に關しでは加藤，整，姫野等によ砂天候水温入泳者数及入潮時『

i三等各種の因子の影響すること明にせられたるも未だ充分此間の消息を解明したる域には達せざる

一なり．‘然して一般に水中遊離盤素の逸散速度を考慮する場合には上記の各回件の外液性，擾散面

積の大小等も考慮すべきは勿論にして此等の諸黙に給し三宅は上水に付直射日光，室氣の導通

’くaefぬon）丁丁の上昇等は共に逸散を蓮かならしむる事實を治験的に誰明せり．今液性を除く他の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
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諸因子に就音之をプ←ル水の場合殊に今同一等の寳験成績に徴し少しく・桧解せん．今水温及無勢に

欄し3校のプールを比較せんに何れも向時期に於て試験を施行したる故殆ど差なく光線量の多寡に

干ても皆屋外プールにして特に遮光物の影響の差あるを認め得歩．此黙は同一bプールセと撃て目臼

天候友水温に差あるも成績に之と予行し動揺あるを認めざる事實に鑑みるも少くとも今同ゐ試験に・

於て爾者の影響は書闇に於て少きものと想像し得べし．次ぼ入泳者，群泳時聞なるが等等は恰も逆

の關係にあり其守門も大なるB校に於て却て盤素の残留良好なるを見る．入泳者，入寸時蘭の母野
●

は一面液の掩門下の多少換平すればa6ratiohの多少とも考べ呼べく門馬水深小なる程共影響大なる、

ぺければ少くとも書聞に於ける損散面積ぱ寧ろ：B校に於て大なるべく又同一プーノレた於ては入泳者

・なき時小なるべぎも結果は然らす．又B校プ幽ルのみに就き老ふるは渡散面積め差な選に拘ら一封可

散換水直後叉は汚染甚しがらざる場合に逸散甚しぎか上述め理由めみを以てしては諒解し難し，帥・

ち此程度の入泳者藪及時間を以てしては未だ盤素逸散速度に及ぼす影響の野州なちざるもみと推論

、し得べし，更にプβルの構成物四阿薪奮度の影響を考慮し内面タイル張りなるR校プ’」ル及コンぞ

　リFト磨き串したる・A校プ・一ルの外に其築工材料の：B校に近似し且例年使用し來砂既に所謂枯れだ

るG校プール’�g用し比較門門したるも構成物及i新丁度による差違は認あ難く同蒔に山口の推論せ

るセメント類の欝解は：B校プ肖ルに於ける盤窄め残留を設明し能ぼざる事實を知れり．次に注水及

盗流に關して見るにC校は注水を行はすB校は入泳車随時所要量だけ注水しプールの三盛を計りA．

校は繍・向入灘先立ち・帆3・m3程度の腱プールの帯解姓構硲瀧行ぴ纏を除く

手段を講魂　此結某よむすれぽA校の注水最：も大にして其影響も無視し碍ぎれども表た見る如くA

校プ戸ノレ水回の翻鰹素ば毎朝四駅を行ふ以前に於ζ既に0．1罫p，m．以下に減少し居る耳玉記の注

水量は1日・1離限：られたるを以で愁嘆今暁の試蘇於げる鷺素の淺留若しく低減歩と左鰍なる

岬町ありと認定する能はす．’

　　然して今プールめ汚染度の三門より．垂成績を絡費するに前記山ロ：の得たる成績と多少共通窯ある

ことを知る、’郎ちA及G校に干てば入泳者少きたあ如タレオン瀧費量濁度を始め其他の化學的成分

　に於て・も汚染度未だ七海らざるに反し：B校はカメレオン泊費量，濁度，亜型学理ナンモ’ニアめ諸成

績に於て冷帯に汚染甚しぎを認あ得べく濁度及カメ．レオン溝費量のみに就て云べばB校プ戸ル1日

の使用による汚染度は略A及C爾校プールー換水期間の其に匹敵し堅甲に於て例外と．も云ふべきば

午後換罰し判る鯛泌廠翌2狙銃呼水第1且め前物み勧・斯かる汚染の相違と並行的にA

及。校の購逸散懸蟷厭にして僅に蝦四国試験D際灘25を超べた翻含少しく綾慢

となれるを認あ油蝉ぎ弛と艦B校・も汚染働・りし8触4瓦35日歩8・月28月の齢に鋳

て逸散下獄に他は械騰綾則るを知る鵜べぐ此等め韓は山・口の諦る重謄汚染と逸散速度

の粗削性を肯定するの傾向あるを思はしむベレ　果して然らば斯かる汚染によるプ・一ル水の内的因

子の如何なる開化を以て其原因とすべきや此問題は遺憾ながら今同の實験に於ては未だ全く推論を

許さざち田園にあ砂と武はざるを野田蓋し山口及三宅の上水に闘する研筆によ励メレオシ消費

量顯畝謄素イオンの濃麟四散搬を凱せし判る可融齢こと明にせられ燃申ア

　ンモニアの存在に於てクロラミン形成による逸散度の減少も既に著名なる事實なるも此等は所謂水

　の完全分析の施行と共に論及すべき範副こして更に水の飛騨清費量は水申宿機物の存在量と寧ろ蛙

　宥的なるべしとの事實蛭プPルに關する石原・裡等の實験に出ては必ずしも汚染度め増加と逸散度
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の減少とが野立し居らざる事實に徴するも判物今同の試験に於て維験したる盤素逸散速度の減少が

果して常に汚染度の増加と拉行ずるものなりや，1叉關係ありとせば直接的なりや聞接的なりや，叉．

如何なる機序によるものなりゃ等の回心に關しては更に再び機會を得て槍討閾明する所あらんと欲

．するものなり．

　（5）・；肯毒敷果に封ずる入泳者の影響

　前上の試駿期間中を通じ各校プールの1日入泳者累計算を各プ「ル水量100m3米に封ずる数に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　換算すればA油墨均約97人B校160入にしてC校の其れは約48入なり，更に入泳者1人の手均入．

泳時聞はA校．1時間B校1．5時間C校は2時間程度なり，帥ち総入泳者錐嚢入座延時聞数の継れ，を

以てするもB校に於ける値最も大なるべし，故に若しプール水の一般汚染度め進行が入泳者数叉は

入泳時聞数にほ璽併行するものと假定すればB校に於て細菌的及理學的汚染め塘加は最：も顧急なる

べ．く叉事實之を遠藤氏の報告に照合すれば同一・H数の間に於ける細菌學的矯飾前回的汚染凄の増加：

抹明にB校に於て著しきを見るを得べく例へば一心水期聞の拮水直前に於ける理化學的汚染度の成

績を比較するにA及C爾校に於てはさしたる汚染を認めざるも：B校のプール水は外壕上も既に白濁

の感津與へ濁度計測値は5．0を超過し且カメレオン消費量も8mg／1の多きに蓮したり，叉使用第

1日目に於て泳粉消毒を入泳前實施せざる場合：B校プールに於ける細菌の増加は最も甚し，然るに

A忙々C校は換水影2日置り叉：B校に於てすら呼水第1日より午前入泳前菜午後愛馬後合計2同プ

←ル100皿3一に重し250～3009の晒粉を：投入する時は細菌の増加を可成り善く防遇し得たるのみな

らす本投入同数及投入の量はプール水使用量藪の累加し家第に水の理化學的汚染度を増大したる後

と難も途に之を攣更すべき必要iζ耳認め得ざり．き．思ふに1日朝夕2同の沿輯録施は管理者とする

もさしたる副馬には非ざるべく且此程度の晒粉量にで消毒の目的を常に達成し得るものとせぱ経濟一

的にも誠に好都合なりとす．流れ共從來の文献を鑑るに入泳者数の多寡及之に俘ふプρル水の理化

學汚染度の大小が消毒の数果に影響する所勘からざるは明にして此貼予等今同の試験に曾ては3校一

プール中A校及C校に於ける場合は入泳者比較的少く汚染慶も大ならす又最：も汚染度斜なるB校プ

ールに於ては偶然にも遊離タ・ロFルg）善く残存するの傾向を示したるを以て上の如き程度の浩毒に・

て充分なりと思はる多成績を得たるものとも思推するを得づし．填て曽般に偉プール水の汚染度g

増加叉は入泳者数の累増と共に消毒の緊急性をも要求するは蓋し當然の蹄結なり．今昨年度東京市．

内小學校プールの實例に徴するに其1日プPル水100m3に封ずる入泳者藪には次表に揚ぐるが如

きものありて，違をB校プールの夫と比較するに遙に之を凌駕する例亦珍らしから輩　依て斯かる

入泳者数の特に多きプールに在りては或は晒粉投入の同数を午前入興時及叢闇休憩中潮夕刻絡泳後　　，

都合3同に増加するか叉は1同の晒粉使用量：（殊に夕刻の分）を塘加せしむる等の手段を講じ以で

細菌的汚染の防逼に備ふべきや言を侯たざる所なり．

　　　　　　　　　　　　　市内小學校プールの19日入泳者数

小閑校プ門ル名　　J　　Y　　S　　Sn　’Sh　．K　　So　F　　．　M’H　　M七　〇　’N

．全　容　積（111ゆ）　　　茸62　　　．80　　430　　　65　　　50　　　100　　　65　　　70　　　175　　60　　　、154　　200　　　40・

萎詩劇驚｝．85・…．・・．一・・b・蜘・⑳・6・．32・…67・5…22・

　1）注水量は不明なる散軍に全容積より入泳者敷を野掛せり・

　2）　本調査は昭和14年’8月に於け為概略の；敷なり・



小説校プ・一ル水の晒粉清籟法拉濁度検定法に就て． 85

　叉既述せる如く毎朝入泳前に晒粉を投入する方法に於ては前夜回漕が一にも不慮の細菌学汚染を

蒙り居りたる際と錐も之が影響を兇童に波及せざらしめ得るの利黒占を有するものなり．

第4章　結 論

　本實験申に得たる試験成績其他之に附幣する事項に就き聞知した・る所を参考とし，小學校プール

の管理に關し下等の懐抱するに至の．し見解を開陳すれば，現在に於ける小學校プールの使用制度に

デは未だ何等の統制的考慮も梯はれざるものの如く．甲の學校に在ゆてはプールの大さ庭比し入泳児童

の割合過多なるに乙の墨校に在りでは廣大なるプールを擁して比較的少数の兇童を翌翌するものあ

り，從て學校所在地の甚しく隔離せ’ざるにも拘らす甲乙爾校のプール水の閤には汚染度め相違顯著

Wなることあり，．価て小學校プール永の管理は一標に律し難き事情にあるを知る．さればプ・一ル監督

の任にある學三二剤師は一罪各自受持プール水の汚染状況を實験的に認識し以て安當なる封策を樹

立すべきなり．現にプール水消毒方法に就ても從來一部の支持を受けつつある1H1同夕刻晒粉投

加法と難も確實に之を西施ぜば之に依て潰毒の目的を略ぼ達成する場合あることを知るべし．然れ

・共指導：方針に充つる見解を問はるる場合には次の如Fく同答すべしド

　（1）晒粉滑毒法

　（i）プール水量100m3に封ずる1日野泳者累計数の200名を：超へざる闇は朝時泳前80分及隅

一後半泳直後に各1同プール水量100m3に付含有有敷鰹素量25％以上の晒粉250gを投入すべし（而

して毎回晒粉投入後30分以内の水中遊離盤陀増加量約Obp．p．m。を目的とすべし）．

（ii）‘・プール糧二10伽誓樹する1臥糊置卸00樺超ゆ野合には上の三三て舗

一跨の不足を訴ふる場合もあるべし．本試験中には斯かる場合に遭遇せざりしも上の如き際には更に

一午後の燃30分前㌃ル緯100m3引し所定の有堅粥鮪箔鵬2509を饗し1囎
．計3同の滑毒を施行するを可とす．

　晒粉により酒毒を實施する場合投入後入泳者ある際に於ける水中遊離盤素量の最：大限（0．5～0．6

－p．p．m．程度なりと云ふ）を限定するは過剰盤素の入門に封ずる作用に鑑るに蓋し當を得たるものな

り，本結論申に於ては晒粉使用量を以で消毒の實施を制約したるを以て晒粉投入前に於ける淺飴魎

一素量如何に依ては消毒實施後の水中には一一時的にもあれ上の限度を超へたる遊離盤素の存在する場

・合もあらん。然れ共入泳者多数に．してプール水の汚染傾向甚しき場合之が溝前に必要とする箆素量

の増大するは明なるべく且遊離盤素の最：大限を固執するに於ては晒粉投入の都度當時の水申淺絵塵

一素量を求め之に慮じて晒粉投入量を調節するの勢をも生すべきを以て鼓に暫く本結論の如く施行し

．其槍討は今後に期待するものとす．

　（2）晒粉投入法

　次の如き方法に猿るを可とす．

　所要量め晒粉を木綿布（手拭にても可なのを以で製したる二重袋（一重にても一可なるも．二重を

・最：可とす）中に容れ袋ロを左手にて把持し右乎を以て輕く袋を外部より墨し袋を可及的プール水面

下深く沈め之を左右に揺動しつつ遽にプール内を循環し袋の内容物少量とならば少しく外部より

、厘iを加へ激しく袋を揺動すべし．晒粉の全く逸出するに及びプ摂ル水全部を善く門下し（少数の門

燈を善く洗漁せる入泳者に依蟹すべし）放置す．使用せる袋は直ちた淺留物を除き充分水洗し晒粉

／
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粉末叉綜撫嚢臭の認めざるに至り．之を風乾す稽し

　（3）プ幽ル水使用の．限度・　　　　　　　”

　プール水使用の限度帥ち換水の標準は之を濁度に求め其測定には暗箱付透覗濁度計を使用し其灘

宛値5．0度を限度とすべきなり．　…　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　追　　　　記

　入濠者による水の汚染を少からしめ且戸外プPルに在りては外部より飛來混入すべき塵芥及媒煙．

等を除外する爲め適宜の注水、盗流等を行墨の必要なるは蓋し贅旨を要せざる所なり．但小學校プ

ーノレに於てはプール使用水：量の可及的節減を要求せられ居るを以て其必要にして充分なる使用量を

謬定するには猫今後の研究を要すべし．斯かる場合の統計に資せんが爲め各小三校プール管理者は

自校プPルに於て時々の注水・浴流に使用せる水量を各試験の結果と共に記録し置くべし．叉小墨

校プール水消毒用に供する晒粉には現在適當なる代用消毒醐を嚢見し得ざるを以て現下の需給關係

に鑑み豫め之を用意すべし．’．

　絡りに臨み鋒始懇篤なる御指導を聯はりし當所石尾，秋葉雨技師に深謝し併せて本調査を施行す

るに當り多大の御援助を輿へられたる各小學校嘗局並坂口市逡，神保廣吉，最上清吉，及樫淵久次：

郎の各學校門剤師諸氏に下し衷心より謝意を表す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　交
Amer．　Jour．　Pub．　Heal七h．Year　BoQk　1935～1936．

山口：大阪市立衛試報告　第3及第4

江龍；京都市立衛試報告11a和4年181．頁

StQvall：Amer．　Jour11㌦Pub．：Health．13，．ユ9聡．

佐々木：東京市立衛試報告．第5，210及227頁

同上　層　　445巻539頁．

三宅：本誌5巻第2號77頁
石原：京京市立衛試報告第15，92頁

　麟・

ibld，　　　　　　　　　Year　Bσok　1937～1938．

崔：朝鮮藥誌　15二物2號8S頁
亥臣里予：牽月面素踊　5途塾第4號185頁

鵜木：日本學校衛生19巻第5・號568頁

加藤；日本讐事薪報444巻422頁

飯村：公衆衛生　51巻第6號380頁

茂木：日本學校衛生　20巻’667及751頁

S｛alldard　Me七hQd　of、Va七er　Allalysis　1．93＆

の
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　　　　　　　小下校プール水の理化峯的試験成績に就て

　　　　　　　　　　　技手遠藤與作　技手小川俊太郎

　米國公劉呆健協會は同會協定のプール水管理法條文中に於てプール水の細菌學的拉理化學的水質

標準を掲げたるも洪内化學的弓としては僅に水中遊罐素量蹴ての制限を灘し房る曜ぎ

す．我邦に於ては未だプみ・啄管理に回し理化騨嚇査の公定に係るもの無きも，文鱒には小學

穣プール水の水質｛廉件として次の如き記載あり．

　　　　　　プール水の理化學的水質標準　（茂木氏等）

　　　　　　　　　　　　アンモニア．痕跡以下．

　　　　　　　　　　　　硝酸．槍出すべからす，

　　　　　　　　　　　　硫酸痕跡以下。

　　’、　　　　　　　　総盤素量．原水の2倍以下．・

　　　　　　　　　　　　濁度（上水試験法による）．5度以下．

　　　　　　　　　　　　過マンガン酸カリ消費量．151ng／1以下．

　予等は昨夏偶々市内小學校プ’一ル水の水質試験を行ふこととなれるを以て，此機會を利用し，小

，學校プFル水の管理上に於ける理化三三試験の意義を槍討せんと欲し，少しく實験したる所あり，

判こ其結果を簡輩に報告せんとす．　　　・・

◎

A校プFル水の試験成績（第1表）

　　　　第1同試験

試　　験　　月

換水後’の　日

探　　酌　　時

日

敷

刻

探酌時に於ける入泳者

入

外

乱

濁

　ア

’　亜

泳　者　累

　　pH
ン　　　モ　　　ニ

　石育

　酸

計

氣

度

ア

酸

　　　　　　（mg／l）

三盛素量（m＄／1）・

遊離塵素（plP．m・）

消　　　　　・　　毒

2／V皿

1

A．M．　P．M．

　0
　0
　澄賜　：

異臭なU

　O．13’

　7．レ

検．出せず

槍出せず

　0，4

　3．37

　0

127

127

同論

同左

0．15

7．2

同左

同左

0．4

5，14

　0

3／VII工

2

蝋N・．1脱
　0・

　127．

　同左

　同日

　0．13

　7．4

　同左

　豊玉

　0．4

　5．67

　0．G3

前日夕刻
晒粉投入

　55

玉8受

同；…隼

同左．

0、56

7．3

同左

同左

0．5

5．5③…・

G・01

　27

塞09，

同左

回左

0．80

7．4

同左

同左．

0、65

』5．85

　0

3／VII工

3

A．M：．　　N．　　．P．M．

蝿蝶す

　　　　　263

　鳳左　　同左

　同左　　同情

　0．82　　　0．80

　74　　74

　同左　　同左

　同左　’．．同左

　α70　　0．70

　6．曾｝　・7．0⑪

　0。03　　　　0。10

前日夕刻
晒粉投入

　0

26＄

同左．

・同左

0．85

7．4

同左

同左

0．80

6．81

　0

5／VIII

4

A。：M［．P．M：．

0

微濁

同左

？83

7，5

同旨

．同本

0．80

7，09

　0

0

同；左

同左

125

7．5．

同左

同；牟

0．8q

7．0曾

　0
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．第2同試験（第2表）

●

試・　瞼　　月　　日

露水墨の日　敷

探　　酌　　時　　露

探酌時に於ける入興

入　泳　者　累

外

臭

濁

計

観．

氣

度

　　　　pH

ア　　ン　　モ　　昌　　ア’

亜　　　　粥　　　甲

羅　　．酸　（mg／1）

総　盤1　素　超＝（mg／1）

総固形物量（エngll）

遊離盤！素（P．P．皿．）

清　　　　　　　…毒

・／・…i・／・…

1

1．・ノV…
1e／VIII

2 ．3 1 ．4

11／VI耳

1

A．M． N．

0　　54

．0　　5歪

澄萌同左

異臭
　　同左なし

’0．13　0．30

7．2　7．2

騨酷
検出
　　同左せず

0．4　0．5

3．55

67．2　68．0

0　　0．

R皿・睡．N・瞬

　58

112

同左

同一

0．50

7，3

同左

同左

0．7

3．90

75．2

0

0

112

同左

同左

0．52

7．4

同左

同左

0．8

5．67

81．6

0。06

前日夕．

刻晒粉
投入

　35

147

同左

同左

0．90

7。4

同：左

同左

0．8

5．50

80．8

0．06

　49

196

同月

同月

1．30

7．5

同左

極め
て微：

0．75

6．02

82．4

0

んM・瞬

　0

　0

同列
．微にク

ロ　ノレ

奥あり

　L30

　7，6

同左

検出
せず

　0．8

　7．45

82．4

　0．08

前H夕
別晒粉
投入

33

299

同月

異臭
なし

1．60

7．4

同左

痕跡

0。9

6．74

81．6

0．01

A．M，

0

0

同左

微にク
ロ　ノレ

臭あり

1．20

7．5

同左

桧出．

せず

0．9

7．80

69．6

0．04

前日夕
刻晒粉
投ス．

N

　33

262

微濁

同左

　1．70

　7．5．

巨獣

．極め

て微

　0．9

昌7．80

77．6

　0．03

P．M． A．M．

　　［4710
309　　　0

・同左　同左

欝同左
　2．00．　　1．70

　7．5　　7．6

同左　同左

　　　槍出痕跡
　　　せず
　1．0　　1．0

　7．45’　8．16

81．6　　80．8

　0，01　『0．01

　　　前日夕
一　　刻晒粉
　　　畏入

5

N

70

379

同左

同月

2．56

7．4

同左

痕跡

1．0

8．16

82．4

0．01

P．M．

62

441

同義

同左

3．50

　72

同日

極め
て微

1．1

922

83．4

0。01

以下

第3同試験． i第3蓑）

●

試　　瞼　　月　　目

換水盤の　日　数

探　　酌　　時　　刻

探酌時に於ける入泳者

入．泳「者

外

四

千

　　　　pH

ア　　ン　　モ

亜　　　　確

累　計

　　槻，

　　氣

　　度

ニ　　ア

　　中

軸マンガン酸カリ消費．量

露息　盤！　素　量　（m9／1）

遊離、騒素（P・P・竃n・）

消　，　　　　　…毒

14／VIII． 15／VIII 16／VIII 17／VIII 18／VIII

1 2

A．M． P．M．

55　　52

55　　107

澄明　同左

異臭なし　同左

　0．12　　　α70

　7’2　　73

検出財・同一．

検出骨　同；左

（鯉・銘
　3．35　　　r3．69

　0　　　0
’　　　　終泳後
　　一　　晒粉投
　　　　入

A．M．

37

144

同左

微に異
臭あ．り

1．00

　7．5

引田

同左

1．44

5．03

0

P．M：．

3 4

A．M，

37　　31

181　　212
　　　水隆に紬

同左上鵬
　　　り
同左　　同左、

　1．30　　　1．70

　7。5　レ．テ

同左　同割

同左　　同左

　2．01　　　1．72

　4．69　　　6．37

　0　　　．0．05

幽幽後．’ ?j前．

晒粉投　　晒粉投
入　　　　．入

P．M．

37

249

同日

同左

1．5＿2．0

（1．70）

　．7．1

同左

極めて微

　2．15

　6．20

　0．01
　　　
終泳後
晒粉畏
入　．

A．M．

37

286

同訓

同門：

1．．5－2．0

（1．50）

　7．8

同左．

逸出・ナ

　2．44

　8．04

　0．05

入泳前
晒粉投
入

P．M。

5

A．M：。

36　　　44

322　　366

同左　微濁

同門　　同左
1．5＿2。0「

　　　　　2．0（2．o近し）

　7．6　　7．7

伺左．同左．

同左　　同左－

　2．〈…盗　　　　2．59

10．72　　11．73

　0．02　0．045

終泳後． @入泳前
晒粉投　　晒粉投
入．　　　　．入

：P．M．

70

婆36

同左

異臭靭

　2．1

　7．6

置綿

．痕跡

　3．45

12；73

　0．03

終泳後．

晒粉投
入

19／V皿

6’

A．〕M［．

　33

475．．

　同心
異舅汲微
にクロー
ル臭あり

　2．0

　7．7．

　同左

極めて微

　3．88

13．40

　0，09

　．ス泳前　＝

　晒粉投
　入
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’　F B校プ．Pル水め試験成績
　　第．1同試．．．験．（第4表）

試　　瞼　　月　　日

温水後の日　敷
採　　酌　　．時　　刻

採二時に於ける入泳者

入　泳　者　累　計

外　　　　　　　観

臭　　　　　　　漂

着　　　　　　　　度

　　　　か：H

ア　　ン　　モ　　ニ　　ア

壷　　　旨趣　　　酸

　　　　　酸　．（Ihg／1）

審惣．盤1　素　量　（ID9／1）

総固形物量（mg／l）

遊離白白（P・P．m．）

消　　．　　　　　毒

81VII工 9／VIII 10／VIII 111V工II

’　1 2 3 4

釧N・IR凱1甜酬蹴【認凡1R瓢1血国PM・
　0　　148

　0　　148

澄明　微濁

異臭
　　　同一なし

　0．1　　1．55

　7．2　　7．3

検出齢同左

検出爵同左

　02　　0．7

　1。77　　4。61

69．6　．72．6

　0　　　0

　　「

　78

226

同左

微に異
臭あり

　3．10

　7．3

同左

微痕跡

　0β

　5．67

90．4

　0

0

’同左

欝器
ル臭あり

』2．1

　7。4

同：左．

検出紗

　0．75

　727

912

　0．23

前日夕
刻晒粉
投入

89

315

同左

同左：

2．7．

7．3

同左

同左

．0．8

7。09

81．2

0ユ7

76

391

同論

異臭
あり

3．7

7．3

同左

痕跡

0．8

、7．09

84．0

0．12

第2同．試駿く第5表）

0

倦藏霧

鶉ル
£写ル臭

　2．6

　7．4

同左

同左

　1．10　1。0

　9．93　．922

90．4　　　92．0

　0．18　　0．12

前日夕
測晒粉　　　　一
投入

　86

477

微濁

同左

　3．6

　7．4

同左

回痕跡

52

529

同左

異臭
あり

5．50

7．4

痕跡

同左

0．95

9．57

　σ
76．0

0．10

0

微に白
携を呈
す

クロール
阜及異臭
あり

　6．0

　7．6

同左

槍出田

　1，10

11。52

89β

　0．36

前日夕
刻晒粉
投入

87　　86

616　7Q2

同左　極左

同左　同：左

　7．0　　6．50

　7．6　　7、5

同左　同左

痕跡　同左

　1．10　1．10・

11．70、12．06

97．6　　89．6

　0．30　　・0．16

試　　瞼　　月　　日

漏水．後の　日　三

品　　酌　　時　　刻

探酌時に於ける入泳者

入　泳　者　累　計・

外　　　　　　　掘

臭　　　　　　　　氣

濁　　　　　　　　度

　　　　pH

ア　　ン　　モ　　ニ　　ア

亜　　　．硝　　　酸

過マンがン酸カリ滑費量：

嗣子　　塵　素　量　（mg／l）

遊離塵素（P．P．m．）

消　　　　　　　毒

15／VIII 16／v工－ 17／yll工 18／YIII 49／yl耳1

1 2 3 4 5

臨脱1・皿R瓢！証小山1ム皿 P．M：， ：P．：M〔．

　130

　130

　澄明

異臭なし

　1．0

　7．3

桧出せず

槍閏せず

　1．44

　3．69

　　　■
　0

　83．

213

微濁

同左

．2．7

7．4

同左

同左

3．16

4．Q2

，0

　　90

　303

　同左：

クロール臭及
眠剤あり

32

7．5

同左

同左．

4．60

5．70

0．24

前日夕刻
晒粉投入

　　72

　375

　同封

異臭あり

4．0

7．4

鋤
痕跡

7．18

7．04

0．14

入泳申晒
粉投入

0

　同左

クロール臭汲
舞臭あり

　3．5

　7．5

検撮せず

　同左

　6．89

　9．05

　0．44

前日タ刻
晒粉投入

0

同左

同左堕

2，5

7．5

同左

図痕跡

7．13

8．71

0．40

　　74．

　449
少しく白濁し
沈滅物を認智

異臭あり

　4．5

　7．5

　痕跡

．痕跡

　7．75

　8．71．

　0．14

101

550

同：左

同左

5ρ

7．5

痕跡

同左

8．62

9．05

0．05

．’O

肖濁し没激
物を認む

クロール．鼠

洪異臭あり

　2・5

　7．5

検出せず

　同郷

　8．62

　11，10

　036
前日夕刻
晒粉投入

備考；本試験は上水乃至常水試瞼法に掲ぐる方法に採れり．・但亜碓酸の試瞼にはグリス・ミン試藥を用ひ，

　　循酸の試瞼はプルチン法に操れり・濁度は暗箱付透覗濁度計の攣形型（検水の容器には活栓を附廃せ

　　ざる普通硲子圓筒津用ふ）を利用せり。

’
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　上表の記録中，外槻に關するのは肉眼槍査の二二なる・も，A校門B校共同一の情況を示し，プー

ル水使用延長及時日Q経過た從ぴ，次第に渥濁を増加するの経過を執れることを知れり．臭氣は，

遊離盤素の刺戟著しき場合は別とし，其影響溝失せる場合の成績巾には異臭を槍得せるものあり，．

概ね換水期に近き槍水の場合とす．濁度の成績は2外槻と同様の傾向を示し，プール水使用時聞に

準じ段階的に増力1せり．唯共成績中入泳前のものは前日午後入泳時に劣るものあり．三一夜間の静

置によリブF・ル水申浮遊物の幾分かは沈降してプールの底部に集積せるがためな夢．

　アンモニアは，プr一ル小：量に比し入泳者数回きA校に於ては槍禺したること無きも，入泳者数の

多きB校プール水よの，は其痕跡量を誰明したることあり．然れ共，午後の槍水中より之を槍轟した

るにも絢らす，夕刻晒粉浩毒を施行したる後翌朝の検水よりその反慮を消滅したるものありて其出

現如何は必ずしもプール水使用の経回時日と併行せざるものなり．

　亜硲酸はA言及B校の爾プ・一ル水よの検轟したるもアンモニアと同じく痕跡量にして毘現の状態

又略ぼ右と同様なり．

　硝酸はプール水より常に之を槍費し，且つプール水使用時聞の経過すると共に其量を」勧1するの

噸向を示せども，共成績は極めて微々たるものにして醸成艶聞に数字的の差を與ふるに至らす．

　過マンガン酸カリ梢費量は，濁度と同じくプPル水使用時事の増加に件ぴ其藪値を明に累増す．

　総盤素量鴎雨修羅晒粉投入の影響を等しくする午前と午後との成績の間に殆ど攣化を現さす，

企て入泳者による攣化僅微にしてプール水使用期聞の全般を通じたる其櫓量には晒粉投入に基く増

加の影響寧ろ大なるを認めしむ．

　蒸登淺露量は各校プ」ノレ水共幾分増加するの傾向あれど，其検禺値に動揺あり且つ其の攣化も著

しからづr．

　プr・ル水の反鷹ほ幾分アルカリ性に傾くの徴を示しだるも，攣化は著明なら’狂加ふるにプール

水管理上液性を問題期するは，水質の酸性化叉は甚しきアルカリ度の上昇せる場．合なるを以て，本

試験に於て得たる成績の範園にては之に言及するの必要を認めす．

　而て，プールzk汚染の経過を知らんが爲の理化學的試験を行ふ場合には，少くとも其成績がブー

瓦．．・黒

10　5

8　4

7

6　3

6

4　2

8

2　1

「 夢2

　　　　　　’〆’

　　　　．・　／

　　．。／
　　　／

　！　／ノ
，　　　　　　　　“ρ’・」rI
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酸カリ消費：量．從座標中K：は過寺ンガン酸カリ二三量をTは濁度を承ず．
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ル水使用の頻度換冒すれば主として入泳者数の累増に俘ぴて同一のプール水使用期間中塘進性の傾

向を保ちつ玉攣化し．三共攣化の数字的に明示し得る種類のものを選揮せざるべからす．斯かる槻黙

より見れば，上記の各試験成績申之歓該回するの傾向あるは外槻弓査の成績を除きては僅かに濁度

及過マンガン酸カリ消費量のみなの．層

　依て此に試験項目の成績に就きて夫々プール水100m3に封ずる入泳者累計敏との開係を槍討ず

．る爲め，第1表中の第3同試験成績及第2表中の第2同試験を撰び，更にプFル水の状態の攣化に

よる誤差を除く爲め入泳者の在りたる日の午後に於ける藪値のみを探回して之が攣化．を圏示するに

前揚の如し，

　上の實験は僅1と2例に過ぎす，更に雨校の成績を比較するに，入泳奢数に封ずる濁度及過マンガ

・ン酸カリ消費量の増加歌態も粗互には粗同じからざる傾向を示せども，概ね爾成績は入泳者による

プール水使用の頻度と蛙行的なりと認め得べし一以上の事實よりプFル水使用の結果に基く汚染度

を批判するに足る資料は，幾多ゐ理化學試験中過マγガン酸カリ消費量叉は濁度の測定以外は適當

なるもの無きを諒承すべし．而して試験操作の簡易性と測定値の自1決とを希望する場合には右2種

の試験中濁度の試験を推賞せざるを得ざるものなり・　　　　　　　　　．

　絡りに臨み絡始御懇切なる御指導を賜りし當所石尾技師に深謝す．
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プールの水質蛇其管理條件

　　　　　　　技手小川俊太郎

　　　　　　　　　　　　　心

緒　　言き1

第1章　プ門ル水汚染の概念

第2章　プール水中の細酋と疾患の傳染

第3章　プール水の衛生學的調査に封ずる心得

：第4章　プール：水の理化學的試瞼に就て

第5’章：プ門ル水の細菌學的試瞼に就て

　　　附：爾蝕の生物學的試験に就て

第6章プール水質b標蜘（就て

　　次

第7章

第8章

第9章
第10章

結　言

文　献

プール及ナール水の浮化法に就て

附：プール使用上に關する丁丁の注意

入泳者に關する事項に就て

プール水の澗毒方法

1肯毒の實施方法に就て

（附）　晒粉の使用法

　　　　　　　　　．　　　　　　緒　　　　　言

　画蓮の隆盛に俘ぴ村営の気門と髄位の向上が強く叫ばれてみる今日総てのスポFツは隆々たる盛

蓮に際費してみるが我町民的スポーツとしての水泳は正に其の最：たるものであ，らう．例之我東京市

に於ても公衆用の公園プPルは15ケ所に及び此他私設蛙特殊團盤或は諸學校の所有するプFル数は

既に200を超ゆると稻され殊に近年兇童の水泳による夏季豊育の實施に伴ひ小學校の附驕プールの

建設さるるもの野望として相次ぐ有檬である．

　さて斯くの如くプFルの利用の普及化さるると共に：プFルの管理叉は水質検査の如きも公衆衛生

上頓に其重要性を増加した．之は人工酌プールでは海や流水に見らるる如き偉大な諸種の自然浮子

力を期待し得べくもないからである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　此瓢に着目した米国公・衆保健協會（American：P疋lbliG　He乱lth　Associa七ion）略艀A．P．H．A．．は夙に

1924年度の同會機關誌上（1）に從來の研究の綜合成果としてプール水の細菌學的及理化翠的判定標準

を揚げ大いに世入を啓擁する所があったが進んで1926年度の同誌上（2）には衛生工學者の協力の下に’

プールの設計，設備蛙一般管理法を磯明し爾後世局の進歩に則して適切なる改正を加へつつ1938

年⑥に及んだ．

　然して現今も該協定法は我邦に於けるプーノヒ水試験に何時も必ず引合ひに串される位最も我憲に

は親睨であり，又最：も蝉吟あるものと認められてみる．

　然るに我邦に於てはプールの全般的取締法に關する公的指導方針は未だ完備せざる有標で之を近

年に於けるプール利用の増加に鑑るに誠に遺憾の念を禁ぜざるを得ない．

　只幸ぴにも我邦には三三から多数のプールに關する衛生學的調査や試験の結果が報告されてるる

のでプPルの管理を掌り或は叉汚染の調査を實施する者は之等先進諸三者の報告内容を熟知し更に

・先進國の一般取締法の意義を：諒解するならば先づ現在の所大なる過誤無からん事を期し得ると思ふ

し進んでは之等の基礎の上に立ち我々の現状に則した研究を行ぴ以て近き將來に於て必ずや公定さ

，れるに違ぴない所の指導方針に幾分たりとも寄與する所がありたいものである．

　筆者は斯かる見地より主として本邦に於ける試験の成績を基礎とし之に前記A．：P．H：．A共他の樺威



プールの水虚心共管理妬心 93

により磯解せられたるもの若干を参考としてプール水の試験，水質標準及消毒方法に就き述べ更に

埋門一一般の管理法に別しても多少言及し蝕に諸賢の御参考に供したV・と思ふ．

　但時日の關係より必ずしも我邦の關係文献を網羅した課でもないし叉調査の結果記載を省略した

’文献もあるので或は調査不足と思はるる部分や時には原著の悌を誤り傳べた個所が見出されるかも

知れない．斯様な貼のあらうことは豫めお断のして置くと共に宜敷く御叱正の程をお願びしたい．

　（蚊にプールと構するものは我見に普通最：も親しい所謂完全なる理工プール，帥ち構造も給水設備’

も全く入工的の其を意味する）．

　　　　　　　　　　　　　　第1章　プール水汚染の概念

　プールでは多人数の入が狭少なる水域申で遊泳し反面之に働く浮化力は非常に制限されてるるか

ち水の汚染は一般に使用時日と共に進行する．此場合プドル水の汚染源には入泳者に依るものと之

と關係の少いものとがあるが後奢はプFルの使用上全く無意味な汚染な．のであるから注意して避く

べきであり，叉比較的容易に避け得られる．

　此後者に労しては始めより水の汚染してみた場合を別とすれば水をプールに満した後地表水，地

下水の浸入や外部より水面に飛込む落葉，塵芥，或は燥等等叉は小動物の屍盤更に水申に自生する

藻類と云ったものを汚染源と考へ得る．之等に帯しては夫々適當な手段を講じ其下平を防ぎ叉注水一

や藥晶により防閉せねばならない．

．野外プールの近くに不用意に立寄る入の履物に附着した土砂等がプール外に盗れた水により流さ

れて逆にプ幽ノレに侵入する場合或は入泳者の手足が之に依って汚染され從てプール内に運び込まれ・・

る場合等が数へられ何れも尻重に取締られる．

　入泳者の水着には一般に驚くべき程多敏の細菌が附着してみて從て之がプール水の細菌学的汚染．

の主要なる源と成り得る享は否めない．近帯解に水着の清潔性に周到なる注意を梯ふ様になった理．

由が青れるであらう．叉水着は理化學的汚染の原因としても重要であみ．

　泳者による汚染には髄表に附着した細菌による汚染の外皮膚，’毛髪或は諸種の分泌物例之鼻汁，

唾液，尿及汗等に基く，ものが考へられる．英國の即今者は1人入濠する毎に0．8gの窒素を化合物と

して叉1．3gの四隅を肇化物として水中に供給すると云ったが叉入子の結果身髄の冷却する爲め放尿

する可能性も大きくなる諜でM乳hl乱「54）は入泳者1等等り60CGの尿が排泄される割合になると蓉’

ひ叉水中より尿の特異成分を見田し得た等と云ふ報告もある，勿論入泳者の有る以上此種汚染は或．

程度迄己むを得ないとは云へ入泳前のシャワーバス，石鹸浴又はトイレット使用の働行等により相．

當防止禺來るこ．とは疑ひない．

　さて以上の各汚染源による汚染の関野を総括すると’プール水の外槻をを：損ね入抄せんとする者を

して嫌悪の情を抱かしむる様な汚水撃ち眼に見へる汚れと，水は泳者を誘惑する外観を有するにも

課す畔塗水質の悪化してみる場合とになる．前者は濁り，沈渣，臭氣叉は水藻の登生等であり後者’

は化通町水中溶存物（例解アンチ』ア，有機物質）及細菌の増加等であらう．・そして後者は其れが・

眼立たぬ丈始末が悪るく從て叉注意すべき汚染であるド

　プール水の汚染は大盤一定量のプール水に樹する入泳者数に比例するものと考へられ得るけれど

も，．以上の如く雑多の原因力薄在し其原因の働く程度は違ふプ・」ルは嚢ふ迄もなぐ同じブレルに於
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ですら・月日異るからプールの衛生管理をする者は常に善く汚染源と其筈に依る被害の程度を洞察し

綾急に慮じ必要なる手段を講ずるの用意を有すべきである，

第2章　プール永中の細菌と疾患の点出

　プPル水中の弾雨牲細菌に解する槍査は可成り昔から問題に成ってみたものであって我邦に於て

は小島’博士が昭和8年日本傳染病學會誌上（12）に於て野水の細菌的汚染或は傳染病の媒介に關し論違

する所があった．．鼓には同博士の記蓮申よの重要なる部分を適宜抄録し拝借するこ乏にし灸V・と思

．ふ．

　邑Pち博士はクプPル水申の紬菌に關しては1910年英入：Pe乱rceがラ｝・セット誌上に英断ヨークシ

アの公衆浴槽中の菌に暫し號変ずる所があ「わ，降て1912年：Forbesは學校プール水中より化膿性葡

萄状球菌及大腸菌等を槍禺した．然し現今迄の所使用中の戸外プPル水問より望見せられたる菌ぽ

枯草菌，大腸菌，攣形菌，ピオチアヌス菌，’葡萄歌球菌，連鎖歌球菌，璽菌鼓腸炎菌等色々あるが其大多

数は非病源性であり特別の場合にのみ病源性を登揮し得るもの巳PちCommensaIなものであること

は注目すべきであらう．同時に吾入はCommehsalな濾過性病源盤（例之ヘルペス病毒の如く）や原’

錨（例之レプトスピラの如く）が存在すると想像して差支へあるまい．叉Stokesは濾過浴水2ガ

ロン中より500の純粋培養集落を得たが批内病源菌としては僅に白色葡萄歌球菌を認め完のみであ

・つた，然し彼すらも此票實のみを以てプール水門の病源菌によ㌫傳染病の媒介が行はれると去ふ読

を反駁する事は下僧ない．プFル．水と傳染病とが無關係であると断定するには猫之と同檬な陰性の

・二二の多数集積する事が必要であらうと結論してみる．ク叉クGri出thは1cc中r18000箇の勝田菌を

有する浴水20cc申より溶血性連鎖状球菌を護明した：事があるが其後め調査で讃明した例はない〃

と述べてみる．

　之を見るとプ戸ル水影から危平なる病源菌を確認したる例は庇較的珍ら’しv・がさりとてプール水

一が疾病の下染に關係がないと云ふには絵りに丁丁薄弱である．と云った所論め様に見受けられる．

　そこで以上の事項に關増して，では現今迄ブPル（廣く云ぺば水泳場）で傳染したと見られる病

盈何か叉傳染するど思はれお病は何かと｛云ふ質問が直ぐ呈起されるであらう．

　此貼に発する本邦に於ける統計報告の如をを鼓に御階特出來ないのは誠に獲念であるが小島博士

隷平等に關し〃平平病鯵屡々ではない時々浴槽水より媒介される．・と云ふ事は本當であらう〃と冒頭

しク傳饗する病にぱ胃腸系及呼吸器系のものは少い．殊に前者の系統に干する病の傳染は水の甚し

く汚染した場合に於てのみ見られる．腫物，病癬，たむし，紅疹の如き倣消毒藥晶によづても起り

，得るし管理の正しく行はれてるる場合は濫け得られる，反骨最も重解すべきは眼，耳，鼻，咽喉の

．病で殊に結膜炎はプ．Pルの使用に際し最も頻々と見られ米國に於では傳染の成立し得る事すら公認

せられ居るが英猫脚に於ては未だ右疾患の塁壁に許しては疑義を抱いてみるし（近年猫國に於てる

Schwimmba4conlunc七ivitisの感染成立：を認めてみる様であるが）原因としては涙と三水との成分の

相違，水泳による長時間に亙る刺戟，器械的弓は滲透堅的刺戟，飛込みに依る刺戟又は三三クロF

ルによる刺戟等を悶悶し得ない．耳鼻叉は咽喉を介し傳染する病，例三三紅熱，ヂフテリr，麻

．疹水痘等も例の無V・課ではなV・が数も夕く且つ浴水による聖母に基くものなゆや否やは疑はしく

．寧ろ泳場内の入の密集，混雑，或は又衣服の着睨等に際し感染するのではないか？　とも考へられ
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る．鼻炎，富貴炎ヌ，は扁桃腺炎や中耳炎：に心しても遊泳による身髄過冷に基く抵抗力の低下により

高家感染を起す二二の多分に存在する事を忘れではならなV・〃と云ふ．・

　今絃に以上の問題に就き些が奮聞には属するが最も有名な報告を御紹介するならばA．P．H：．A．．は

ユ921年に約2000通の質問書を米領土内の論者叉は公衆衛生に携る幽々に直し其同答を待って浴水に

．よる疾患の二三に關する統計的数字を得んと試みた．

　其を総覧すると同話者の大部分は汚染せられたる三水叉は泳場の附属物により種々の疾患の旧染

し得る疑を多分に抱いてみるものの様に見受けられる・・帥ち水質と・タオルや水着の清潔性と何れが

・疾患の二二に關しょり重要なりやとの質問に封ずる答車ほ前者を支持する者後蓉をより重要とする

者が相伯仲してみるがさて公衆水泳場が痴懸の傳染の重要なる媒介たゆ得るやとの黙に至っては之

．を肯定する者三二答者の1約70％を古むるの有檬セあった1

　家に水浴場の衛生的取締上重詰すべき疾患8種を掲げ其輕重を問ふた所晶晶性眼炎及風邪に於て

各々答申数の7Q～80％の賛成者を得たのが目宰ち反之チフス亭性病は賛否相孚ばした．

　更に水浴場に於て二三し得る病名及二心上明に水浴場で感染したと認定し得べき病を有する患渚

の診断回数や病名を質したのに封ずる答申は多種多様であったが其重要なるものみ御紹介すると・

　　　　　　　　（1）旧染性眼炎　　　・　　　　　（2）結膜炎

　　　　　　　　（3）申耳炎　　　　　（4）風　邪

　　　　　　　　（5）腫　物　　　　 （6）たむし
　　　　　　　　（7．）淋　疾　　　　　（8）鼻．　炎

　等が見串される．

　以上の統計は協會の言を借りれ犀信葱するに足るが故に之を二三受入れる限りではプール水叉ば

プールに於ける疾患の旧染は眞に吾入をして恐怖せしむ多に充分である溝如くに見へやう．

　然し蝕に忘却し得ざる黙は右の統計中に於ても實際の診断例は其一二を除けば誠に少数なことで

あρてエ936年度の二二會年次報告中にもク汚染せら初たる浴水中に於て遊泳したるが爲め正しく誘

起せられたりとなし得べき疾患に高ずる疫學的報告は甚だ敏乏せりレと訴へてるる事實である．

　然も浴水は飲料水と異り水泳中嚥下する水量は僅かで三水の交換．も場所に依ては相當早いからチ

フスに罹る等と云ふのは特登例に記すと考へ得やうし更に水泳中は身鶴冷却叉は粘膜の聞断なき洗

・源により二言の感染防禦が溺低下してみる事實もあるから病の種類に依ては他入よりの傳染の外に

自家感染の成立し得る事を輕覗禺來ない．

　小島博士は

’〈i）他の因子も大切では．あるが汚染した浴水は正に傳染病を媒介し得べく叉媒介してみる．

（め然し鰍流布せらるる流行齢繊プール咽るとの灘臆く漏壷灘を訣く1と

　　結論した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

　印ちプール水は汚染した場合病の傳染に嘉し注目すべき役割をぱ演じ得るが：有妓適切なる管理を

行ふ場合と難も徒にプール水に幽し疾病血染の恐怖を抱懐するのは誠に謂れなき業と申すべく常に

備へある者ほ悪れすの理であってプール管理者は勿論使用者も叉扇島の注意と公徳心の磯揚を怠ら

すプール水に面する無論の罪を一話する如く努あると共に叉一面注意を怠る時は眞に恐るべき危鹸

を自他共に及ぼし得る事を銘記すべきであらう（二二に於ても浴槽を改装したプールに於で入泳者
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間に赤痢を蔓延した實例も．ある）．’ 　　　「’■　”．．　　　　　　　　　　．㌔・一一

　プールに於ける病の旧染に關する限りブβル永のみならす浴場内め整理，衣服，水着，タオルめ

始末或は便所，乎洗，水飲みコップ等の清潔性も等閑覗田來ぬ，’ O述’1936年度の年次報告中（5＞たも

”遺憾乍ら多数の皮膚病め水浴場丙に於ける傳染経路は未溶判然たらす，帥ち右疾患は果して水浴

場内の諸設備例之廊下，共同用タオル，水着，水飲みコップ等其他普通の蓮動場に於て見られる如

き諸々ゐ接鰯ゐ機工たより傳心するものな砂や或は軍にプPル水が病源謡言搬の役割を演じつつあ

りゃ吏に義は水中に存在する人盤分泌物によ』り感染が成立するものなわや何れとも決定し難き現状

にあり〃と述べてみるのを見ても這般の二二を察し得る．

　　　　　　　　　　第3章　プール水の衛生學的調査に封ずる心得

我・四壁儲がプ「ル永の撒や調査を倖聾郷場解を附騨揃跣づ其プール厳

備や構造や既往蛇現在に於ける使用の状態等匠回し一」逸りの常識を得て置くことが大切である．調：

査の結果如何によっては軍にその結果のみを以ても衛生學的瞼討の資料たり得るし叉水質の試験を

行った後に考察を加へたり三三改善すべき鮎あらば之を改善する場合等非常に参考になる．　　”

　　　　　　　　　　　　　　　調　　査

（1）　プールの所左地名，所腕團謹名

（2）プールの位置

（3）周園の歌況（樹木，謡曲）・

（4）通風，日光の當り具合等

（5）プー・泳交換法の種類（後文参照）

（『6）築工材料

（7）．寸法（Dimensioll）

　　全・長

　　幅　員
　　』深度及傾斜「

　　用水：量馳’・

（8）．注水ロ及鉾水口の位畳と二又は能力．

（9）溢流溝（Ove・且・w叉は芦cu皿91・七七e・）

（10）プール内の口凌，梯子等

（11）　プ門ル周縁の外廓．「

（12）　其他内壁の色，滑澤の度等

；事　　項

　（13）更衣室使用め賓欺

　（14）シャワーバス使用の實状

　（15）洗足装置使用の實殊

　（16）　トイレット，洗鯉又は洗面所使用の實朕

　（17）プール水心化方法及装置優用の實歌

　（18）清毒實施の實歌

　（19）　素水時のプ幽ル困清掃：の實朕「

　（20）水藻獲生の有無叉は鋼策

　（21）二三の種類水質

　（22）入泳者数，男女別，種類，年齢　　　　一

　（23）　同上の攣動歌態．

　（24）身燈検査の球績

　（25）（22）及（24）に關する統制又は制限

　1（26）水着，水泳帽に噂する統制叉は制限

（27）「入泳者の肪網慣

　試駿を始めたら毎日二水の二二と同時に入泳者数，注水量或は溝毒實施の歌況等を記録し果試験

成績と共にプール使用の経過が一目瞭然と追究し得る様に報告を整理．して置く．台命の報告にも良．

く見掛ける所であるが折角細部に亙る成績が掲げてあるにも記す上記の如き注意が不足した爲め後．

進者の品品に供し難や場合のあるのは残念なことである．

　　　　　　　　　　　　第4章　プール水の理化睾試験に就て

　プール水の理化學的試験は大髄上水（57）叉は三水試験法（58）に準じて行ふ，二三では前述A君H・A・・

協定の“S七脚dard、Me七hod　of　Wa七er　Analysis　8th：Edi七ion”（38）．に掲ぐる分析法に準篠する事にな．

つてみる．
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　　試験項目を見ると伺協會では僅に・：Excess　chユorine，　Acidi七y・Alkaliultγ及Cleaエlin騨（逆に云岱

　ば濁町ある）鵬げ回るのみである醐し我耀…漁謬奪聯鉢蝋二項として考へら

　れるもの各種：に亙ってみる．

　　蝕では先づ二丁で得られた試験成績に關しプール水の汚染が理乱三三諌駿の上に如何に現れて來

　るか？を調べて見やう．，

　　但蝕に提示され夜傾向は全二水型プ7ル（後文参照）¢～其れが主であ砂胆で完全なる還流型プrル

　（後文参照）に肥する我邦の調査報告は今後に多くを期待すべきである．此事は細菌學的方面に堅し

　ても同檬である1

　　臭味沈渣プールの使肺藪の増す洪・に之蹴臥しBρ升酒も甚しくなるが取り立てて云

　ふ程の事はない（9x21）．只盤素消毒をする’プール水かちは盤素臭（？）を感ずる嘉がある．沈渣は毛髪

　水着の布片等の繊維及土砂が主である（2D．

ノ’ �l（水素イオン時変）；プール水使用鳳数⑳累抑と共に少しくアルカリに傾く，原因は壁排泄物

　ではないかと云1ぴ（21）筆者等の章騨でも此傾向を認め；たが22）消毒に晒粉を使用する關係もあら一うか

　　ら入泳者のみによる影響婦割声し勉る・総プー・嘩は即興のセメン械分ゆ容解の興研

　どく水がアルカリ性≧示した例も搾る（23）．

　　逆にプFル水の沈下剤としてアルミニウム化合髄を用写る晴K偉酸唾偉の傾向が現はれる．・

　　然レ雌の所プワ略鰯アルカリ性と考へて差支へな・い撫・ある・

　　巌（或門下）、綱璽プゆ二野腓鷹鯛椛灘し之岬町能の激で水の濁り

　の最上限を墜へる様にしてみるω～（ρ．本法ほ誠に簡易且愛野であると云ふ人もあるが（2の（25）淺いプ

　ールでも二月拙來るか一寸疑はし三叉月測では詰果が数梁蜘に爽れ難いので我邦での調査怨は皆

　上水試験法に準櫨して濁変を数字的に表示してみるのが多V・．然し其れにも拘す其攣化が判然とし

　ないと云ふ非難がある（24）、¢6）．所が筆者等はH乍年度に於ける小學校プールめ調査の際プPル用濁度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計（井澤清篤氏原案）を使用して相當判然と差を認め得だ22）（鋤濁度は入泳者数の増加≧比例する傾

　向を持つのでプール汚染の標示として適當とも云はれ（8）（10）（19）増加の原因は外部より入る塵芥等に

　　もよるが入泳者の領導に水着に關係深く入泳者が岬町時は裸禮の場合に比べて其の増力｝；が目立つと

　云ふ（9）．叉プールの清掃虹消毒の如何によりて著しく攣化するとも云ふ（26）．

　　色度：・大野濁度と同じ傾向を持つが餓り聞題にされぬαの（1の（2の（27）。緑藻の繁職こ由來する事が多

　い（23），

　　硬度：プール水使用と共に増すが晒粉め影響を無肥し得す（28》，1且プρル汚染の標尺として重要な

　る便値はなV・（24）．

　　総ク・一ル量；晒粉を使用する場合共影響を受けるが一面入泳者藪にも比例して増す（3）（19）（20～（21＞

　（25）．然し筆者等の實験では寧ろ前者の及ぼす影響の方が著しかった様に思ふ（22）．叉東京市内の小學

　校プール蹴ての二二の結果では其数回ま上絆掟標準を超へる標三三かつた（2の・・叉水着の有

　無とは無關係らしV・（9）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　硫酸；．使用申少し増すが其憂化は著明でない（2餓

　　アンモニア；アンモ昌アは一般に入泳者の有る場合増加し叉槍毘率が高まり殊にプールの小さい

　場合或は小兜の入る場合其傾向が著しい，一部は放尿によるものであらうαox27）．然し乍ら晒粉浩毒・
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を有敷に行ふと共直後三田し得なくなる事もある（22）．或はアンモニアが酸化されてr高暗消失するの

ではないかとも考べられるが四散必す常に入泳者累計の増加に比例して田現するものと云へない．

アンモニアは次の亜硝酸と共に水着の有無には關係が少い軌

　亜硲酸；アンモ三アと同じ康な傾向を持つ，：叉亜硝酸の試験はクロラミン消毒法を行ふ場合には

大切である．

轍・プ」ル水の使用磁と共に増すが二化は働である・然し含醤化合髄り騰酸化生麟

としてプ忌ル水中に於ける三三現及二三にば注目してみる人もある（9）（19×22つ．

　アルブミノイド・アンモ昌ア；アンモ呂ア及亜硝酸の閏現する場合と錐も共攣化僅少な．りとする

人α9）叉下等より遙に入泳者歎と關回して鋭敏に攣化し其故を以て殊に小見用プールの換水標準に適

合ぜりとする入（ゆボ下立しセみる．一般月ヨプールの二水標準として適せわとなす人に石原氏⑧があ

る，

　カメレオン滑費量；カメレオン溝費量ほプール汚染め主因たる回申有機物の増加を表すものであ

る，一般に入泳者藪と予行して増加するもので（9）注目に値する特に無揮時たは有揮時に比べて其暦

加が著しかったと云ふ．カメレオン消費量は還流型プールに於ては濾過器の有敷使用により叉普通

盤素回雪を行ふ場合にも其数値が低下すると云ふ，前者は有機物が機械的に除去される爲めに外な

らなv・（24）㍗（26）．

　遊離麹素量；プール水中から遊凹凸素が搬寓されるのは其プール水が盤素潰毒を受けでるる際に

限る．この時にはプール水の細菌學的安全幽ま遊離鷺素の現存量に依存するから其測定は重要な試

験二項である．米國でも我邦でもオルト・トリヂンによる比色法が普及した．本法は誠に便利右あ

るが水質によっては面倒な操作も必要である．殊に將來ク・ラミン三門が普及する機に成ったら少

くとも・NO2’イオンの障害だけは注意して避けたい．’此三三のないヨード滴定を：行った入も居るが

0．SP＜P．m．以下では測定幽來ぬ（24）（25）．プFル水申の遊離盤素は普通急速に浩滅するもので0，5　P．P．m．

繊の灘二野づ・繍以内に・・レ卿低に鮮少するもの・考へて・から騨・⑳所思

厭によると之以上減少の早v・場合もあ．るし叉意外によく残留した成績も見幽される（26xゆ．後者の場

・合其理由は未だ判然としない．

　蒸蛮淺渣；プール使用日数の経過と共に増量するが三二化も著しからす（2『）飴り問題にされない．

　プ」フレ水の理化學的試瞼摩衛生學的に見て其重要性が少v・と云ふ炉叉三際共成績を見ても特にプ

ール水の汚染した場合以外には旧格に考へて時に常水（又は上水）判定標準を超へやうとも直接入泳

－者に危陰を及ぼすが如き例は一一寸見當らない．

　然し一面理化學試験の成績も其種類と程度の如何によって直接入泳者に多少の生理的影響を與へ

得ると云ふこと及聞接的に細菌學的水質に二二し得る事實は忘れてはならぬ．

　帥ち遊離燈素は少きに過ぐる場合細菌の増殖を暗示し多きに過ぐれば入者の粘膜部を刺戟するし

液性も酸性に傾く時にはやはり入泳者に刺戟を與へるし又飴けにアルカリに過ぎれば盤素殊にクロ

’ラミンの溝毒力を減殺する．

　更に有機物質の量の多寡が盤素消毒に及ぼす重大なる影響は鼓に喋々する必要もあるまV・，

　上の意味からすれば先づ遊離盤素量，反回（酸度，アルカリ度も含めて）及有機物量（濁度も含

弟で）等がプール水の理化學的試験として重覗すべきものであり，同時に適當な標準を旧くるの必
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一要が生じても率やう．（後述水質標準¢）項参照）

・郷理輝的試験法の簡易な紬のがあれば適當の標戦設け水質汚染の標尺として之を刹用す

ろ事に．よ、珠プールの注水量を調節したり，』全換水ρ要不要を判定したわ，ヌ場合によρては入泳者

の制限或は浮化法の槍討を行ぴ得る：から誠に好都合である．（水質標準の項参照）

理化三二試験は原則としてプFルサイドで行ふ事とし殊に遊離肇素定量は必ず左檬する・－

、更に成績の均勢を望む爲めには全プー九水の均等なることを要求する．

第5章細菌學的貢式験に就て

　プール水の細菌二二試験と云って志水申の病源菌を一r々槍記する等は到底不可能でもあり，得る

新少いのであって，現今プール永の細菌的試験と云へぼ大盤次の各項に開する調査を主眼とし水質

・の可否を論じてみる．　『　　　　　　　．i・．．・

　．（A）細菌1敷

　プβル水1cc中の細菌数計測は目的が二三や地表たよる汚染の調査にあるのだから血温に於ける

．増養が二三であらう．A．P．H．A．’ ﾅは以前には20QC　48時聞法をも併用してみたが現今では農止し

た．．二二では（ゼラチン培養基を用ひたものもあるが）（9）普通二天三板培養時＄7。C　24．」翔後生する

・集落藪で試験を行ふ．

　．（B）大．腸菌・『

　水の腸管撰匿物による汚染を意味するものとして注目されてみるが叉本菌はプ．・ヲレ水中に見られ．

、る諸種病源菌中盤素に封ずる抵抗力の最も強い部類に騎してみるから消毒の確貴瞳を槍討する上が

ちも必要なる試験項目である．

　然し大腸菌はプール水中で繁殖し得る外其存在は必ずし．も糞便によ為汚染を意味せす從て大腸菌

の皆無なる場合プール水質の優れた享を立讃するにしても逆は必ずしも眞ではないと雪ふ批評もあ

．る！33）（34）．二二法は上水叉は二水試験法に擦る．

　（C）連回状球菌

　M甜皿anG3）はプールに入泳者の有った場合本四を必ず誰明し，．入泳者敷に大盤拉回して獲見率

．を増すが，入泳者が居なくなるとく例三夜闇中）叉減少し消滅する．其故本四こそ人による水の汚．

染の好標尺であると云ぴ，一面本菌は入の三二口腔内に存在レ且カタールや化膿の原因たゆ得

るから，其存在は水質の不良性を示すと述べた．最近米國に於ても暫定的ではあるが本菌槍出を行

．ふ事を奨めα6）我邦に於ても谷口㊥，山’口（ゆ，江龍（ゆ有本（37）の諸氏によりプ・一ルの菌的汚染のヅ

三尺として有用なろ事實が立回された．但しマルマンの原法によると本菌の培養にはやや長時間を．

要すると蓉ふ三階やα9），もし本菌を絶無にせんと欲すれば回申遊離盤素三三：量を引上げ門方入泳者

』を非常三つめ鰭琴臨みプール経回三三旧姓移等と云ふ繍が郁・米國でも試蜘

．實施は推奨したが標準は未定と云ふ現歌である⑥．’

　（D）遠藤赤化菌

　之は我邦上水試験法申に揚げられ三舞邦プール水試験成績中に良く見掛ける（23）（26x＄9），・大腸菌の

確定試瞼は仲々面倒で時間を要する爲め推定試験にぽ過ぎないが簡便な本法が好まれる課であら

ろ．

o
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細菌蜘ま云ふ迄もなく入瀦の多い幽ま：胤叉二三完聾蝪醸に二三く三品ロすム・E雌

（40）の八三によると1入の全身浴では甚しき場合約3億6千萬箇の細菌を浴水中に供給した例もあり・

浴衣1吋2に附着する菌数は，15萬がらioO萬潅及ぶと云ふから無理もない話であらち曳今迄の調査を、

見ても消毒が理想的でなv・ことも重大な原因ではあらうが細菌藪は仲々多い．郭氏αo）の研究による

と1日中細菌の最も増加したのほ夕方であり三富三二によるとブ戸ル回申の細菌的分布ほ必ずしも・

一・lでないと云ふ（㈲．之は水の掩搾の行届かぬ事と注水や二流の影響であらうが斯かる意味から云．

ふと或期二二のプールの細菌畢的三態を具さに知りたい場合には三水の場所や時間を攣へて丁寧に

試験する必要もある．

　叉降雨と細菌数とは關係があり晴天縫予後降雨の在った場合にはプ←ルの細菌藪は塙し殊に容積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬゆ　　ドの小さげ初で麟傾向躇しい・然し翻騨殆ん囎してみない⑩

　叉高慢の場合は無揮時に比し堰力llが著しいと云ふ成績も得られた（9）．　　　　9

．細菌學的試験は理化學的試験が二水，津水に封ずる規準を與へるのに樹し潰毒溝の可否の判決を

意味するが，共成績が多分にプ』ル水質の危険性を暗示するめで極めて大事である．然し其結果が

少くとも←日後に成らぬと判明し絵い事及一般に色々¢）設備と熱練した手技を必要とずると云ふ昧

黙もある．從って小島博士の如く“細菌學的試験の必要を鼓吹する前に其必要がない位充分な消毒

方法の確立”を望むに至る諜であらう．

　然し肝腎な“二二なる消毒方法”が未だ確保されぬ我邦の現状では細菌學的試験は依然として共

重要性を保持してみるものと思ぽねぽならぬ．

　最：後に一言蓮ぺて置きたいのは試験匹際しては次記の事柄匿注意を梯はれたいとと懸ある，

　（i）細菌素的槍査用槍水の探酌と共に現場で必ず遊離盤素の測定を行ふこと，

　（ii）　もし一日一同の二三をする心算なら二水の二二は一番ブ幽ルの混雑してみる時行ふこと，．

　（iii）水の理化學的汚染の増加した場合特に注意して試験すること，

　（iつ．更に之は我邦の報告には未だ其例がな矯が遊離盤素が三水後も菌に作用するのを中絶せし

める乱騰水探二時の細菌騨勺汚染娯髄現す臆味で・・イポ入りの撚量を使用すること・

此最後の項に虚しては1936拉1938年脚A・PH．A．プール髄法（5）（6’及前言桐協會協定の野水．

分析法（3s）を参」照さ重しるがよいと思ふゲ

（附）爾余の生物箪的試験に就て

　浴水中の生物のことを．Balneobis等と心し其調査も必要だとされてみるが三江二三（3‘）によれぽ浮∵

遊生物は二二之を検するも河川湖沼中口常に搬見せらるるもののみであった．郭氏（10）は水藻除去に、

際しては共種類を生物學的に決定レてから除去剤の使用量を定むる様注意を促してみる．

　　　　　　　　　　　第6章　プール水質の標準に就で

（A）理化學的標準

代表白油ものは米國公衆保健協會（】、《6）の設定したものであらう，三下に其概要を揚げる．

　　　　　　　残i飴盤i素量　　使用中常に0．4～0．6p．p．m．なるべし．1

　　　　　　　残i触クロラミン量　　使用中常に0．7～1．Op．p．lh．なるべし．
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　　　　　　　　反回（アルカリ凄）　P耳7・Q以上なるペレ・

　　　　　　　　水　　’温　78QF以上なるベレ忌服ま津より8。F以上高くか叉2QF

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上低き喜を得す．最適條件は少くとも59F以上高きこと，’

　　　　　　　　清澄度（濁度）　清澄度は直径もインチの黒色圓板を白地の上に置き之を

プールの最深所に翻溢し允る場合之より詰るる．こと1Qヤード以内のプール側上より該歩板を望見し

．得る梶康楚ること。等である・．

　我i邦に於では西入的に水質標準を掲げたものは二三ある．

．例へば茂木氏（りい）は小學校プールの水質標準とし℃次記の各項を定めた．

ア

亜

石宵

硫

濁・

纏

ン　　モ

　硝

鷺

　号　ア

　　酸

　　酸

　　酸

　　度．

素’量

遊離盤素量
’カメレオン沿i費量

アルカリ度（反臆り

臭　氣1沈．温

水　　　　　　温

i氣　　　　　　温

痕跡迄，

槍画すべからす，

検品すべからす，

痕　三二，

上水鉱山法に定むるものの5慶迄，

源水の2倍以下除るべし，

0．2～0．5p．p．m．なるべし，

15mg／1以’下なるべ：し，

微アルカ唖（叉は微酸幽なるべし，

認むべから渉，

23。C以下なるべし，’

水盗より3～4QC高きこと，

叉以上の輝に灘を蕨す碓動ものとして一法プール噸して石原氏⑱）はアルブミィ

下・アンモニアが0．2こmg／1以下で同時に濁度が3庫（上水試験法の定むる）たることを要求し叉

遠藤氏（りり）は小畢校プ・7ル鶴罰して濁度5度（暗箱式濁度計の定むる）を以て制限すべしと述べた．

　上に掲げた標準は各回駝者が其場合に慮じ一定の根回に基いて提出したものであるが，既にプー

ル水の理化學試駒の項に於ても述べた如くプール水の細菌學的安全性を保澄し且入泳者に不快を與

へぬ様望む場合は少くとも先づ遊離盤素・オく楓購或は濁嵐有機物便に細く云一ぱ蛋白性物

質）の量叉は程度に蘭し或制限を加へたく・なるのが蓋し安當であり叉當然の臨結と溶へやう．（筆者

の意見としては各項の外にオルト・トリヂン法に及ぼす彰響に鑑みで29）麗硝酸の槍禺乃至定：量を追

．カ11したV・と思ふ．）

　然し識邦の面面に則した標準値の設定と云ふ問題に成るとプFル水は有も其の申で入の泳’ぐ以上

之に飲料水と同等の水質を要求したく回るめは州青ではあっても一面飲む量は比較的僅少で且飲料

水とは違って不払の汚染を受けてみる上之を同化叉は消毒する設備や能力の程度果ては原水の性質

迄考慮すべきであるから，徒ら’に嚴にして一律なる事を希望する時は途に机上の二品に堕するの倶

があらう一と云った意見も見べる．

　何れにしても標準の種類と数値の決定に際しては兎角理想に流れ易V・から注意が肝要であらう．

　（B）細菌學的標準

　普通寒天二二を用ぴ血温24時間培養による標準として二二ではプ戸ル使用中に二二せる検水中の
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細菌数は普通200／CG以下とし時に之を超過するもその同数は試験同数のi5％を超へざることと

定め（6），小雨校プールでは山口氏⑳及茂木氏（26）による細菌数100／cc以下，公衆用プールでは石原：

氏（8）の普通1000／6c以下特に試験面立iO面こ付1同は5000／cc迄許可する等と云ふ歎値が見禺さ船

る．筆者等（39）も小藩校デβルに於ては200／cc位に槙準を置いては如何かと思ふ．大腸菌1こ漏し米國

では10ccめ楡水中「より検出すべからすと定あられ（b）我石原氏（s）ほ同日申．に採酌ぜる5簡の槍水中2

筒以上に於で其10cc申よ砂槍禺すべからすと定めた．叉遠藤赤化菌に面して茂木氏（26）は小謡校ブ

ール水1cc申10箇以下を要求したが筆者（“9）等は維験により槍寓すべからすと制限した．

　プール水の細菌學的漂準は現今米油に於ては其重要性より’して屋内，屋外の別を間ぽ歩跡一とし

且つ飲料水の標準に之を近接せしめんとの趨勢を示’し上記の各標準を見ると我邦に於ても概ね此傾

向を有する様である．然レ乍ら段に理化心的標準の項にも述べた如く此標準も同時に消毒法の完壁

を期せざる限り弘治棲閣に過ぎ按くならうL

後に瀞法の項に猛ても髄舞湖今ムPE蝋プール庫完輔礎繍毒法を探聯るに
至ってみるから上の様な矛盾の生ずる事は添肴℃あちうが赤心の如き場合にも今直に之を鶉呑みに

し俄に・一般的に：嚴；格な標準を設けるごとが適當か」叉可能か筆者は裁断し鹸ねる次第である．

　備考：

　（i）プール水の汚染に件ふ水の藍素要求量の増加を陣する意味でChlorzahl（41）叉はCh！orbedar

の測寒は興味があらう．我邦に於て此黙迄關する報告は未だない様である．

　（ii）A．：P．H．A．の油壷誌“Ameエican　J｛）11mlエ10f　Public、Healai　V（）工．161926年中に揚げられ．

喪プール水の細菌學的標準中（2）には高値め倒錯した部分が見出される．賦払從來の丈賦中之を其儘：

傳へたものが一・二ある．

第7章　プール及プール水糖化法に就て

　既にプβル水汚染の概念なる項に於て述べた様に使用中プール水は刻々汚染されて行くので管理

者は常に其浄化を必要とする．之は叉プールに総ても同じである．

　（A）プ」ル水の交換

　例を米國に取って見るとプールぼ水の交換形式に從て次み3種に分類されそ居る．

　（1）Fill　and　Draw－Type（全操本型と課して置く）之は我邦のプールに於て良く見られる形式

脚ち週期的に屡々プール水の全換水を行ふもの，勿論使用中多少水を補給するが連綬的ではない．

從て二化手段としては最：も感心田來ない．

　（2）：Flowing　through－Typ臼（盗流型と課して置く）之は使用申不断にi浸水を補給して盗れる水

を慶棄してゆく形式，注水に必要量の盤素を含ましたものは次の（3）に匹敵するが経費は嵩む．

　（3）ReGircu工ation－Type（還流型’と課し℃置く）現今最も進歩した形式，・其機構の概略・は次の圖

に示す如く汚染したプPル水を深部に位置した吸水口からポンプで引き毛髪，水着等に由歯すぢ大：

きv・浮遊物をHair　Strainerで除去し新水を補ひ沈澱剤を加へSand：Filterで濾過し次で反慮，・

水温を調節した後消毒を施され斯くして理化學的にも細菌學的にも「浮化された水が再び淺四叉は思

出に位置した注水口よゆプ・一ルへと戻って來る仕組を有する．　　　　　　1∵’

．（1）に於ては汚染が迅速に蓄積する惧があるに反し此形式では不断の二化が望める丈け理想に近
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いと云へるが其敷果の如何は一つに換

水率に掛って來る．米國三州に於ては

“24時間内に還流し得る水量のプールの

水量．に封ずる比”を以て“Tumover

Ra七io”等と呼び此数値が3に達する

事を要求してみると去ふが比率がより

小さいと入泳者の多い場合致果的にプ

ヴル水漂化を果し得ぬと云ふ．

　我邦の現状を槻ると未だ一般に（3）

の如き形式のプールを希望する事は不

可能の様に思ふ．礎て等化墓的試験ゐ

結果に基いて全換水を適宜行ふ必要を

認める．

　然し全学水型プーールと錐も使用割注

・プール水浮化観朋略圖

　．（クロラミン消毒）

7一ノソ
疋 　水

一

混　　　石
合　　　友
器　　　水

F硫酸
　アルミ邑ウ幽
　　　．」

クロラミン添加

”r霧　濾㌍器

　　装　　　　’．一…㌔・．・噛．

　　藁・

濾過器

樫

’ノ

（塵『素「消　i毒）

ζ；．

レ至
　　ア

1て

穿

る．’．

翌一

プ

ζ，

↓

需．

一r注水

水を怠ってはならぬ．郭氏（10）は注水（盗　機㎡

流と糖＿られるが）により水蹴雛汐

プーノン

ーコ濾過穫 ．，

伽

1禁

停隆器．

詳

に悪化せす叉消毒劃を節減し得ると述べた．注水は毎朝入泳前浮塵を除去する爲にも必要である．

　昭和入年に公布された愛知縣（55）の螢業用プFル取締規則中には“少くとも全換水干3日目に水量

の1／3以上を次の3日目には同じくエ／3以上を其次の3日目には全換水すべし”と云ふ意味の項を

規定した．

　（：B）水藻の除去及一遇

　藻が生えると干鰯を損ね水臭を與へ之に盤素消毒を行ふと破壌されたり藻より秀離した糀油の爲

め三暦学奥を放つ．二流型プールでは除去剤を還流の中途から加へ得る便を痔つが然らざるプー拓

では一週に2～3同一日のプ・一ル使用時間後三品投入を行ふ．亀山としてはCuSO45H；6，使用割合

は0，1～α5p桝n．位とされ（7）小島博：士は1鋸p．血．位が良がらうと云ふ．然し毎日0．5～1．5ゴ．p．m．．

宛投入しても理想的には行かなかった例もある（10）．難しく云へば使用量も水藻の種類により多少違
　　　　　　　　　　　　　　　　が
ふ課であるが（1‘）（エ5）（16）此迄考慮：する飴裕はあるまい．投入法は藥最を一→同の使用：量弓袋に入れそ水

中に漬しプールの外周を歩きながら引廻すがよいの．一詞整水藻は最：初プPル底叉は壁より生するの

で後述するプール清掃を充分に行へば更に敷果が期待禺由る．　　　　　　．　　　　　‘　　曹

　（C）　プール清掃法

　プール内壁：及底部に沈着した沈渣に本丁毎朝除くべきで断層にはPo6Lcleamer．と云ふ憶病帯除『

器の如き道具も串來てるる．叉全換水に際しては内壁の汚物を普く擦り落すこと，場合に依ては晒

粉液か硫酸銅Q濃厚溶液を浴せつつ三一する．市内の小學校プレルの或ものに於ては土曜肩排水律

晒粉液で内壁を磨附し日曜1旧簡乾燥し満水しで居る例もあったがプールの清掃の敷果は相當上っ

た．

　（D）沈澄　剤

　水申の塵芥や浮遊物を細菌と共に沈澄剤により沈澱せしめる方法は良く用ぴられ叡’逡流型プP
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ルでは腿の必要上甑醸胸るが全点く型卿醐合で三二漸触じた沈澱を麟して
雌ふから解もなるまい・二藥岳としては鍛アル・・ウ扱購柵勲棚1量鰍1玉鮒・二・・9

ゐ硫酸アルミニウムで聞に合ふ（17）（18）・本品を使用すると兎角プール水み酸性化し』灰酸性化すると

沈澄作用を減退するので後述する反恋の調節が重要になる．寸

　（E）反慮の調節（アルカリ度の調節）

　反慮の如何が消毒を入泳者の官能に影響する裏門は前にも門下たが上述の如く沈澄剤の敷力にも

關唆し叉同時に水の蓬明度も．左右する．Ha七Gher（11）によれば遊難璽素が0：5　p．p．血．迄の場合pH

7．2ん7．4の聞に於ては刺戟はないと云ひ．叉クロラミンの消毒力は7．6以上に於て滅弱されるとか（6

通1常7．4～7．8『を望む（7）とか云ふ記載もある．要するに微にアルカリ性であることが大切である．プ

ール水の酸1生化の倶れがあり」方pH：の調飾装置を有さぬ場合には夜間曹達友を水面に撤いた砂袋

に入れてプール内を引廻した晒して酸性化を防ぐ（7）．

　　　　　　　　　　　　（附）プール使用上に關する繭饒の注慧

’④畑ご般に姫の繍を要す帯・・関聯らう鰭轡型計・必ず用意す・・殊

　に井戸水や営門の水源を用ぴ且厘々溢流塗行ふ場合偉凹きに過ぎぬ標に心肝ける．水温の労りに低

　い場合盤素酒毒の妓果が弱められるとも云ふ．　”

　　（：B）’1原水『プール用の原水ほ我邦で流水白文は井戸が多血　水質は飲用適なら申分なV・．Khlt

　・は此黙に關し極く常識的な記載を『してみる（51x52）・

第8章　入泳者に齢する事項に就て

（A臓定轄人員激．一時にプールに入回し得る順数を米諦はプ O三三一から割・

幽す．「之は西洋の大入一人め遊泳時．に必要な面積を27吸2と定めたからである．飛込蔓があったり

大プールに四っては計算法が違ふ（2）（3）．解り混雑する事は善くないから上の檬な定員数制を設立す

るのも悪い菓ではなV、．・

　（B）：Bathing　Lo批d　Limi書

　A．：P．H．A，は1924年度：獲表の管理法文中・にプール水の汚染は入泳者数に比例するものとの見地から

層一阯ﾊのプール水に入．干し得る入泳者累計数を制限することとし之を表題の如く名附けた．．現在D

此制限は昔と」・罪して仕舞つたが之は主としてプールの浮化法が蓮綾消毒法を鋤へた還流形式に統

一された：爲に外ならなV・．

　最にはi参考の爲め；其興野を辿ってみやう．・

　（i）全野水型“一定期間忙於ける入泳者累計数ぼ野牛期間内にプールに注入せられたるi新野晒

は漸水に相當する水質の水1000gallon（米ガロン億約3．78㎞3）’に付20入以内”（1926年），叉“一消

毒匝聞（偉各・消潔の致果は別記の細菌學的標準に合格すべきこと）申の入泳者累計数は’1000ga110n

に付亨人以内”（同年），1937年目は“本型プ・一ルは消毒せざる時5009比llonには1入，叉間・歌的浩毒

を行ふ場合の入泳者数は豫定男呼入員数及細菌丁丁調査ゐ結果に基き之を定む．但水中淺籐臨素量

は別項に定むる如く保持すべし”，

　（ii）還流型“入泳者数ぽ」遊泳琶間（芝my　b乱thing診eriodを假た謳した）中i新水量1000gallo11
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鮒20人（時に10入）を超ゆべか脇無罪雁職級瀦のプFル紳母ま騨均醐の
謂にして通常約30分遅見倣し得・（1936年），所が1937雇38年に於て本項を割除され前年よわ上の制

限と併記されて居た“Area　Limita七ion”なる項目のみ残るに至った．而で細面にほと‘マノLマ争氏に

依れば入泳者1人に付プール水面3重ん45択2の割合にて最：大入泳者数を制接する顔合淺鹸盤素量の適

當な為限の細菌學的水質は妥杢に保持し得”と記鼓されでるる．　　「「』・’∵

　（iii）馬流塑Hopkins氏によれ，ば“10009翻on．のi無水に付入泳者は10～26入とす．．但し注水中

に癒量の遊離毒素を含有せしむる場合其制限は遽流型と同じ”と云ふ。’

　以上通覧すると最：初嵐期間の入強磁累計数を以て制限：してみたが，次第に1H簡ゐ大泳者総計等

より使用時間中の入泳者藪を問題とするに泊り現今でほ水量より寧ろ永面の廣さに基き大泳者数を

割醸す傾向に移った様た愚ふ；『還流型の最後の墨字等は豫定牧容入江の項に從ひ算当したものより

巌しいと云ふ，我邦でも石原氏（s）は公衆用プールの：B馳thing　Load　Limitを2．5．入／m3以内と定め

允．

　ぐb）入深者の健康診漸

　プFル水を介して病の傳染の項を讃めば明な通り皮膚，眼，鼻，咽喉，耳，消化器及其他引染性

疾患を有する者は入国冷凍ぬ．叉傷口や水萢のある人，膏藥を張ってみる入等：更に東京め小學校で

は校書が身禮虚弱なため遊泳不適と認めた見童等も入泳を禁じてみる：公衆用プール等で外部に現

れぬ病を持つ入を欝位するのは仲々難しからうがシヤラーバスを受ける時等を利用して極力看覗に

努むべきで座る

　（D）入泳者に封ナる衛生設備　　　『・一

　燃に際して腿峨るのは先硬衣室噂理飾る・皮膚齢雌で感染する打球が殊に多い

・から衣裳入れは勿論室の壁，応，嫁具等も常に清潔た保つ，’ジ予ワβバスにぼ国手新註を用ぴ冷温

併用を可とする．所によ・うては石鹸を：用ふるが後ゐ洗潅にさへ注意すれぼ申分な6．．）ミスの数ほ最：

混雑時に40入に1箇，學旗影では最も多概数ゐク’ラスの入員の1／3がよ『いとか云ぼれる（1）ヤ（6）．バス

と併行してビデ（Bldet陰部洗條器）等用ふるのも』よい，便所は男性こ60人にトイレ1ツト1箇所，小

便所1箇所，女性には40入に付トイレット1箇所の割合に設け叉洗面手洗所も之に近接して最混難

購入泳者60人に1箇所と去った数字を揚げられてみる（1）「（軌叉近年は洗足装置が推賞され℃來た，

簡軍には晒粉水溶液がよく例之New　Yo虫類では有敷盤素量5000P．P．m．の液を薦め茶匙16杯の晒粉

を19乳110nの水に解けと述べてみる（7）．A．P．H△．（s）では0．3～0，6％の有敷盤素を含む液を，石原氏（8）

は1．Op’p㎜．の盤素水を推賞した．叉最近には1g％食盤溶液で奴果を上げたと云ふ報告も串た・

　（E）　水着等の取締

　水着はプ「ル水の汚染源として取締φも仲浸難しV・．軍陣セは個入所有の水着にも一定の型と質

・とが要求され且プール監督者の管理下に置かれる．水着やタオル等はプー～レ管理者の手元で清洗

煙毒，乾燥後保管され入泳時に手交すべきだとされてみる．從って洗濯法も色！々研究されてるるが

使用後石鹸水で洗ぴ幽し，熱湯次に冷水を以て掴洗し乾燥した丈でも充分敷果はあるから學校プP

ル等統制の取賜い所では我邦でも試みたい・・

　水着の地も攣縮せぬ意味では綿製が好まれる．‘叉屋内勇子用プPルなら裸盛で入遷すれば汚染防

止に役立つと云ふ女子も染料を用ぴ「ゴみない水着叉ほ色を抜けぬもので且ρ簡軍琢型のもの，例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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へば一sing1母が好都合である．

・毛髪の散齪を防止する已めにはゴムの水泳帽がよい．　’・　　　　　　’　　　・　　レ’
」’

FlF）入泳者の衛生的心得

入泳者ほ脆衣後用便に赴きシャワーバスを受け洗足後清潔な水着を着しプールに入る檬心掛ける

入泳申用便に赴いた者はシャワーバスより叉所用のためプPル側より離れた者も洗足から更めて受

けて入り直す様にする．入漁申プール水内に鼻をかんだり疾唾を吐くことは嚴禁されでるる．叉入

泳者に非ざる者は決してプPル側へ土足の儘入ってはならぬ．

　備考：米國では以上の他プールの構造，材料，．浮化機械プ鱗並幅，救急装置探光，通風・水温，

　　注水排水設備等に就ての記述もあるが工學的部門にも亙るので鼓には省略する．

　　　．　　　　　　　　第9章　プール水の清毒方法

　プPル水の細菌學的保安上には水の交換等も必要ではあるが積極的泊毒を行ふご．とが最も大切で

ある．

　消毒法は主として次の地者である．

　　　　　　　　霧饗｝欝・・忌1，

　　　　　　　　（4）氣盤盤素，晒粉其他HC10の盤を：使用する法

　　　　　　　　（5）　クロラミン法（．A皿monia　Chlorine法）

　（A）塵素，晦粉及其他次亜瞳素三三による法

現今最も普遍的且涙雨と考へられてるる・臨素は消毒力に於て後者を凌駕するが取扱経三等の黙・

では後者に分がある．八三はCI2，　HCIO等の活性肇素と之から登生する蛮生機Z）02によるとされ．

其細菌に評する敷果を盤素に就てみると次の如き一例がある（31）（：32）．

　　　　　15～30秒聞に病原菌を死滅せしむるに要する水中遊離盤素量（p．p，rn．）

　　　　　　　　　　（但し菌は繁殖型，室温，．pH：は62～7．4）

　　　　　　　　　　　矢腸菌の張く抵抗してみる鮎に注意！！・

　　　　　0。1p．p．m．で死滅するもの；チブス菌，パラチフス菌，赤痢菌，淋菌，コレラ菌

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲルトネル氏腸炎菌榿色面萄歌球菌

　　　　　0．15p．p．1n，で死滅するもの；ヂフテリP菌，謄脊髄膜炎球菌

　　　　　0．2p．p．m．で死滅するもの；肺炎双球菌

　　　　　0．25p．p，m．で死滅するも9の；大腸菌，溶血性連鎖歌球菌

　帥ち殺菌力の瓢に於ては信頼すべきものがあるが一面盤素をi利用する消毒法は下の如き共通の簸

鮎を有する．

　　　　　　　　（1）水に盤i素臭を與へること．

　　　　　　　　（2）有機物の存在下に出力の減弱がやや著いへ

　　　　　　　　（3）揮散消滅し易く從て敷力は持績的でない．1

　　　　　　　　（・4）從て時々菌の二二（Al七efgrowth）を見る，

　　　　　　　、
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郷ブ戸ル雨燕に必要酪量血忌力・と簾に’耀の駄熱心細論朝鳶画1曳
常に0・2P，pm．・の場合飲糊くと同じ細菌學的性質蜻欝ぢとされ・チ2）ム1豆H．A．では使用囎に161

P．P．m．鳳 �v求した（6）．我那に於ける報告を見ると0．1恥IP．m，’では未だ不安である涛§（S）（26）（271∫常1と歩

くとも0。2p．p。m．位あれば大丈夫だらうと云ふ者が多い．．
A

　之と共に入泳者に不快想や刺戟を與へぬ最大許容量は0．6P二ρ．1h．位であ惹（プール水め趣化學的

氷質標準の項i参照）．’』

殺勘は搬の細場合銅じく耀の低過ぎる搬アルカ．蝉の働縞暢衡有機物の

著しく多量の時接鯛時聞の短V・際等には減弱し日光の多い所では良く作用ナるうミー二三散め甚しい

欲黒与もある．‘

　（B）クロラミン法

　・クロラミン法はA．mmon逸Chlorine法とも稻され，ユ907年R蘭¢hig・により素見さ「れ，『Rfd6田，

Rac6，1）a1【in叉はKosじhk恥（14）（15）等のジ追試により’1其優秀窪を確i漏せ『られるに室づだ♂邸ちi先づ永中r

にヴ定量のNH3叉はN：H4塵を投入面一定時聞後吏にC12∫叉は晒粉液晶を投入するとN瓦及

HCIOの聞に水のpHに從ひ次の如き反鷹が起る（Chapin）

　　　　　　CI2十H20→HC10十HC1

　　　　3HQc】十NH3→3H20十Nc】3（張力殆どなし）（ユ）pH　4．4以上の時

　　　　2HOC蓋＋NH、→・2：H皇0＋NHCI，（2）P宜8：5（mi・）～生5（・hax）

　　　　－HOC1十NH3一一＞H20十NH2Cl』（3）　pH　44（hlih）～8．5（m註x）

從ってpH　5．0～8．5，つま前通のプー・レ水のpHでは（2）（3）カミニ定め害恰で共存じ声mで

略々同量宛存在し得る．殺菌力は（2）が最も優れてみる．・上式によるとNH’話：’C】2・：＝17171≒1：4で

あるが普通1：3の割合に使用し此かち甚しく外れると敷力を失ふし叉投入の順序が逆に成っても

敷力、ぬ乏も云ふ．’ @1　1　　…　　　　　　　　　　　　．∴　　　　　　　・　「．　　　　・．　　　　　’㌧　㌧

　NH2Cl，　NHCI2等の殺菌力は一般に塵素に比べると劣ると去ふが猫ほ充分満足すべきでうり且前

にも述べた通り屋外プール等で一は折角投入しだ面素も日光や氣曝の罷め一舞速に失はれる淫乱がある

に果て・・ヲ・ン脹く一二漁る鰍を無漏輔漏話勘騰とせられ廓繕
刺戟二二素謡（時にトリ・ク・ルフエノール臭）を有きぬ黙更にプールオく中た必ず相當存在する有

機物質によゆ其殺菌力が盤素程減躬されぬ等の長所を合せ考へると本法はプール永の溝毒法として

棄て難）・魅力を有しでるる言睾である．使用量に就A．：P。H．A，は常時水中に「0．7～1．OP．pm。存在する

事を要求してみるが（G）0．4p．p。m．（活性箆i素量：として）でも充分だとの記載もある（4塁）．

　プFル水消毒に本法匙試みた報告としてOlszewski（46x47）或は漁llmann（53）の報告が有名であ

り我邦でも石原氏（8）は：其利用を薦めでるる．本邦に於ける今後の槍討を待つ，

　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　第10章消毒め實施方法に朝て

　（A）出品的浴毒法　　　　　　・

　プトノレ水二二の属的は水中に於ける菌の塘殖を防遇し同時に入泳者により不断に搬入される菌鷺

直ちに絶滅するにある．；其故に連前払に必要量の弱毒藥を水中に保持し得れば申分がない・1・帥も管

理者はプール使用中二二浩毒薬の定量を行ひ．（小島博士q3）は二二消毒の場合オ’ルト・トリヂン法に

、
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心意紬1月3即晶晶酵云？刻難に不足熱ば之齢ふや匁努ゆるのである跳
血合翫型プールなら灘装置醐塗し雌素瀦灘灘酢動塾騰い’し鵜鞭利回備
・を有し云い時は夫汝然る可き：方法で追加するがよやビ

　寒際半の如く二四を使用して連記的潰毒を施行レた嗣合の成輝に陶しt心乱衛生省の嚢表した所

乖よれば或プールに於て鯛の識温血ん醤噛を｛観鵬なかったと云ふ’し餓邦に於ても山

灯氏は上述の方針に準撮し簡軍なるデイフユーザF附籔素消毒器を使用する事により．甚だ好結果裡

に小劇交プ7ルの消毒を果し得てみる．

　斯くしてこそ小島博士の如く“本法カミ，そして本法のみが水の細菌學的安全性を保ち得る手段で、

あり，之を忠心に蓮奉ずる限わ何を以てか冗漫且特殊なる細菌學立言座高を實施す・るの要を認めやう

か”と張面し得る諜であらう．

　出血入も首肯し得る標に極めて理想的なる本沿毒法と錐も其實行の難易と確實さの程度は一つに

設備と管理の充實に懸ってみるから此黙の解決無くして本消毒法の存；在意義はないことを忘却して

はなら鳳A，：P．9H．　A。も現今プール水の溝毒法は上の如きものに限ると云ふ態度を探ってみる諜で

ある．

　本法を實施する際の消毒藥量の目標は箭記の如’くA．RH．　A．では“：Excess　clllorine”として6．4

〈n｝in）～0．6（n鼠ax）p、や．1h．であり，山口氏（23）は“消毒直後つ：5p．p．m．の遊離盤素を淺留する如くしプ

ール使用申0．1p．p．m．に迄減少したら追加投入を行ふ”と指示し崔氏（27）は最低0．2p．p．樵を下らざ

る様消毒に努める旨薦め茂木氏（26）は淺爾盤素量として”10．5（max）～0．2（min）亘．p．1h；を要求した．

　（B）謡歌的滑面法（時限浴毒法）

響L 繧ﾉ述べた連績的消毒法は何分充分の管理を必要とずるので不幸に’して斯かる便宜を享有し得ざ

’るプ戸ルに於ては南面問題として勢ひ弱気的に時間を定あて舌振を行ふ程度で満足ぜざるを得ない

埜あらう．而て其場合÷同の泊毒より次の画論に杢る二二（之を便宜上一消毒匠間と呼ばう）は少馳

くとも数時間に及び其の上消毒の都度投回すべき溝毒藥量は衛生上からも叉経回上からも無制限に

多量とする課には行かなv・から結局一消毒語感の最後に近づいた頃には水中め消毒藥が溝失’してゐ

：ると云ふ喜も往々にして起るに違ぴない．斯檬に考べる時本溝i毒法はプレル水の汚染速唆の臨き硲

場合等には細菌の増加を充分抑制し得ぬであらう事は想像に難くなV・のである．例へば前記英気衙

’生省の調査1と血涙も毎朝；毎夕聞歓的に溝毒を行ふプ・一ルに於ては試験の都度多数の菌を謹明し且

：大腸菌試験も陽性を示した二層云1ふ迄もなく之は本法では屡々消毒藥沁め献：乏を生じ多藪の入泳者に

よ｝）次々に持込まれる菌を奎滅し得ないのみか藥量の不足に乗じ無限に増殖した菌を殺滅する爲に

は普通以上多量の消毒藥を必要とする事實を吾人に物語るものと云へやう．

　師ち本法は術生學上の立場まりすれば早晩慶棄さるべき性質のものである．

　1然し乍らプールの容積に比して左程入泳蔚の多くなV・場合或は水中の鴻毒藥の消失謡い場合に

は必ずしも失望的ではなく囚獄画品毒によっても多発に目的を達し得ると云ふ報告が我國に於ても

二三に止まらないのである．そして一之は筆記が本法に言及した最：も大きな理山であるが一三

誌上我邦に於て現今實施され得る消毒法1ま大多数奉形式に準じたものではないみし費あらうか？

　峯考迄に我邦高言D文献から其方彦トとする所を抜証すると次の如くである．．

　巨P’ち江二二G〃）は“1．日1同夕刻閉場後プレル水100血3に付晒粉3009を使用せば相常致果ある
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も1日2同の消毒を理想とす・と蓮べ安井氏（48）は自βの経験より・“プール水ヰ001n3に伺栖粉5609

より得た上澄液を朝夕2判こ分割し投入せよ”と指恭し茂本茂（26）ぱ‘市内小野校プール水の試駿成績

より“換水初田ま消毒直後の遊離肇素量0、25P9．血．を爾後ば舶溝毒直後の遊離盤素量α5PP．mlを

同標とし嵩來得れば朝書各1向，Elむを得ざれば朝．1向酒毒を行ふ，臥龍劃1同法は前2法に劣る”

と去つだ羊曙等の昨夏小間校プ・一ノレに貸し行った調査め成績から見るとプFル水100血3に付晒粉

250～3009を1日朝夕2同投入する場合の成績は最も良く夕刻1同プール永100m3に付晒粉・5009

を投入する法は之に劣ったが左程憂慮ずべき歌態に遭遇しなかったと患ふ．中村氏（9）は1同の有敷

蜷素投入量約0．8P．1う．m，宛を使丁し12時禰聞隔を以て1日2同の浩毒を：行った．

　叉加藤氏（25）は水層遊離盤素の逸散蓮度も考慮し蓄‘消毒は1搾め喬邪智素量を1．0～2．Opヨpm．とし

3時聞毎に1同とす”と定め飯村氏㈲は多くの文献を綜合した結果“投入有数盤素量は普通0．5

P・P・m・とし入曽約30分前に消毒を行起ととし3劇購1．嘩施する，但醐：使糧聯関徽

盤素豫定量の4倍とする．”と述べ投入有志蜷素量の跡を條件に依て攣化せしむる如くし次表を・掲げ

た．　　　　　　　　’　　　　‘ン　　　噸　　　　　　　　　　　　、／

　　　　　　　　　　　（1）め内　　（1）の内永温5。C＞水温5～1GCC各戸件・各條件良
　　　　　　　　　　　＝一條回飲　　　2條件昧多人数　　多人数　　．　普通良　水温30QC位　．

　　　　　　　　　！一一当＿だ、．、＿一一　　　一．
　P・P’m・　’

　㈲敷魎素）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　油濁度大　　　　　　　　　普　樋　量　弱酸性水温

　　　　　　・急騰　　　’薩評各回獅．
　　　　　　　　　入泳者多撒

　郭氏（10）は二流，注水を併用した場合の晒粉消i毒の一例として“水量約2600m2を有ずる犬プFル

は1日の注水量20％の場合1同有敷盤素投入量0．27p夢判．つつの割合た遊泳開始後3時凹型及絡泳

2時聞前消毒すべレ・更に“注水量i日30％ならば容積約800m3の中プールは1向有敷盤素投入量

0．45P．P．1n．の割合にて前同様鴻毒すべし”と述べ績いて“150m窺の小プールにては1日2－同夫々

1．2p．p．m．宛有敷盤素を投入すべし”と結論した，．

　之等の報告の要旨を比較すると消毒藥（此場合総てが箆素を使用してみるが）の投入時期，同数

及使用量に於て多少憎々売る貼が見禺される．乏は各報告者の研究封照たるプール水の理化學的汚

染度の大小入泳者数の多寡或は注水量の如何叉は遊離盤素干留め程度弾力葺不同であったためにも

よるのであって，此現象は畢塾する所消毒法其自髄の不完全性が’斯かる外的條件の』 ｨ・ヒによって軍

一・ ﾈ消毒規定の設立を困難ならしめてみる事に外ならない・．

　然し乍ら筆者は以上の記述を綜合すれば“消毒は毎朝プール使用開始前後及夕刻閉場前後の合計

2同，更に必要とあらば聴聞の休憩申を加へて合計3同行ふ．晒粉或は盤素の使用章は消毒直後の

永中遊離盤素量として0．5p．hm．1投入有数盤素量で制限するならば毎同0．5」一1．Op．plln．ゴ晒粉の量

を制約すればプFル水100m＄に付250～3009（晶質は局方適）と定める”と申して先づ大過ないと

思ふ．

　消毒同数も叉時期も上の外には適・切なものが見田されないし跳上の様に定めれば時学的にも何か

と好都合であらう．

　條文巾の2肯毒直後ど云ふ言奨は些か暖昧としてみるが水のChlorine　Demand（49）等から推すと消1

圓1…1…61組・1311小・i・中…M・・1・・睡・・回・・i



1ユO ノ」忌 、川

毒薬を均等1ζ水塞和こ秀布後普通10分間後：と見徹茸ば無難と思ふ．’

，3ζ迄離盤素量を身て毎同の使用量を制限す為方式は面倒には粗違ないが衛生學上から見れば安當

で幽、晦之有鰹素畢や四雑を以て制限する方式は手数を省ける代り畷入直後の遊離懸素量に

過不満g）生する事のあるは致方ない，’例‡投入前に於ける淺留肇素塗の如何によっては投入直後の

三瀬時に一時的にてもあれ水府遊離盤素皐が0．6p．p．m．の最：大許容量を超過するであらう如き其一夙

である．

：母後に繰返して蓉ふなら牢消毒法は本來が連緯的消毒法の普及されるに至る迄の代用品で爲めに

多少の非難や不安を随拝する事實な否めない，然し世の實歌と更に本法の簡易陸に鑑る時現今本邦

に於けるプーノセの消毒法≧レて1ま必ずしも常に横斥に値する≧は申せないであらう．

・（附）晒粉の使用法層

　　從來D使用法を回ると乳液を作製して之を撤布する法は手数は掛ら松が完全な乳液が出來難い爲’

　めに入泳者の眼に刺戟を與へる飲霜があるとの理由で獄迎されす寧ろ面倒ではあるが上澄液を用ひ・

　る方法が普及してみる．

　　鶴徽腸専使駄の永温’（・・。C以下趨こと）（26），水の使曝（・。・麟灘よい・・5）（・6・），

　或ぼ貯藏法（冷嗜所に栓塞して貯へれば牛虻ぼ持つ『ρ））等も種々工夫さわた．

　　晒粉を袋状のもめの内に容れ擦み串す舌法等も手輕セ筆者の経験かち云へば小學校プールの様な

、：水深の左狸大きくない場合には煙宜であらうと思ふ（39）．

　　晒粉を箱の檬なものに入れてプール内に浸漬して置く方法や（24）（25）晒粉液に盤酸を加へる方法q9）

　　、（21）等は感心毘來なv・．

　　．晒籾に隅ちす間遮的に消毒剤を加へた時にはプール水の全髄を善く混合す昼ことが肝要である．

　ズPを丞gマ部分丈に消毒藥が存在してゐ為のでは何にも成らぬ．姫野氏が消毒は入船申行ふが善

　いξ云ったのも此意味に外ならない．消毒藥を水中に均等た分布する事を忘れた消毒法は誤れる安

　全感を與へる聖霊に於では寧ろ有害かも知れない．

結． 言

　著者は三三罪才をも顧みす以上数章に互リプドルの管理叉は水質試験法に關し縷蓮する所があっ

炎が時津之等は総て衛生化學者∫細菌學者と共に衛生工學者等の協力を僕って始めて萬全を期し得

ると蓉ふべきであって，ラールの衛生學的管理が公衆衛生學上頓に重要性を加へっつある昨今後馳，

せ乍ち我邦にも之等の衆智を集めた擢威ある指導方針の一・Hも早く畠現する事を衷心より希望する

次第である．

・．猫ほ本調査を施行するに躍り絡始御懇切なる御指導を番うし重ねて本稿の御校閲を賜った常時技

師石尾博士及秋葉博士に封’し深甚なる謝意を叙するものである．
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